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第 16 章 準備書等の記載事項の修正内容 

16.1  準備書から補正前の評価書への修正 

環境影響評価法第二十条第一項に基づく長野県知事意見を勘案するとともに同法第十八

条第一項の意見に配慮して環境影響評価準備書の記載事項について検討を加え、補正前の評

価書において行った修正等を表16.1-1（P16-1～67）及び表16.1-2（P16-68～103）に示す。

なお、表現の適正化及び誤字、脱字等の訂正については適宜行った。 

 

表 16.1-1（1）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P3-14 

第3章 

図3.2.12-2 

【図の追加】 

（記載なし） 

【図の追加】 

図 3.2.12-2 道路縦断図の追加 

P3-35 

第3章 

（記載なし） (4) 盛土材  

計画路線は、全長約 11.6 ㎞に対して盛

土区間が約 9.4 ㎞であり、域外から盛土

材の搬入が必要となる。盛土材の搬入に

当たっては、盛土材に含まれる汚染物質

によって計画路線周辺の土壌が汚染さ

れることがないように、以下の事項を厳

守する。  

・ 土壌汚染対策法における指定区域か

らの盛土材搬入はしない。  

・ 盛土材の搬入に当たっては各事業者

が土壌汚染有無の確認を行い、汚染物質

が含まれている場合は、学識経験者等か

ら意見聴収して必要な措置を講じる。  

・ 盛土材の品質管理は、事業の発注者

が責任を持って行う。 

(5)法面の緑化 

法面の保護及び景観の保全の観点から

法面は植生による緑化を行う。緑化に当

たっては、在来種の使用や必要に応じた

工事用車両のタイヤ洗浄等を検討し、外

来種により地域の生態系に影響が生じ

ないよう留意する。 

P4-4 

第4章4.1.1 

【1 行目】 

調査区域には、気象官署である伊那地域

気象観測所がある。 

【1行目】 

調査区域には、伊那地域気象観測所があ

る。 
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表 16.1-1（2）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P4-4 

第4章4.1.1 

表4.1.1-1 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

降水量（mm） 

1 時間最大 

 【行の追加】 

（記載なし） 

【行の追加】 

平成 29 年度 

 【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：統計を行う対象資料が許容範囲内で

欠けているが、正常値（資料が欠けてい

ない）と同等に扱う（準正常値）。   

P4-5 

第4章4.1.1 

表4.1.1-2 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

降水量（mm） 

1 時間最大 

 【表の注釈】 

※：気温は、日ごとの平均、最高、最低

値の各月平均値を示す。 

【表の注釈】 

※1：気温は、日ごとの平均、最高、最

低値の各月平均値を示す。  

※2：統計を行う対象資料が許容範囲内

で欠けているが、正常値（資料が欠けて

いない）と同等に扱う（準正常値）。 

P4-6 

第4章4.1.1 

図4.1.1-2 

図 4.1.1-2 気象官署の位置 図 4.1.1-2 地域気象観測所の位置 

P12.1-1 

第12章12.1 

【1～2行目】 

(2) 調査の手法  

調査は既存資料調査及び現地調査によ

り行った。既存資料調査は気象官庁にお

ける気象について調査し、1 年間の観測

結果を収集・整理した。 

【1～2行目】 

(2) 調査の手法  

調査は既存資料調査及び現地調査によ

り行った。既存資料調査は気象について

調査し、1年間の観測結果を収集・整理

した。 

P12.1-2 

第12章12.1 

【1 行目】 

(3) 調査地域及び調査地点  

既存資料調査は、計画路線に近接する気

象官庁である伊那地域気象観測所を対

象とした。 

【1行目】 

(3) 調査地域及び調査地点  

既存資料調査は、計画路線に近接する伊

那地域気象観測所を対象とした。 

P12.1-45 

第12章12.1 

表12.1.1-22 

(1) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 
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表 16.1-1（3）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-45 

第12章12.1 

表12.1.1-22 

(2) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 

 【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

P12.1-46 

第12章12.1 

表12.1.1-23 

(1) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 

P12.1-46 

第12章12.1 

表12.1.1-23 

(2) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 

【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

P12.1-48 

第12章12.1 

表12.1.1-25 

(1) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.1-48 

第12章12.1 

表12.1.1-25 

(2) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.1-49 

第12章12.1 

表12.1.1-26 

(1) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.1-49 

第12章12.1 

表12.1.1-26 

(2) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.1-56 

第12章12.1 

【3 行目】 

設定した予測対象ユニットを表 12.1.2 

–2 に示す。 

【3～4行目】 

設定した予測対象ユニットを表

12.1.2-2(1)に、種別毎の主な作業内容

と使用する主な建設機械及び工事用車

両を表 12.1.2 2(2)に示す。 
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表 16.1-1（4）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-56 

第12章12.1 

表12.1.2-2 

(2) 

（記載なし） 表 12.1.2-2(2)使用する主な建設機械及

び工事用車両 

 
工事区分 種別 主な建設機械及び工事用車両 

土工 

盛土工 ブルドーザ、タイヤローラ、ダンプトラック 

法面整形工 バックホウ、吹付機、トラック 

掘削工 バックホウ、クレーン、ダンプトラック 

  

P12.1-62 

第12章12.1 

表12.1.2-9 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

目標との整合が図られている。 

P12.1-67 

第12章12.1 

表12.1.3-1 

番号 予測地点 車両の通行ルート 保全対象 

A 宮田村 5284-3 地先 村道 12 号線 住居等 

B 宮田村 5610-1 地先 一般県道栗林宮田停車場線 住居等 
C 宮田村 6747-5 地先 村道 16 号線 住居等 
D 伊那市東春近 4838 地先 一般県道車屋大久保線 住居等 

E 伊那市東春近 8290 地先 主要地方道伊那生田飯田線 住居等 
F 伊那市東春近 7637-8 地先 一般県道沢渡高遠線 住居等 
G 伊那市美篶 10856 地先 市道ナイスロード 住居等 

  

番号 予測地点 保全対象 

A 村道 12 号線沿道 宮田村 5284-3 地先 住居等 

B 一般県道栗林宮田停車場線沿道 宮田村 5610-1 地先 住居等 
C 村道 16 号線沿道 宮田村 6747-5 地先 住居等 
D 一般県道車屋大久保線沿道 伊那市東春近 4838 地先 住居等 

E 主要地方道伊那生田飯田線沿道 伊那市東春近 8290 地先 住居等 
F 一般県道沢渡高遠線沿道 伊那市東春近 7637-8 地先 住居等 
G 市道ナイスロード沿道 伊那市美篶 10856 地先 住居等 

  

P12.1-68 

第12章12.1 

図12.1.3-3 

【図の凡例】 

村道 12号線沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【図の凡例】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.1-69 

第12章12.1 

表12.1.3-4 

(1) 

図 12.1.3-4（1）予測断面図（A.宮田村

5284-3 地先・村道 12 号線） 

図 12.1.3-4（1）予測断面図（A.村道 12

号線沿道（宮田村 5284-3 地先）） 

P12.1-69 

第12章12.1 

表12.1.3-4 

(2) 

図 12.1.3-4（2）予測断面図（C.宮田村

5610-1 地先・一般県道栗林宮田停車場

線） 

図 12.1.3-4（2）予測断面図（C.一般県

道栗林宮田停車場線沿道（宮田村 5610-1

地先）） 

P12.1-69 

第12章12.1 

表12.1.3-4 

(3) 

図 12.1.3-4（3）予測断面図（D.宮田村

6747－5地先・村道 16 号線） 

図 12.1.3-4（3）予測断面図（D.村道 16

号線沿道（宮田村 6747-5 地先）） 



16-5 
 

 

表 16.1-1（5）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-70 

第12章12.1 

表12.1.3-4 

(4) 

図 12.1.3-4（4）予測断面図（E.伊那市

東春近 4838 地先・一般県道車屋大久保

線） 

図 12.1.3-4（4）予測断面図（E.一般県

道車屋大久保線沿道（伊那市東春近 4838

地先）） 

P12.1-70 

第12章12.1 

表12.1.3-4 

(5) 

図 12.1.3-4（5）予測断面図（F.伊那市

東春近 8290 地先・主要地方道伊那生田

飯田線） 

図 12.1.3-4（5）予測断面図（F.主要地

方道伊那生田飯田線沿道（伊那市東春近

8290 地先）） 

P12.1-70 

第12章12.1 

表12.1.3-4 

(6) 

図 12.1.3-4（6）予測断面図（G.伊那市

東春近 7637-8 地先・一般県道沢渡高遠

線） 

図 12.1.3-4（6）予測断面図（G.一般県

道沢渡高遠線沿道（伊那市東春近 7637-8

地先）） 

P12.1-71 

第12章12.1 

表12.1.3-4 

(7) 

図 12.1.3-4（7）予測断面図（H.伊那市

美篶 10856 地先・市道ナイスロード） 

図 12.1.3-4（7）予測断面図（H.市道ナ

イスロード沿道（伊那市美篶 10856 地

先）） 

P12.1-71 

第12章12.1 

表12.1.3-2 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
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表 16.1-1（6）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-72 

第12章12.1 

表12.1.3-4 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.1-74 

第12章12.1 

表12.1.3-7 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.1-77 

第12章12.1 

表12.1.3-10 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

目標との整合が図られている。 
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表 16.1-1（7）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-77 

第12章12.1 

表12.1.3-10 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.1-86 

第12章12.1 

【2～3行目】 

設定した予測対象ユニットを表

12.1.4-4 に示す。 

【2～4行目】 

設定した予測対象ユニットを表

12.1.4-4(1)に、種別毎の主な作業内容

と使用する主な建設機械及び工事用車

両を表 12.1.4-4(2)に示す。 

P12.1-86 

第12章12.1 

表12.1.4-4 

(2) 

（記載なし） 表 12.1.4-4(2)使用する主な建設機械及

び工事用車両 

 
工事区分 主な作業内容（種別） 主な建設機械及び工事用車両 

土工 
盛土工 ブルドーザ、タイヤローラ、ダンプトラック 

掘削工 バックホウ、クレーン、ダンプトラック 

  

P12.1-90 

第12章12.1 

表12.1.4-8 

(1) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 

P12.1-91 

第12章12.1 

表12.1.4-8 

(2) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 

P12.1-93 

第12章12.1 

表12.1.4-11 

(1) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 

P12.1-93 

第12章12.1 

表12.1.4-11 

(2) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 
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表 16.1-1（8）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-97 

第12章12.1 

表12.1.4-14 

(1) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

目標との整合が図られている。 

P12.1-97 

第12章12.1 

表12.1.4-14 

(2) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.1-98 

第12章12.1 

表12.1.4-14 

(3) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

目標との整合が図られている。 

P12.1-98 

第12章12.1 

表12.1.4-14 

(4) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.1-101 

第12章12.1 

表12.1.5-1 

番号 予測地点 車両の通行ルート 保全対象 

A 宮田村 5284-3 地先 村道 12 号線 住居等 

B 宮田村 5610-1 地先 一般県道栗林宮田停車場線 住居等 
C 宮田村 6747-5 地先 村道 16 号線 住居等 
D 伊那市東春近 4838 地先 一般県道車屋大久保線 住居等 

E 伊那市東春近 8290 地先 主要地方道伊那生田飯田線 住居等 
F 伊那市東春近 7637-8 地先 一般県道沢渡高遠線 住居等 
G 伊那市美篶 10856 地先 市道ナイスロード 住居等 

  

番号 予測地点 保全対象 

A 村道 12 号線沿道 宮田村 5284-3 地先 住居等 

B 一般県道栗林宮田停車場線沿道 宮田村 5610-1 地先 住居等 
C 村道 16 号線沿道 宮田村 6747-5 地先 住居等 
D 一般県道車屋大久保線沿道 伊那市東春近 4838 地先 住居等 

E 主要地方道伊那生田飯田線沿道 伊那市東春近 8290 地先 住居等 
F 一般県道沢渡高遠線沿道 伊那市東春近 7637-8 地先 住居等 
G 市道ナイスロード沿道 伊那市美篶 10856 地先 住居等 

  

P12.1-102 

第12章12.1 

図12.1.5-2 

【図の凡例】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【図の凡例】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.1-103 

第12章12.1 

表12.1.5-3 

(1) 

図 12.1.5-3（1）予測断面図（A.宮田村

5284-3 地先・村道 12 号線） 

図 12.1.5-3（1）予測断面図（A.村道 12

号線沿道（宮田村 5284-3 地先）） 
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表 16.1-1（9）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-103 

第12章12.1 

表12.1.5-3 

(2) 

図 12.1.5-3（2）予測断面図（C.宮田村

5610-1 地先・一般県道栗林宮田停車場

線） 

図 12.1.5-3（2）予測断面図（C.一般県

道栗林宮田停車場線沿道（宮田村 5610-1

地先）） 

P12.1-103 

第12章12.1 

表12.1.5-3 

(3) 

図 12.1.5-3（3）予測断面図（D.宮田村

6747－5地先・村道 16 号線） 

図 12.1.5-3（3）予測断面図（D.村道 16

号線沿道（宮田村 6747-5 地先）） 

P12.1-104 

第12章12.1 

表12.1.5-3 

(4) 

図 12.1.5-3（4）予測断面図（E.伊那市

東春近 4838 地先・一般県道車屋大久保

線） 

図 12.1.5-3（4）予測断面図（E.一般県

道車屋大久保線沿道（伊那市東春近 4838

地先）） 

P12.1-104 

第12章12.1 

表12.1.5-3 

(5) 

図 12.1.5-3（5）予測断面図（F.伊那市

東春近 8290 地先・主要地方道伊那生田

飯田線） 

図 12.1.5-3（5）予測断面図（F.主要地

方道伊那生田飯田線沿道（伊那市東春近

8290 地先）） 

P12.1-104 

第12章12.1 

表12.1.5-3 

(6) 

図 12.1.5-3（6）予測断面図（G.伊那市

東春近 7637-8 地先・一般県道沢渡高遠

線） 

図 12.1.5-3（6）予測断面図（G.一般県

道沢渡高遠線沿道（伊那市東春近 7637-8

地先）） 

P12.1-105 

第12章12.1 

表12.1.5-3 

(7) 

図 12.1.5-3（7）予測断面図（H.伊那市

美篶 10856 地先・市道ナイスロード） 

図 12.1.5-3（7）予測断面図（H.市道ナ

イスロード沿道（伊那市美篶 10856 地

先）） 

P12.1-108 

第12章12.1 

図12.1.5-4 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
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表 16.1-1（10）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-109 

第12章12.1 

表12.1.5-5 

(1) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

 【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

P12.1-110 

第12章12.1 

表12.1.5-5 

(2) 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

寄与率（％） 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 
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表 16.1-1（11）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-114 

第12章12.1 

表12.1.5-9 

(1) 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

 【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

目標との整合が図られている。 

P12.1-114 

第12章12.1 

表12.1.5-9 

(2) 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

 【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 
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表 16.1-1（12）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-115 

第12章12.1 

表12.1.5-9 

(3) 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

 【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

目標との整合が図られている。 

P12.1-115 

第12章12.1 

表12.1.5-9 

(4) 

【予測地点】 

宮田村 5284-3 地先 

宮田村 5610-1 地先 

宮田村 6747-5 地先 

伊那市東春近 4838 地先 

伊那市東春近 8290 地先 

伊那市東春近 7637-8 地先 

伊那市美篶 10856 地先 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

 【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 
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表 16.1-1（13）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-4 

第12章12.2 

図12.2.1-1 

【図の凡例】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【図の凡例】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.2-5 

第12章12.2 

表12.2.1-3 

(2) 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
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表 16.1-1（14）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-6 

第12章12.2 

表12.2.1-4 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.2-8 

第12章12.2 

表12.2.1-5 

(2) 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.2-18 

第12章12.2 

表12.2.1-10 

【表内】 

既存道路 

【表内】 

予測に当たって影響を考慮した既存道

路 

P12.2-20 

第12章12.2 

図12.2.1-8 

(1) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 
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表 16.1-1（15）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-21 

第12章12.2 

図12.2.1-8 

(2) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

P12.2-22 

第12章12.2 

図12.2.1-8 

(3) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

P12.2-23 

第12章12.2 

図12.2.1-8 

(4) 

－ 【図の修正】 

凡例の修正 

P12.2-24 

第12章12.2 

図12.2.1-8 

(5) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

P12.2-25 

第12章12.2 

図12.2.1-8 

(6) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

P12.2-36 

第12章12.2 

図12.2.1-9 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

P12.2-39 

第12章12.2 

表12.2.1-19 

(1) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.2-40 

第12章12.2 

表12.2.1-19 

(2) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.2-41 

第12章12.2 

表12.2.1-20 

(1) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 
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表 16.1-1（16）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-42 

第12章12.2 

表12.2.1-20 

(2) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.2-52 

第12章12.2 

【4 行目】 

設定した予測対象ユニットを表

12.2.2-5 に示す。 

【4～5行目】 

設定した予測対象ユニットを表

12.2.2-5(1)に、種別毎の主な作業内容

と使用する主な建設機械及び工事用車

両を表 12.2.2-5(2)に示す。 

P12.2-52 

第12章12.2 

表12.2.2-5 

(2) 

（記載なし） 表 12.2.2-5(2)使用する主な建設機械及

び工事用車両 

 
工事区分 主な作業内容（種別） 主な建設機械及び工事用車両 

土工 
盛土工 ブルドーザ、タイヤローラ、ダンプトラック 

掘削工 バックホウ、クレーン、ダンプトラック 

  

P12.2-56 

第12章12.2 

表12.2.2-11 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.2-58 

第12章12.2 

図12.2.3-1 

【図の凡例】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【図の凡例】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
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表 16.1-1（17）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-63 

第12章12.2 

図12.2.3-3 

【図の凡例】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【図の凡例】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.2-64 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

(1) 

図 12.2.3-4（1）予測断面図（A.宮田村

5284-3 地先・村道 12 号線） 

図 12.2.3-4（1）予測断面図（A.村道 12

号線沿道（宮田村 5284-3 地先）） 

P12.2-64 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

(2) 

図 12.2.3-4（2）予測断面図（B.宮田村

6249-1 地先・一般国道 153 号） 

図 12.2.3-4（2）予測断面図（B.一般国

道 153 号沿道（宮田村 6249-1 地先）） 

P12.2-64 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

(3) 

図 12.2.3-4（3）予測断面図（C.宮田村

5610-1 地先・一般県道栗林宮田停車場

線） 

図 12.2.3-4（3）予測断面図（C.一般県

道栗林宮田停車場線沿道（宮田村 5610-1

地先）） 

P12.2-65 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

(4) 

図 12.2.3-4（4）予測断面図（D.宮田村

6747－5地先・村道 16 号線） 

図 12.2.3-4（4）予測断面図（D.村道 16

号線沿道（宮田村 6747-5 地先）） 

P12.2-65 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

(5) 

図 12.2.3-4（5）予測断面図（E.伊那市

東春近 4838 地先・一般県道車屋大久保

線） 

図 12.2.3-4（5）予測断面図（E.一般県

道車屋大久保線沿道（伊那市東春近 4838

地先）） 

P12.2-65 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

(6) 

図 12.2.3-4（6）予測断面図（F.伊那市

東春近 8290 地先・主要地方道伊那生田

飯田線） 

図 12.2.3-4（6）予測断面図（F.主要地

方道伊那生田飯田線沿道（伊那市東春近

8290 地先）） 
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表 16.1-1（18）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-66 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

(7) 

図 12.2.3-4（7）予測断面図（G.伊那市

東春近 7637-8 地先・一般県道沢渡高遠

線） 

図 12.2.3-4（7）予測断面図（G.一般県

道沢渡高遠線沿道（伊那市東春近 7637-8

地先）） 

P12.2-66 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

(8) 

図 12.2.3-4（8）予測断面図（H.伊那市

美篶 10856 地先・市道ナイスロード） 

図 12.2.3-4（8）予測断面図（H.市道ナ

イスロード沿道（伊那市美篶 10856 地

先）） 

P12.2-67 

第12章12.2 

表12.2.3-3 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.2-68 

第12章12.2 

表12.2.3-4 

【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

ΔL※ 

 【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：ΔLは工事用車両による騒音レベル

の増分を示す。 
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表 16.1-1（19）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-71 

第12章12.2 

表12.2.3-8 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.3-1 

第12章12.3 

表12.3.1-1 

調査項目 調査手法 測定高さ 

振動の状況 

振動レベルの 80%

レンジの上端値

（L10） 

「振動規制法施行規

則」（昭和 51 年総理

府令第 58 号）に規定

される方法 

JIS Z 8735「振動レベ

ルの測定方法」 
地表面 

地盤の状況 

（地盤種別、地

盤卓越振動数） 
地盤卓越振動数 道路環境整備マニュアルに準拠した方法 地表面 

  
【図の注釈】 

（記載なし） 

調査項目 調査手法 測定高さ 

振動の状況 

振動レベルの 80%

レンジの上端値

（L10） 

「振動規制法施行規

則」（昭和 51 年総理

府令第 58 号）に規定

される方法 

JIS Z 8735「振動レベ

ルの測定方法」 
地表面 

地盤の状況 

（地盤種別、地

盤卓越振動数） 
地盤卓越振動数 道路環境整備マニュアルに準拠した方法※ 地表面 

  
【図の注釈】 

※：「道路環境整備マニュアル」（平成

元年 1月 （社）日本道路協会） 

P12.3-3 

第12章12.3 

図12.3.1-1 

【図の凡例】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【図の凡例】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
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表 16.1-1（20）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.3-4 

第12章12.3 

表12.3.1-3 

(2) 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.3-5 

第12章12.3 

表12.3.1-4 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.3-14 

第12章12.3 

表12.3.1-10 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.3-21 

第12章12.3 

【2～3行目】 

設定した予測対象ユニットを表

12.3.2-4 に示す。 

【2～4行目】 

設定した予測対象ユニットを表

12.3.2-4(1)に、種別毎の主な作業内容

と使用する主な建設機械及び工事用車

両を表 12.3.2-4(2)に示す。 
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表 16.1-1（21）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.3-21 

第12章12.3 

表12.3.2-4 

(2) 

（記載なし） 表 12.3.2-4（2）使用する主な建設機械

及び工事用車両 

 
工事区分 主な作業内容（種別） 主な建設機械及び工事用車両 

土工 
盛土工 ブルドーザ、タイヤローラ、ダンプトラック 

掘削工 バックホウ、クレーン、ダンプトラック 

  

P12.3-26 

第12章12.3 

表12.3.2-11 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.3-29 

第12章12.3 

図12.3.3-1 

【図の凡例】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線沿道 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【図の凡例】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

P12.3-35 

第12章12.3 

図12.3.3-4 

(1) 

図 12.3.3-4（1）予測断面図（A.宮田村

5284-3 地先・村道 12 号線） 

図 12.3.3-4（1）予測断面図（A.村道 12

号線沿道（宮田村 5284-3 地先）） 

P12.3-35 

第12章12.3 

図12.3.3-4 

(2) 

図 12.3.3-4（2）予測断面図（B. 宮田村

6249-1 地先・一般国道 153 号） 

図 12.3.3-4（2）予測断面図（B.一般国

道 153 号沿道（宮田村 6249-1 地先）） 

P12.3-35 

第12章12.3 

図12.3.3-4 

(3) 

図 12.3.3-4（2）予測断面図（C.宮田村

5610-1 地先・一般県道栗林宮田停車場

線） 

図 12.3.3-4（3）予測断面図（C.一般県

道栗林宮田停車場線沿道（宮田村 5610-1

地先）） 

P12.3-36 

第12章12.3 

図12.3.3-4 

(4) 

図 12.3.3-4（3）予測断面図（D.宮田村

6747－5地先・村道 16 号線） 

図 12.3.3-4（4）予測断面図（D.村道 16

号線沿道（宮田村 6747-5 地先）） 
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表 16.1-1（22）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.3-36 

第12章12.3 

図12.3.3-4 

(5) 

図 12.3.3-4（4）予測断面図（E.伊那市

東春近 4838 地先・一般県道車屋大久保

線） 

図 12.3.3-4（5）予測断面図（E.一般県

道車屋大久保線沿道（伊那市東春近 4838

地先）） 

P12.3-36 

第12章12.3 

図12.3.3-4 

(6) 

図 12.3.3-4（5）予測断面図（F.伊那市

東春近 8290 地先・主要地方道伊那生田

飯田線） 

図 12.3.3-4（6）予測断面図（F.主要地

方道伊那生田飯田線沿道（伊那市東春近

8290 地先）） 

P12.3-37 

第12章12.3 

図12.3.3-4 

(7) 

図 12.3.3-4（6）予測断面図（G.伊那市

東春近 7637-8 地先・一般県道沢渡高遠

線） 

図 12.3.3-4（7）予測断面図（G.一般県

道沢渡高遠線沿道（伊那市東春近 7637-8

地先）） 

P12.3-37 

第12章12.3 

図12.3.3-4 

(8) 

図 12.3.3-4（7）予測断面図（H.伊那市

美篶 10856 地先・市道ナイスロード） 

図 12.3.3-4（8）予測断面図（H.市道ナ

イスロード沿道（伊那市美篶 10856 地

先）） 

P12.3-38 

第12章12.3 

表12.3.3-4 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

 【列の追加】 

（記載なし） 

【列の追加】 

ΔL※ 

 【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：ΔLは工事用車両による振動レベル

の増分を示す。 
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表 16.1-1（23）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.3-41 

第12章12.3 

表12.3.3-8 

【予測地点】 

村道 12号線沿道 

一般国道 153 号沿道 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

村道 16号線沿道 

一般県道車屋大久保線 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

一般県道沢渡高遠線沿道 

市道ナイスロード沿道 

【予測地点】 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

 【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

P12.4-10 

第12章12.4 

表12.4.1-9 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

目標との整合が図られている。 

P12.6-20 

第12章12.6 

（記載なし） 【2～3行目】 

なお、道路（地表式又は掘削式）の存在

及び切土工等又は既存の工作物の除去

に係る影響を受けるおそれがある計画

路線の周囲に、大規模な民間取水施設は

存在しない。 
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表 16.1-1（24）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.6-25 

第12章12.6 

地下水位の状況は、表 12.6.2-4

（P12.6-21）に示すとおりである。地下

水位の状況より、地下水は No.2（仮称）

宮田村大久保つつじが丘崖線付近②、

No.3（仮称）宮田村大久保つつじが丘崖

線付近③及び No.4（仮称）宮田村中越崖

線付近から No.1（仮称）宮田村大久保つ

つじが丘崖線付近①に、No.8 伊那街道交

差部付近②及び No.9 伊那街道交差部付

近③から No.7 伊那街道交差部付近①の

方向に流れていると推測される。なお、

No.5 大沢川渡河部付近①及び No.6 大沢

川渡河部付近②の流向は、調査地点数の

関係上、推測できなかった。地下水の流

向を図 12.6.2-3（P12.6-26）に示す。 

地下水位の状況は、表 12.6.1-14

（P12.6-21）に示すとおりである。地下

水位の状況より、地下水は No.2（仮称）

宮田村大久保つつじが丘崖線付近②及

び No.4（仮称）宮田村中越崖線付近④に

対して No.1（仮称）宮田村大久保つつじ

が丘崖線付近①の水位が低く、No.8 伊那

街道交差部付近②及び No.9 伊那街道交

差部付近③に対して No.7 伊那街道交差

部付近①の水位が低い状況であった。な

お、No.5 大沢川渡河部付近①と No.6 大

沢川渡河部付近②の 2点では、No.6 大沢

川渡河部付近②の水位が低い状況であ

った。これらの水位より、（仮称）宮田

村大久保つつじが丘崖線付近では東南

方向に、伊那街道交差部付近では北西方

向に地下水が流れていると推測される。

地下水の状況を図 12.6.2-3（P12.6-26）

に示す。 

P12.6-26 

第12章12.6 

（記載なし） 【図の修正】 

地下水位（標高）の等高線の追加 

推定流向の追加 



16-25 
 

 

表 16.1-1（25）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.6-34 

第12章12.6 

(1)回避又は低減に係る評価 

計画路線は、道路の計画段階において、

改変量を極力抑えた計画としており、地

下水への影響に配慮し、環境負荷の回

避・低減を図っている。また、環境保全

措置として「通水工対策の実施」及び「工

事に伴う改変区域をできる限り小さく

する」を実施し、環境負荷の回避・低減

を図っている。なお、環境保全措置の内

容をより詳細なものにするため、詳細な

工事計画策定後、関係機関及び専門家等

の意見指導を得ながら、必要に応じて環

境影響評価法に基づく事後調査を実施

する。また、予測し得ない影響が生じた

場合は、別途対策を講ずるものとする。

このことから、環境影響は事業者の実行

可能な範囲でできる限り回避又は低減

されているものと評価する。 

(1)回避又は低減に係る評価 

計画路線は、路線選定段階で地下水に影

響を与える可能性がある切土及びトン

ネル区間を抑制し、事業全体として影響

低減に努めることによる改変量を極力

抑えた計画としており、地下水への影響

に配慮し、環境負荷の回避・低減を図っ

ている。また、切土及びトンネル区間で

は、環境保全措置として「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」を実施し、環境負荷の

回避・低減を図っている。なお、環境保

全措置の内容をより詳細なものにする

ため、詳細な工事計画策定後、関係機関

及び専門家等の意見指導を得ながら、必

要に応じて環境影響評価法に基づく事

後調査を実施する。 
なお、都市計画対象道路事業実施区域周

辺の個別の井戸等については、工事着手

以前に井戸分布等の詳細な調査を、工事

中及び工事終了段階で影響の有無の確

認を行う。各段階において影響が認めら

れる場合は、必要に応じて適切な対策を

講じる。また、トンネル部及び切土箇所

の掘削工事による地下水の低下等の影

響が懸念される箇所において、設計段階

で構造物設置位置でのボーリング調査

を実施するなど、詳細なデータ収集を行

い、それを利用した検討を行うことで、

確実に対策を実施する。このことから、

環境影響は事業者の実行可能な範囲で

できる限り回避又は低減されるものと

評価する。 

P12.8-12 

第12章12.8 

表12.8.1-8 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

目標との整合が図られている。 
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表 16.1-1（26）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-67 

第12章12.9 

表12.9.1-29 

(10) 

ハチクマ  

一般生態 

丘陵地から山地にかけての森林に生息する。秋には東南アジアに渡って越

冬し、春に営巣地に飛来し繁殖を行う。主にスズメバチやアシナガバチ等の

ハチ類の幼虫や蛹を捕食し、雛にはハチの巣を運んで与える。アカマツやカ

ラマツ、広葉樹等の樹上に営巣し、6月頃に産卵、28～35日程度で孵化、35

～45 日程度で巣立し、秋の渡りの時期までに独立ちする。 

確認状況 現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：－ 

：2 箇所 

：6 箇所 

【猛禽類調査】 

・天竜川両岸の山地及び山麓の樹林地を中心に確認例が集中し、平成 27

年が 215 例を、平成 28 年が 242 例を記録し、2 年間の調査期間中に 5

組のつがいで繁殖に係る行動を確認した。 

・確認つがいの営巣中心は、3 組が計画路線区域から約 1.5km以遠で、2

組が約 0.7km以内であり、最も近い組が約 0.5kmで、最も離れている組

が約 2.7kmである。計画路線区域及び計画路線区域周辺に営巣中心域は

存在しない。 

・計画路線区域の上空を横切る個体が 21 例（平成 27 年：1 例、平成 28

年：20例）確認されており、計画路線区域周辺の上空を飛翔する個体の

確認例はその 1.2 倍程度以上であった。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：－ 

：樹林地 

：樹林地、農耕地、中規模河川 

【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。工事施工

ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用するこ

とにより、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為的

な撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとんど

生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は保全されると予測

する。確認つがいの営巣中心は計画路線区域から約 550m 以上離れている。

工事に際しては低騒音型･低振動型の建設機械を使用し、騒音･振動の発生の

低減に努めることから、当該種の繁殖等へ影響はほとんど生じないと考え

る。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。事業によ

り行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及び中

規模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様な環

境が広く広大に残り、確認つがいの営巣中心は計画路線区域から約 550m 以

上離れ、営巣中心域の生息環境の直接改変はないことから、生息地の環境条

件（営巣･成育･採餌に係る条件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生

息環境への間接的な影響（質的変化）はほとんど生じないと考える。よって、

本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

  

ハチクマ  

一般生態 

丘陵地から山地にかけての森林に生息する。秋には東南アジアに渡って越

冬し、春に営巣地に飛来し繁殖を行う。主にスズメバチやアシナガバチ等の

ハチ類の幼虫や蛹を捕食し、雛にはハチの巣を運んで与える。アカマツやカ

ラマツ、広葉樹等の樹上に営巣し、6月頃に産卵、28～35 日程度で孵化、35

～45日程度で巣立し、秋の渡りの時期までに独立ちする。 

確認状況 現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：－ 

：2箇所 

：6箇所 

【猛禽類調査】 

・天竜川両岸の山地及び山麓の樹林地を中心に確認例が集中し、平成 27

年は 215 例を、平成 28 年は 242 例を記録し、2 年間の調査期間中に 5

組のつがいで繁殖に係る行動を確認した。 

・確認つがいの営巣中心は、3 組が計画路線区域から約 1.5km以遠で、2

組が約 0.7km以内であり、最も近い組が約 0.5kmで、最も離れている組

が約 2.7kmである。計画路線区域及び計画路線区域周辺に飛翔は確認さ

れているものの営巣中心は存在せず、計画路線区域及びその周囲で繁殖

の指標行動（巣材運び、餌運び、ディスプレイ、幼鳥など）も確認され

ていない。 

・計画路線区域の上空を横切る個体が 21 例（平成 27 年：1 例、平成 28

年：20 例）確認されており、計画路線区域周辺の上空を飛翔する個体の

確認例はその 1.2倍程度以上であった。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：－ 

：樹林地 

：樹林地、農耕地、中規模河川 

【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。工事施

工ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用する

ことにより、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為

的な撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとん

ど生じないと考える。確認つがいの営巣中心は計画路線区域から約 550m 以

上離れている。工事に際しては低騒音型･低振動型の建設機械を使用し、騒

音･振動の発生の低減に努めることから、当該種の繁殖等へ影響はほとんど

生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予

測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。事業に

より行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及び

中規模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様な

環境が広く広大に残り、確認つがいの営巣中心は計画路線区域から約 550m

以上離れ、営巣中心域の生息環境の直接改変はないことから、生息地の環境

条件（営巣･成育･採餌に係る条件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う

生息環境への間接的な影響（質的変化）はほとんど生じないと考える。よっ

て、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

  

P12.9-69 

第12章12.9 

表12.9.1-29 

(12) 

ハイタカ  

一般生態 

低山～亜高山帯の森林に生息し、冬季に少数が暖地に移動する。餌は鳥類、

昆虫、小型哺乳類などで、林内や林縁の農耕地や草地で狩りを行う。主に針

葉樹の葉が密生した枝上に営巣し、5月頃に産卵を行う。 

確認状況 現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：3 箇所 

：5 箇所 

：3 箇所 
【猛禽類調査】 

・天竜川左岸の山地及びその周辺に確認例が集中し、平成 27年が 18例を、

平成 28 年が 25 例を記録した。 

・計画路線区域を位置する丘陵地及びその周辺の地域で飛翔が集中するよ

うな確認場所はなく、繁殖行動を示す個体は確認されていない。この地

域を餌場として利用していると推測される。 

・計画路線区域の上空を横切る個体が 3例（平成 27 年：1例、平成 28 年：

2 例）、計画路線区域周辺の上空を飛翔する個体が 11 例（平成 27年：4

例、平成 28年：16例）確認されている。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：樹林地、農耕地 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地、農耕地、大規模河川 
【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は、行動圏がやや広く、樹林地を中心に多様な自然環境を利用するこ

とから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規模

河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。工事施工ヤ

ードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用すること

により、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為的な

撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとんど生

じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測

する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は、行動圏がやや広く、樹林地を中心に多様な自然環境を利用するこ

とから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規模

河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。事業により

行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及び中規

模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様な環境

が広く広大に残ることから、生息地の環境条件（営巣･成育･採餌に係る条件）

の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影響（質的変

化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、

保全されると予測する。 

  

ハイタカ  

一般生態 

低山～亜高山帯の森林に生息し、冬季に少数が暖地に移動する。餌は鳥類、

昆虫、小型哺乳類などで、林内や林縁の農耕地や草地で狩りを行う。主に針

葉樹の葉が密生した枝上に営巣し、5月頃に産卵を行う。 

確認状況 現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：3箇所 

：5箇所 

：3箇所 
【猛禽類調査】 

・天竜川左岸の山地及びその周辺に確認例が集中し、平成 27 年は 18 例を、

平成 28年は 25例を記録した。 

・計画路線区域を位置する丘陵地及びその周辺の地域で飛翔が集中するよ

うな確認場所はなく、繁殖の指標行動（巣材運び、餌運び、ディスプレ

イ、幼鳥など）を示す個体も確認されていない。この地域を餌場として

利用していると推測される。 

・計画路線区域の上空を横切る個体が 3例（平成 27年：1例、平成 28年：

2 例）、計画路線区域周辺の上空を飛翔する個体が 11 例（平成 27 年：4

例、平成 28年：16 例）確認されている。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：樹林地、農耕地 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地、農耕地、大規模河川 
【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は、行動圏がやや広く、樹林地を中心に多様な自然環境を利用するこ

とから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規模

河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。工事施工

ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用するこ

とにより、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為的

な撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとんど

生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予

測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は、行動圏がやや広く、樹林地を中心に多様な自然環境を利用するこ

とから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規模

河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。事業によ

り行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及び中

規模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様な環

境が広く広大に残ることから、生息地の環境条件（営巣･成育･採餌に係る条

件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影響（質

的変化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境

は、保全されると予測する。 
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表 16.1-1（27）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-70 

第12章12.9 

表12.9.1-29 

(13) 

オオタカ  

一般生態 

平地から山岳地帯にかけての森林に生息する。餌は小型～中型の鳥類や小

型哺乳類などを捕食し、見通しのよい林縁の木の枝や鉄塔などに留まり、捕

食動物を待ち伏せする。スギ、アカマツ、モミなどの常緑針葉樹林に多く営

巣するほか、コナラ、クヌギなどの落葉広葉樹にも営巣する。5～6 月にか

けて産卵、約 37日で孵化、約 40 日で巣立ちし、巣立ち後 1ヶ月程度で分散

を始める。 

確認状況 現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：4 箇所 

：4 箇所 

：4 箇所 
【猛禽類調査】 

・天竜川両岸の山地及び山麓の樹林地を中心に確認例が集中し、平成 27

年が 73 例を、平成 28年が 66例を記録し、2 年間の調査期間中に 5 組の

つがいで繁殖に係る行動を確認した。 

・確認つがいの営巣中心は、4 組が計画路線区域から約 1.5km以遠で、1

組が約 0.8～1.1kmであり、最も離れている組が約 2.8kmである。計画路

線区域及び計画路線区域周辺に営巣中心域は存在しない。 

・計画路線区域の上空を横切る個体が 7例（平成 27 年：4例、平成 28 年：

3 例）確認されており、計画路線区域周辺の上空を飛翔する個体の確認

例はその 1.2 倍程度以上であった。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。工事施工

ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用するこ

とにより、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為的

な撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとんど

生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は保全されると予測

する。確認つがいの営巣中心は計画路線区域から約 850m 以上離れている。

工事に際しては低騒音型･低振動型の建設機械を使用し、騒音･振動の発生の

低減に努めることから、当該種の繁殖等へ影響はほとんど生じないと考え

る。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。事業によ

り行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及び中

規模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様な環

境が広く広大に残り、確認つがいの営巣中心は計画路線区域から約 850m 以

上離れ、営巣中心域の生息環境の直接改変はないことから、生息地の環境条

件（営巣･成育･採餌に係る条件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生

息環境への間接的な影響（質的変化）はほとんど生じないと考える。よって、

本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

  

オオタカ  

一般生態 

平地から山岳地帯にかけての森林に生息する。餌は小型～中型の鳥類や小

型哺乳類などを捕食し、見通しのよい林縁の木の枝や鉄塔などに留まり、捕

食動物を待ち伏せする。スギ、アカマツ、モミなどの常緑針葉樹林に多く営

巣するほか、コナラ、クヌギなどの落葉広葉樹にも営巣する。5～6 月にか

けて産卵、約 37 日で孵化、約 40日で巣立ちし、巣立ち後 1ヶ月程度で分散

を始める。 

確認状況 現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：4箇所 

：4箇所 

：4箇所 
【猛禽類調査】 

・天竜川両岸の山地及び山麓の樹林地を中心に確認例が集中し、平成 27

年は 73例を、平成 28年は 66 例を記録し、2 年間の調査期間中に 5組の

つがいで繁殖に係る行動を確認した。 

・確認つがいの営巣中心は、4 組が計画路線区域から約 1.5km以遠で、1

組が約 0.8～1.1kmであり、最も離れている組が約 2.8kmである。計画路

線区域及び計画路線区域周辺に飛翔は確認されているものの営巣中心

は存在せず、計画路線区域及びその周囲で繁殖の指標行動（巣材運び、

餌運び、ディスプレイ、幼鳥など）も確認されていない。 

・計画路線区域の上空を横切る個体が 7例（平成 27年：4例、平成 28年：

3 例）確認されており、計画路線区域周辺の上空を飛翔する個体の確認

例はその 1.2倍程度以上であった。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。工事施

工ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用する

ことにより、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為

的な撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとん

ど生じないと考える。確認つがいの営巣中心は計画路線区域から約 850m 以

上離れている。工事に際しては低騒音型･低振動型の建設機械を使用し、騒

音･振動の発生の低減に努めることから、当該種の繁殖等へ影響はほとんど

生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予

測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。事業に

より行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及び

中規模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様な

環境が広く広大に残り、確認つがいの営巣中心は計画路線区域から約 850m

以上離れ、営巣中心域の生息環境の直接改変はないことから、生息地の環境

条件（営巣･成育･採餌に係る条件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う

生息環境への間接的な影響（質的変化）はほとんど生じないと考える。よっ

て、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

  

P12.9-72 

第12章12.9 

表12.9.1-29 

(15) 

クマタカ  

一般生態 

山地の低山から亜高山帯の林に周年生息する留鳥で、大径木のある森林地

帯に生息する。餌は中型の哺乳類、鳥類、爬虫類などで、基本的には樹上で

獲物が現れるのを待ち捕獲する。広い森林内の斜面のアカマツ、モミ、スギ

や落葉広葉樹の大径木に営巣し、3月頃に産卵する。繁殖は 1年あるいは隔

年に 1回である。 

確認状況 現地調査 

【猛禽類調査】 

・計画路線区域から 1km以上離れた天竜川左岸の山地での確認例がほとん

どであり、平成 27年が 9例を、平成 28 年が 3 例を記録した。 

・計画路線区域を位置する丘陵地及びその周辺の地域で繁殖行動を示す個

体は確認されていない。 

・平成 28 年に天竜川左岸の山地から計画路線区域の上空を横切り左岸の

山地方向に飛翔する個体が 1例確認されている。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。工事施工

ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用するこ

とにより、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為的

な撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとんど

生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予

測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は、行動圏がやや広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用

することから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、

大規模河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。事業

により行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及

び中規模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様

な環境が広く広大に残ることから、生息地の環境条件（営巣･成育･採餌に係

る条件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影響

（質的変化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息

環境は、保全されると予測する。 

  

クマタカ  

一般生態 

山地の低山から亜高山帯の林に周年生息する留鳥で、大径木のある森林地

帯に生息する。餌は中型の哺乳類、鳥類、爬虫類などで、基本的には樹上で

獲物が現れるのを待ち捕獲する。広い森林内の斜面のアカマツ、モミ、スギ

や落葉広葉樹の大径木に営巣し、3 月頃に産卵する。繁殖は 1 年あるいは隔

年に 1回である。 

確認状況 現地調査 

【猛禽類調査】 

・計画路線区域から 1km以上離れた天竜川左岸の山地での確認例がほとん

どであり、平成 27年は 9 例を、平成 28年は 3例を記録した。 

・計画路線区域を位置する丘陵地及びその周辺の地域で飛翔が集中するよ

うな確認場所はなく、繁殖の指標行動（巣材運び、餌運び、ディスプレ

イ、幼鳥など）を示す個体も確認されていない。 

・平成 28 年に天竜川左岸の山地から計画路線区域の上空を横切り左岸の

山地方向に飛翔する個体が 1例確認されている。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は、行動圏が広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用する

ことから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規

模河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。工事施

工ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用する

ことにより、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為

的な撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとん

ど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると

予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は、行動圏がやや広く、山地の樹林地を中心に多様な自然環境を利用

することから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、

大規模河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。事

業により行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川

及び中規模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同

様な環境が広く広大に残ることから、生息地の環境条件（営巣･成育･採餌に

係る条件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影

響（質的変化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な生

息環境は、保全されると予測する。 
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表 16.1-1（28）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-75 

第12章12.9 

表12.9.1-29 

(18) 

ハヤブサ  

一般生態 

多くの個体は留鳥として繁殖するが、一部は暖地の海岸や平野部に移動す

る個体もいる。海岸や海岸に近い山の断崖や急斜面、広大な水面のある地域

や広い草原、原野等を生活域とし、獲物の大半はヒヨドリ級の中型鳥類で、

稀に地上でネズミやウサギを捕らえる。営巣地は海岸や海岸に近い山地の断

崖の岩棚で、繁殖に適した岩棚が無い場合は、岩礁の頂上や岬先端部の草地

や砂地の上に産卵する例もある。 

確認状況 現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：3 箇所 

：5 箇所 

：1 箇所 
【猛禽類調査】 

・天竜川左岸の山地及びその周辺に確認例が集中し、平成 27年が 10例を、

平成 28 年が 28 例を記録した。 

・当該地域で繁殖は確認されていないが、計画路線区域を位置する丘陵地

及びその周辺の地域で若鳥が確認されている。 

・計画路線区域及び計画路線区域周辺に営巣中心域は存在しないが、狩場

のとまり場として利用されている場所が、計画路線区域から約 300m程度

離れた場所で確認されている。 

・計画路線区域の上空を横切る個体が 6例（平成 28 年：6 例）、計画路線

区域周辺の上空を飛翔する個体が 18例（平成 27 年：6例、平成 28 年：

12例）確認されている。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地 
【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は行動圏が広く、河川や農耕地を中心に多様な自然環境を利用するこ

とから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規模

河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。工事施工ヤ

ードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用すること

により、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為的な

撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとんど生

じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は保全されると予測す

る。狩場のとまり場として利用されている場所が計画路線区域から約 300m

程度の所にあり、繁殖実施時に営巣中心になるおそれがある。しかし、工事

に際しては低騒音型･低振動型の建設機械を使用し、騒音･振動の発生の低減

に努めることから、当該種の繁殖等へ影響はほとんど生じないと考える。よ

って、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

影

響

予

測 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は行動圏が広く、河川や農耕地を中心に多様な自然環境を利用するこ

とから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規模

河川、中規模河川などの自然環境ある場所を利用すると考える。事業により

行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及び中規

模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様な環境

が広く広大に残り、繁殖実施時に営巣中心になるおそれがある場所は計画路

線区域から約 300m 程度離れ、この場所を営巣中心した場合、営巣中心域の

生息環境の直接改変はないことから、生息地の環境条件（営巣･成育･採餌に

係る条件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影

響（質的変化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な生

息環境は、保全されると予測する。 

  

ハヤブサ  

一般生態 

多くの個体は留鳥として繁殖するが、一部は暖地の海岸や平野部に移動す

る個体もいる。海岸や海岸に近い山の断崖や急斜面、広大な水面のある地域

や広い草原、原野等を生活域とし、獲物の大半はヒヨドリ級の中型鳥類で、

稀に地上でネズミやウサギを捕らえる。営巣地は海岸や海岸に近い山地の断

崖の岩棚で、繁殖に適した岩棚が無い場合は、岩礁の頂上や岬先端部の草地

や砂地の上に産卵する例もある。 

確認状況 現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：3箇所 

：5箇所 

：1箇所 
【猛禽類調査】 

・天竜川左岸の山地及びその周辺に確認例が集中し、平成 27 年は 10 例を、

平成 28年は 28例を記録した。 

・当該地域で繁殖は確認されていないが、計画路線区域を位置する丘陵地

及びその周辺の地域で若鳥が確認されている。 

・計画路線区域及び計画路線区域周辺に飛翔は確認されているものの営巣

中心は存在せず、計画路線区域及びその周囲で繁殖の指標行動（巣材運

び、餌運び、ディスプレイ、幼鳥など）も確認されていないが、狩場の

とまり場として利用されている場所が、計画路線区域から約 300m程度離

れた場所で確認されている。 

・計画路線区域の上空を横切る個体が 6 例（平成 28年：6 例）、計画路線

区域周辺の上空を飛翔する個体が 18 例（平成 27年：6 例、平成 28年：

12 例）確認されている。 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

【一般鳥類調査】 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地、農耕地、大規模河川 

：樹林地 
【猛禽類調査】 

・樹林地、農耕地、大規模河川、中規模河川 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置並びに建

設機械の稼

働 

本種は行動圏が広く、河川や農耕地を中心に多様な自然環境を利用するこ

とから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規模

河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。工事施工

ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用するこ

とにより、改変面積を最小限に抑え、生息環境が広く残ることから、人為的

な撹乱による生息環境（営巣･成育･採餌に係る環境）の質的変化はほとんど

生じないと考える。狩場のとまり場として利用されている場所が計画路線区

域から約 300m 程度の所にあり、繁殖実施時に営巣中心になるおそれがある。

しかし、工事に際しては低騒音型･低振動型の建設機械を使用し、騒音･振動

の発生の低減に努めることから、当該種の繁殖等へ影響はほとんど生じない

と考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

本種は行動圏が広く、河川や農耕地を中心に多様な自然環境を利用するこ

とから、計画路線区域を含め、予測地域で見られる樹林地、農耕地、大規模

河川、中規模河川などの自然環境がある場所を利用すると考える。事業によ

り行動圏に含まれる主な生息環境である樹林地、農耕地、大規模河川及び中

規模河川の一部が消失･縮小する。しかし、計画路線区域の周辺に同様な環

境が広く広大に残り、繁殖実施時に営巣中心になるおそれがある場所は計画

路線区域から約 300m 程度離れ、この場所を営巣中心した場合、営巣中心域

の生息環境の直接改変はないことから、生息地の環境条件（営巣･成育･採餌

に係る条件）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生息環境への間接的な

影響（質的変化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な

生息環境は、保全されると予測する。 

  

P12.9-150 

第12章12.9 

 

（記載なし） 【11～14 行目】 

(1)事後調査の必要性 

なお、ナゴヤダルマガエル、クロツバメ

シジミ、ミヤマシジミ及びオオムラサキ

については、地元保護団体や研究機関に

よる研究対象等により、地域で注目され

ている種であることから、必要に応じて

工事中及び供用後に専門家の意見を聞

きながら別途調査を行うものとする。 

P12.11-6 

第12章12.11 

表12.11.1-3 

【表の修正】 

（両生・爬虫類／農耕地） 

（記載なし） 

 

（昆虫類／河川（疎林・草地）） 

（記載なし） 

 

（主要な植生／河川） 

（記載なし） 

【表の修正】 

（両生・爬虫類／農耕地） 

ナゴヤダルマガエルの追加 

 

（昆虫類／河川（疎林・草地）） 

クロツバメシジミ東日本亜種の追加 

 

（主要な植生／河川） 

ツメレンゲの追加 
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表 16.1-1（29）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.11-6 

第12章12.11 

図12.11.1-2 

【図の修正】 

（両生類／農耕地） 

ニホンアマガエル、ツチガエル、トノサ

マガエル、シュレーゲルアオガエル 

【図の修正】 

（両生類／農耕地） 

ニホンアマガエル、ツチガエル、ナゴヤ

ダルマガエル、トノサマガエル、シュレ

ーゲルアオガエル 

 【図の修正】 

（昆虫類／河川（疎林・草地）） 

トンボ類、イチモンジセセリ 

【図の修正】 

（昆虫類／河川（疎林・草地）） 

トンボ類、イチモンジセセリ、クロツバ

メシジミ東日本亜種 

 【図の修正】 

（河川敷の植物／河川（疎林・草地）） 

ハリエンジュ林、ヤナギ林、メドハギ、

ススキ、エノコログサ 

【図の修正】 

（河川敷の植物／河川（疎林・草地）） 

ハリエンジュ林、ヤナギ林、メドハギ、

ツメレンゲ、ススキ、エノコログサ 

P12.12-1 

第12章12.12 

【1～3行目】 

(3) 調査地域及び調査地点 

調査地域は、都市計画対象道路事業実施

区域及びその周辺の範囲で、既存の文献

資料等により主要な眺望点が分布する

地域とした。また山地に囲まれた地形条

件から、より遠方から眺望できるため、

一部眺望点は範囲外の地点も追加して

いる。 

【1～4行目】 

(3) 調査地域及び調査地点 

調査地域は、都市計画対象道路事業実施

区域及びその周辺の範囲で、既存の文献

資料等により主要な眺望点が分布する

地域とした。また山地に囲まれた地形条

件から、より遠方から眺望できるため、

一部眺望点は範囲外の地点も追加して

いる。なお、集落や人家等が周囲に存在

しない地域は除外した。 

P12.12-1 

第12章12.12 

表12.12.1-1 

【行の追加】 

（記載なし） 

【行の追加】 

平成 30 年 6 月 19 日(火) 

P12.12-2 

第12章12.12 

図12.12.1-1 

【図の修正】 

（記載なし） 

【図の修正】 

23 大久保発電所の追加 
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表 16.1-1（30）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.12-4 

第12章12.12 

表12.12.1-2 

(2) 

【調査結果】 
番号 名称 

計画路線 

からの距離 
眺望点の状況 所在地 

20 宮田村大久保地区 約 130ｍ 村道上の地点であり、周辺には水田

が広がる。 

宮田村 

 

【調査結果】 
番号 名称 

計画路線 

からの距離 
眺望点の状況 所在地 

20 宮田村大久保地区 約 130ｍ 宮田村景観計画における田園区域

を表す写真に示される地区で、通行

が多い県道付近である。村道上の地

点であり、周辺には水田が広がる。 

宮田村 

 

【行の追加】 

（記載なし） 

【行の追加】 
番号 名称 

計画路線 

からの距離 
眺望点の状況 所在地 

23 大久保発電所 約 250m 大久保ダムから徒歩で移動可能な

施設であり、天竜川沿いでは対岸の

宮田村大久保地区及び中央アルプ

スが眺望できる。 

駒ヶ根市 

 

 【表の注釈】 

注 3：大久保発電所、大久保ダムは地点

が近いため、大久保ダム（18）に代表さ

せた。 

【表の注釈】 

削除 

P12.12-8 

第12章12.12 

表12.12.1-3 

(2) 

【行の追加】 

（記載なし） 

【行の追加】 
番号 名称 眺望景観の状況 

視認できる 

景観資源 

23 大久保発電所 天竜川越しに中央アルプスと河岸

段丘が眺望できる。 

中央アルプス 

河岸段丘 

  

P12.12-13 

第12章12.12 

表12.12.1-5 

【行の追加】 

（記載なし） 

【行の追加】 

番号 名称 景観資源 
計画路線の 

可視・不可視 

予測 

対象 

予測 

地点 

番号 

23 大久保発電所 中央アルプス 

河岸段丘 
可視 

○ N 

  

P12.12-14 

第12章12.12 

図12.12.1-2 

【図の修正】 

(記載なし) 

 

【図の凡例】 

予測地点（No.A～M） 

【図の修正】 

N 大久保発電所の追加 

 

【図の凡例】 

予測地点（No.A～N） 

N 大久保発電所の追加 

P12.12-17 

第12章12.12 

【3～6行目】 

A 太田切川堤防上  

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は近景に位置しており、水

平見込角は133.3度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、景観資源であ

る中央アルプスや河岸段丘を分断せず、

眺望にもほとんど変化はない。 

【3～6行目】 

A 太田切川堤防上  

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は近景に位置しており、水

平見込角は133.3度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、景観資源であ

る中央アルプスや河岸段丘の眺望にほ

とんど変化はない。 
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表 16.1-1（31）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.12-19 

第12章12.12 

【3～6行目】 

B 大久保いきいき交流センター  

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は中景に位置しており、水

平見込角は 93.6 度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、景観資源であ

る中央アルプスや伊那峡、河岸段丘を分

断せず、眺望にもほとんど変化はない。 

【3～6行目】 

B 大久保いきいき交流センター  

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は中景に位置しており、水

平見込角は 93.6 度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、景観資源であ

る中央アルプスや伊那峡、河岸段丘の眺

望にほとんど変化はない。 

P12.12-21 

第12章12.12 

【5～6行目】 

C 大久保ダム  

フォトモンタージュからは、構造物は河

岸段丘を分断しないが、段丘下部に一部

重なる状況が見られる。 

【5～6行目】 

C 大久保ダム  

フォトモンタージュからは、構造物が河

岸段丘の眺望の下部で一部重なる状況

が見られる。 

P12.12-23 

第12章12.12 

【3～6行目】 

D 北の城橋 

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は中景に位置しており、水

平見込角は 55.7 度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、景観資源であ

る中央アルプスや河岸段丘を分断せず、

眺望にもほとんど変化はない。 

【3～5行目】 

D 北の城橋 

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は中景に位置しており、水

平見込角は 55.7 度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、景観資源であ

る中央アルプスや河岸段丘の眺望にほ

とんど変化はない。 

P12.12-25 

第12章12.12 

【3～6行目】 

E ふるさとの丘 

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は遠景に位置しており、水

平見込角は 16.6 度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、可視部分はご

くわずかであり、景観資源である中央ア

ルプスや河岸段丘を分断せず、眺望にも

ほとんど変化はない。 

【3～6行目】 

E ふるさとの丘 

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は遠景に位置しており、水

平見込角は 16.6 度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、可視部分はご

くわずかであり、景観資源である中央ア

ルプスや河岸段丘の眺望にほとんど変

化はない。 

P12.12-29 

第12章12.12 

【2～5行目】 

G 原新田地区水田  

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は近景に位置しており、水

平見込角は144.9度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、景観資源であ

る中央アルプスや河岸段丘を分断せず、

眺望にもほとんど変化はない。 

【2～5行目】 

G 原新田地区水田  

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は近景に位置しており、水

平見込角は144.9度と構造物は目立つ値

となっているが、フォトモンタージュに

よる結果から確認すると、景観資源であ

る中央アルプスや河岸段丘の眺望にほ

とんど変化はない。 
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表 16.1-1（32）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.12-33 

第12章12.12 

（記載なし） 【9～25 行目】 

なお、本眺望点は、三峰川堤防上に存在

する三峰川サイクリング・ジョギングロ

ード上となっている。三峰川サイクリン

グ・ジョギングロードは、計画路線と交

差する箇所において特に近接すること

から、人と自然との触れ合いの活動の場

に対する快適性の変化における風景の

変化を把握するため交差箇所付近のフ

ォトモンタージュ等を資料編（第 9章）

に示す。 

P12.12-43 

第12章12.12 

(記載なし) N 大久保発電所 

本眺望景観は、大久保発電所から西方向

に景観資源である河岸段丘、中央アルプ

スが連続する田園風景を眺望している。

計画路線のうち盛土部が眺望の中央部

分を横断する形で視野に含まれるが、可

視の程度は小さい。なお、物理指標によ

る解析結果によると、計画路線は近景に

位置しており、水平見込角は 52.4 度と

構造物は目立つ値となっているが、フォ

トモンタージュによる結果から確認す

ると、景観資源である河岸段丘や中央ア

ルプスの眺望にほとんど変化はない。ま

た、俯角は 1.1 度と俯瞰景観の中心領域

から外れており、スカイラインの切断も

生じない。このため、景観資源の眺望を

阻害しないと予測する。物理指標による

解析結果を表 12.12.1 7(14)に示す。 

  【表の追加】 

表 12.12.1-7（14）視覚に関する物理的

指標による解析結果 
指標 内容 

視距離 約 290m 

水平見込角 52.4° 

俯角 1.1° 

スカイライン切断 なし 

  

P12.12-44 

第12章12.12 

写真

12.12.1-1 

(14) 

(記載なし) 【写真の追加】 

写真 12.12.1-1（14）主要な眺望景観の

変化（N大久保発電所） 
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表 16.1-1（33）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.12-47 

第12章12.12 

(1) 回避又は低減に係る評価  

計画路線は道路の計画段階において、盛

土構造を始めとした道路構造の検討を

実施しており、景観への影響に配慮し、

環境負荷の回避・低減を図っている。ま

た、環境保全措置として、「法面等の緑

化」及び「道路付属物（照明ポール、立

入防止柵等）の形状、デザイン、色彩の

検討（近景域における影響の場合）」の

環境保全措置を実施することで、環境負

荷を低減する。このことから、環境影響

は事業者の実行可能な範囲でできる限

り回避又は低減されているものと評価

する。 

(1) 回避又は低減に係る評価  

計画路線は道路の計画段階において、盛

土構造を始めとした道路構造の検討を

実施しており、景観への影響に配慮し、

環境負荷の低減を図っている。また、環

境保全措置として、「法面等の緑化」及

び「道路付属物（照明ポール、立入防止

柵等）の形状、デザイン、色彩の検討（近

景域における影響の場合）」の環境保全

措置を実施することで、環境負荷を低減

する。このことから、環境影響は事業者

の実行可能な範囲でできる限り低減さ

れているものと評価する。 
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表 16.1-1（34）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.13-22 

第12章12.13 

表12.13.1-6 

(7) 

【利用性の変化】 

計画路線は、三峰川の渡河部において三

峰川サイクリング・ジョギングロードと

交差する。しかし、交差部においても影

響が可能な限り小さくなるよう自転車

及び人が通行できる高さを有する配慮

により、サイクリングや河川敷内におけ

る施設利用の支障が生じる場所、利用可

能な人数の変化はないと考えられる。し

たがって、道路の存在がこれらの利用に

支障が生じるおそれは低いと考えられ

る。 

【利用性の変化】 

計画路線は、三峰川の渡河部において三

峰川サイクリング・ジョギングロードと

交差する。しかし、交差部においても影

響が可能な限り小さくなるよう自転車

及び人が通行できる高さを有する配慮

や、立体交差部に照明灯を設置すること

により、サイクリングや河川敷内におけ

る施設利用の支障が生じる場所、利用可

能な人数の変化はないと考えられる。し

たがって、道路の存在がこれらの利用に

支障が生じるおそれは低いと考えられ

る。 

 【到達時間・距離の変化】 
事業による活動の場への到達経路の分

断は、原則行われない。また、事業によ

り活動の場への到達時間は基本的に変

更ないと考えられる。このため、到達時

間・距離の変化による影響が生じるおそ

れは低いと予測される。 

【到達時間・距離の変化】 

事業による活動の場への到達経路の分

断は、原則行われない。また、事業によ

る活動の場への到達時間は基本的に変

化しないと考えられる。このため、到達

時間・距離の変化による影響が生じるお

それは低いと予測される。 

 【快適性の変化】 

計画路線は、三峰川の渡河部においてサ

イクリング・ジョギングロードと交差す

る。また、計画路線は高架構造で通過す

ることから、近傍において一部風景の変

化が生じる。 

【快適性の変化】 

計画路線は、三峰川の渡河部において三

峰川サイクリング・ジョギングロードと

交差する。また、計画路線は高架及び盛

土構造で通過することから、近傍におい

て一部風景の変化が生じる。しかし、堤

防上からの眺望ではスカイラインの切

断が生じない、交差部では市道を併設す

るボックスカルバート構造となり、断面

が大きくなることから重大な圧迫感は

生じない。また、雰囲気を阻害する区間

は部分的であるため、快適性の変化は小

さいと予測される。近傍における風景を

資料編（第 9章）に示す。 

P13-2 

第13章 

表13-1 

(1) 

【予測結果】 

●二酸化窒素の予測結果（計画路線の予

測） 

予測地点 

予測値（年平均値） 

計 道路寄与 

濃度 

バックグ

ラウンド

濃度 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
東側 0.00014 0.006 0.00614 

宮田村大田切 
西側 0.00016 0.006 0.00616 

東側 0.00016 0.006 0.00616 

宮田村大久保 西側 0.00051 0.005 0.00551 

宮田村中越 西側 0.00009 0.005 0.00509 

伊那市下殿島 
西側 0.00053 0.004 0.00453 

東側 0.00040 0.004 0.00440 

伊那市原新田 
西側 0.00070 0.003 0.00370 

東側 0.00073 0.003 0.00373 

  

【予測結果】 

●二酸化窒素の予測結果（計画路線の予

測） 

予測地点 

予測値（年平均値） 

計 

寄与 

率 

（%） 
道路寄与 

濃度 

バックグ 

ラウンド 

濃度 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
東側 0.00014 0.006 0.00614 2 

宮田村大田切 
西側 0.00016 0.006 0.00616 3 

東側 0.00016 0.006 0.00616 3 

宮田村大久保 西側 0.00051 0.005 0.00551 9 

宮田村中越 西側 0.00009 0.005 0.00509 2 

伊那市下殿島 
西側 0.00053 0.004 0.00453 12 

東側 0.00040 0.004 0.00440 9 

伊那市原新田 
西側 0.00070 0.003 0.00370 19 

東側 0.00073 0.003 0.00373 20 
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表 16.1-1（35）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-2 

第13章 

表13-1 

(1) 

【予測結果】 

●浮遊粒子状物質の予測結果（計画路線

の予測） 

予測地点 

予測値（年平均値） 

計 道路寄与 

濃度 

バックグ

ラウンド

濃度 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
東側 0.00001 0.012 0.01201 

宮田村大田切 
西側 0.00001 0.012 0.01201 

東側 0.00001 0.012 0.01201 

宮田村大久保 西側 0.00003 0.011 0.01103 

宮田村中越 西側 0.00001 0.011 0.01101 

伊那市下殿島 
西側 0.00002 0.010 0.01002 

東側 0.00002 0.010 0.01002 

伊那市原新田 
西側 0.00002 0.011 0.01102 

東側 0.00002 0.011 0.01102 

  

【予測結果】 

●浮遊粒子状物質の予測結果（計画路線

の予測） 

予測地点 

予測値（年平均値） 

計 

寄与 

率 

（%）※
道路寄与 

濃度 

バックグ 

ラウンド 

濃度 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
東側 0.00001 0.012 0.01201 0 

宮田村大田切 
西側 0.00001 0.012 0.01201 0 

東側 0.00001 0.012 0.01201 0 

宮田村大久保 西側 0.00003 0.011 0.01103 0 

宮田村中越 西側 0.00001 0.011 0.01101 0 

伊那市下殿島 
西側 0.00002 0.010 0.01002 0 

東側 0.00002 0.010 0.01002 0 

伊那市原新田 
西側 0.00002 0.011 0.01102 0 

東側 0.00002 0.011 0.01102 0 

  

 【表の注釈】 

注 1：計画路線及び既存道路からの道路

寄与濃度は、道路敷地境界の地上 1.5m

における値である。 

注 2：環境基準は、「大気の汚染に係る

環境基準について」（昭和 48 年 5月 8

日、環境庁告示第 25号）による。 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

注 1：計画路線及び既存道路からの道路

寄与濃度は、道路敷地境界の地上 1.5m

における値である。 

注 2：環境基準は、「大気の汚染に係る

環境基準について」（昭和 48 年 5月 8

日、環境庁告示第 25 号）による。 

 【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●二酸化窒素の評価結果 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●二酸化窒素の評価結果 

基準との整合が図られている。 

P13-3 

第13章 

表13-1 

(2) 

【予測結果】 

●二酸化窒素の予測結果 

（既存道路の影響を考慮した予測） 

予測地点 

予測値（年平均値） 

計 道路寄与 

濃度 

バックグ

ラウンド

濃度 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
東側 0.00054 0.006 0.00654 

宮田村大田切 
西側 0.00019 0.006 0.00619 

東側 0.00019 0.006 0.00619 

宮田村大久保 西側 0.00052 0.005 0.00552 

宮田村中越 西側 0.00009 0.005 0.00509 

伊那市下殿島 
西側 0.00053 0.004 0.00507 

東側 0.00041 0.004 0.00481 

伊那市原新田 
西側 0.00076 0.003 0.00376 

東側 0.00079 0.003 0.00379 

  

【予測結果】 

●二酸化窒素の予測結果 

（既存道路の影響を考慮した予測） 

予測地点 

予測値（年平均値） 

計 

寄与 

率 

（%） 
道路寄与 

濃度 

バックグ 

ラウンド 

濃度 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
東側 0.00054 0.006 0.00654 8 

宮田村大田切 
西側 0.00019 0.006 0.00619 3 

東側 0.00019 0.006 0.00619 3 

宮田村大久保 西側 0.00052 0.005 0.00552 9 

宮田村中越 西側 0.00009 0.005 0.00509 2 

伊那市下殿島 
西側 0.00053 0.004 0.00507 10 

東側 0.00041 0.004 0.00481 9 

伊那市原新田 
西側 0.00076 0.003 0.00376 20 

東側 0.00079 0.003 0.00379 21 
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表 16.1-1（36）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-3 

第13章 

表13-1 

(2) 

【予測結果】 

●浮遊粒子状物質の予測結果 

（既存道路の影響を考慮した予測） 

予測地点 

予測値（年平均値） 

計 道路寄与 

濃度 

バックグ

ラウンド

濃度 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
東側 0.00002 0.012 0.01202 

宮田村大田切 
西側 0.00001 0.012 0.01201 

東側 0.00001 0.012 0.01201 

宮田村大久保 西側 0.00003 0.011 0.01103 

宮田村中越 西側 0.00001 0.011 0.01101 

伊那市下殿島 
西側 0.00002 0.010 0.01005 

東側 0.00002 0.010 0.01004 

伊那市原新田 
西側 0.00003 0.011 0.01103 

東側 0.00003 0.011 0.01103  

【予測結果】 

●浮遊粒子状物質の予測結果 

（既存道路の影響を考慮した予測） 

予測地点 

予測値（年平均値） 

計 

寄与 

率 

（%）※
道路寄与 

濃度 

バックグ 

ラウンド 

濃度 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
東側 0.00002 0.012 0.01202 0 

宮田村大田切 
西側 0.00001 0.012 0.01201 0 

東側 0.00001 0.012 0.01201 0 

宮田村大久保 西側 0.00003 0.011 0.01103 0 

宮田村中越 西側 0.00001 0.011 0.01101 0 

伊那市下殿島 
西側 0.00002 0.010 0.01005 0 

東側 0.00002 0.010 0.01004 0 

伊那市原新田 
西側 0.00003 0.011 0.01103 0 

東側 0.00003 0.011 0.01103 0  

 【表の注釈】 

注 1：計画路線及び既存道路からの道路

寄与濃度は、道路敷地境界の地上 1.5m

における値である。 

注 2：環境基準は、「大気の汚染に係る

環境基準について」（昭和 48 年 5月 8

日、環境庁告示第 25号）による。 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

注 1：計画路線及び既存道路からの道路

寄与濃度は、道路敷地境界の地上 1.5m

における値である。 

注 2：環境基準は、「大気の汚染に係る

環境基準について」（昭和 48 年 5月 8

日、環境庁告示第 25 号）による。 

 【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●浮遊粒子状物質の評価結果 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●浮遊粒子状物質の評価結果 

基準との整合が図られている。 

 【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●二酸化窒素の評価結果 

（既存道路の影響を考慮した予測） 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●二酸化窒素の評価結果 

（既存道路の影響を考慮した予測） 

基準との整合が図られている。 

 【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●浮遊粒子状物質の評価結果 

（既存道路の影響を考慮した予測） 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●浮遊粒子状物質の評価結果 

（既存道路の影響を考慮した予測） 

基準との整合が図られている。 

P13-4 

第13章 

表13-1 

(3) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●粉じん等の評価結果 
予測地点 

予測結果 
参考値 評価 

夏季 秋季 冬季 春季 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
4.6  6.6  9.1  6.5  

10 

基準又 

は目標 

との整 

合が図 

られて 

いる。 

宮田村大田切 0.7  0.7  0.7  0.7  

宮田村大久保 1.0  1.1  1.9  1.3  

宮田村中越 6.5  7.3  8.4  8.1  

伊那市下殿島 1.6  1.9  2.0  2.0  

伊那市原新田 2.2  3.3  3.5  2.8  

  

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●粉じん等の評価結果 
予測地点 

予測値 
参考値 評価 

夏季 秋季 冬季 春季 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
4.6  6.6  9.1  6.5  

10 

目標と

の整合

が図ら

れてい

る。 

宮田村大田切 0.7  0.7  0.7  0.7  

宮田村大久保 1.0  1.1  1.9  1.3  

宮田村中越 6.5  7.3  8.4  8.1  

伊那市下殿島 1.6  1.9  2.0  2.0  

伊那市原新田 2.2  3.3  3.5  2.8  
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表 16.1-1（37）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-5 

第13章 

表13-1 

(4) 

【予測結果】 

●粉じん等の予測結果 
予測地点 

予測結果 

夏季 秋季 冬季 春季 

宮田村 5284-3 地先 3.3 3.2 2.4 2.2 

宮田村 5610-1 地先 1.7 1.6 1.3 1.1 

宮田村 6747-5 地先 2.7 5.2 3.7 3.2 

伊那市東春近 4838 地先 2.2 2.5 1.8 1.6 

伊那市東春近 8290 地先 2.8 4.6 2.6 2.2 

伊那市東春近7637-8地先 2.8 4.9 3.2 2.9 

伊那市美篶 10856 地先 3.2 3.0 2.3 2.1 

  

【予測結果】 

●粉じん等の予測結果 
予測地点 

予測値 

夏

季 

秋

季 

冬

季 

春

季 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 
3.3 3.2 2.4 2.2 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 
1.7 1.6 1.3 1.1 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 
2.7 5.2 3.7 3.2 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
2.2 2.5 1.8 1.6 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 
2.8 4.6 2.6 2.2 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 
2.8 4.9 3.2 2.9 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
3.2 3.0 2.3 2.1 

  

 【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●粉じん等の評価結果 
予測地点 

予測結果 
参考値 評価 

夏季 秋季 冬季 春季 

宮田村 5284-3 

地先 
0.2 0.2 0.1 0.1 

10  

基準又 

は目標 

との整 

合が図 

られて 

いる。 

宮田村 5610-1 

地先 
0.1 0.1 0.1 0.1 

宮田村 6747-5 

地先 
0.1 0.3 0.2 0.2 

伊那市東春近 

4838 地先 
0.1 0.1 0.1 0.1 

伊那市東春近 

8290 地先 
0.1 0.2 0.1 0.1 

伊那市東春近 

7637-8 地先 
0.1 0.2 0.2 0.1 

伊那市美篶 

10856 地先 
0.2 0.2 0.1 0.1 

  

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●粉じん等の評価結果 
予測地点 

予測値 参

考

値 

評

価 夏季 秋季 冬季 春季 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 
0.2 0.2 0.1 0.1 

10  

目

標

と

の

整

合

が

図

ら

れ

て

い

る

。 

一般県道栗林宮田停車

場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

0.1 0.1 0.1 0.1 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 
0.1 0.3 0.2 0.2 

一般県道車屋大久保線

沿道 

（伊那市東春近 4838

地先） 

0.1 0.1 0.1 0.1 

主要地方道伊那生田飯

田線沿道 

（伊那市東春近 8290

地先） 

0.1 0.2 0.1 0.1 

一般県道沢渡高遠線沿

道 

（ 伊 那 市 東 春 近

7637-8 地先） 

0.1 0.2 0.2 0.1 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地

先） 

0.2 0.2 0.1 0.1 

  

P13-6 

第13章 

表13-1 

(5) 

【予測結果】 

●二酸化窒素の予測結果 
予測地点 種別 

建設機

械寄与

濃度 

年 

平均値 

日平均

値の年

間98%値 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
掘削工 0.0063 0.0123 0.024 

宮田村大田切 盛土工 0.0053 0.0113 0.023 

宮田村大久保 盛土工 0.0032 0.0082 0.019 

宮田村中越 掘削工 0.0057 0.0107 0.022 

伊那市下殿島 盛土工 0.0031 0.0071 0.017 

伊那市原新田 盛土工 0.0026 0.0056 0.015 

  

【予測結果】 

●二酸化窒素の予測結果 

予測地点 種別 

予測値（年平均値）

寄与率 

（%） 

日平均 

値の年 

間98%値 

建設機 

械寄与 

濃度 

計 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
掘削工 0.0063 0.0123 51 0.024 

宮田村大田切 盛土工 0.0053 0.0113 47 0.023 

宮田村大久保 盛土工 0.0032 0.0082 39 0.019 

宮田村中越 掘削工 0.0057 0.0107 53 0.022 

伊那市下殿島 盛土工 0.0031 0.0071 44 0.017 

伊那市原新田 盛土工 0.0026 0.0056 46 0.015 

  

 ●浮遊粒子状物質の予測結果 

予測地点 種別 

建設機

械寄与

濃度 

年 

平均値 

日平均

値の年

間2% 

除外値 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
掘削工 0.00062 0.01262 0.034 

宮田村大田切 盛土工 0.00050 0.01250 0.033 

宮田村大久保 盛土工 0.00026 0.01126 0.031 

宮田村中越 掘削工 0.00051 0.01151 0.031 

伊那市下殿島 盛土工 0.00023 0.01023 0.029 

伊那市原新田 盛土工 0.00018 0.01118 0.031 

  

●浮遊粒子状物質の予測結果 

予測地点 種別 

予測値（年平均値）

寄与率 

（%） 

日平均 

値の年 

間2% 

除外値 

建設機 

械寄与 

濃度 

年 

平均値 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
掘削工 0.00062 0.01262 5 0.034 

宮田村大田切 盛土工 0.00050 0.01250 4 0.033 

宮田村大久保 盛土工 0.00026 0.01126 2 0.031 

宮田村中越 掘削工 0.00051 0.01151 4 0.031 

伊那市下殿島 盛土工 0.00023 0.01023 2 0.029 

伊那市原新田 盛土工 0.00018 0.01118 2 0.031 
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表 16.1-1（38）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-7 

第13章 

表13-1 

(6) 

【予測結果】 

●二酸化窒素の予測結果 
予測地点 

工事用車両 

寄与濃度 
年平均値 

日平均値の

年間98%値 

宮田村 5284-3 

地先 
0.00002 0.0062 0.017 

宮田村 5610-1 

地先 
0.00001 0.0062 0.016 

宮田村 6747-5 

地先 
0.00002 0.0050 0.016 

伊那市東春近 

4838 地先 
0.00001 0.0051 0.014 

伊那市東春近 

8290 地先 
0.00004 0.0032 0.013 

伊那市東春近 

7637-8 地先 
0.00003 0.0032 0.013 

伊那市美篶 

10856 地先 
0.00002 0.0034 0.013  

【予測結果】 

●二酸化窒素の予測結果 

予測地点 

予測値（年平均値）寄与

率 

（%）
※ 

日平均

値の 

年間98%

値 

工事用 

車両寄与

濃度 

計 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 
0.00002 0.0062 0 0.017 

一般県道栗林宮田停車場線沿

道 

（宮田村 5610-1 地先） 

0.00001 0.0062 0 0.016 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 
0.00002 0.0050 0 0.016 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
0.00001 0.0051 0 0.014 

主要地方道伊那生田飯田線沿

道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

0.00004 0.0032 1 0.013 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8地先） 
0.00003 0.0032 1 0.013 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
0.00002 0.0034 1 0.013 

  

 【表の注釈】 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）地

上 1.5m における値である。 

注 2：工事用車両寄与濃度は、予測地点

に対する既存道路から新たに計画路線

より付加される濃度を示す。 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）地

上 1.5m における値である。 

注 2：工事用車両寄与濃度は、予測地点

に対する既存道路から新たに計画路線

より付加される濃度を示す。 

 ●浮遊粒子状物質の予測結果 
予測地点 

工事用車両 

寄与濃度 
年平均値 

日平均値の

年間2% 

除外値 

宮田村 5284-3 

地先 
0.000001 0.01201  0.033  

宮田村 5610-1 

地先 
0.000001  0.01201  0.031  

宮田村 6747-5 

地先 
0.000002  0.01100  0.031  

伊那市東春近 

4838 地先 
0.000001  0.01100  0.029  

伊那市東春近 

8290 地先 
0.000002  0.01101  0.031  

伊那市東春近 

7637-8 地先 
0.000001  0.01101  0.031  

伊那市美篶 

10856 地先 
0.000001  0.01101  0.031   

●浮遊粒子状物質の予測結果 

予測地点 

予測値（年平均値）寄与

率 

（%）
※ 

日平均

値の 

年間2% 

除外値 

工事用 

車両寄与

濃度 

計 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3地先） 
0.000001 0.01201 0 0.033  

一般県道栗林宮田停車場線沿

道 

（宮田村 5610-1地先） 

0.000001 0.01201 0 0.031  

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5地先） 
0.000002 0.01100 0 0.031  

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
0.000001 0.01100 0 0.029  

主要地方道伊那生田飯田線沿

道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

0.000002 0.01101 0 0.031  

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 
0.000001 0.01101 0 0.031  

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
0.000001 0.01101 0 0.031  

  

 【表の注釈】 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）地

上 1.5m における値である。 

注 2：工事用車両寄与濃度は、予測地点

に対する既存道路から新たに計画路線

より付加される濃度を示す。 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）地

上 1.5m における値である。 

注 2：工事用車両寄与濃度は、予測地点

に対する既存道路から新たに計画路線

より付加される濃度を示す。 
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表 16.1-1（39）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-8 

第13章 

表13-1 

(7) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●二酸化窒素の評価結果 
予測地点 

工事用車 

両寄与 

濃度 

日平均値の

年間 

98%値 

参考

値 

環境 

基準 
評価 

宮田村 5284-3 

地先 
0.00002 0.017 

0.004 

ppm 

以下 

1 時 間

値 の 1

日平均

値 が

0.04pp

m か ら

0.06pp

m ま で

のゾー

ン内又

はそれ

以下で

あるこ

と。 

基準

又は

目標

との

整合

が図

られ

てい

る。 

宮田村 5610-1 

地先 
0.00001 0.016 

宮田村 6747-5 

地先 
0.00002 0.016 

伊那市東春近 

4838 地先 
0.00001 0.014 

伊那市東春近 

8290 地先 
0.00004 0.013 

伊那市東春近 

7637-8 地先 
0.00003 0.013 

伊那市美篶 

10856 地先 
0.00002 0.013 

  

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●二酸化窒素の評価結果 

予測地点 

予測値 評価値 
寄与 

率 

（%）※

参考 

値 

環境 

基準 

評

価 
工事用車

両 

寄与濃度 

日平均

値の年

間98%値

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3地先） 
0.00002 0.017 0 

0.00

4 

ppm 

以下 

1時

間値

の1

日平

均値

が

0.04

ppm

から

0.06

ppm

まで

のゾ

ーン

内又

はそ

れ以

下で

ある

こ

と。 

基

準 

又

は 

目

標 

と

の 

整

合 

が

図 

ら

れ 

て

い

る。

一般県道栗林宮田停車場線

沿道 

（宮田村 5610-1地先） 

0.00001 0.016 0 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5地先） 
0.00002 0.016 0 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
0.00001 0.014 0 

主要地方道伊那生田飯田線

沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

0.00004 0.013 1 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地

先） 

0.00003 0.013 1 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
0.00002 0.013 1 

  

 【表の注釈】 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）地

上 1.5m における値である。 

注 2：参考値とは、「道路環境影響評価

の技術手法 国土技術政策総合研究所

資料第 714 号」（平成 25 年 3月 国土

技術政策総合研究所）の参考値である。 

注 3：環境基準とは、「二酸化窒素に係

る環境基準について」（昭和 53 年 7月

11 日、環境庁告示第 38 号）の環境基準

である。 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）地

上 1.5m における値である。 

注 2：参考値とは、「道路環境影響評価

の技術手法 国土技術政策総合研究所

資料第 714 号」（平成 25 年 3月 国土

技術政策総合研究所）の参考値である。 

注 3：環境基準とは、「二酸化窒素に係

る環境基準について」（昭和 53 年 7月

11 日、環境庁告示第 38 号）の環境基準

である。 

 ●浮遊粒子状物質の評価結果 
予測地点 

工事用車 

両寄与 

濃度 

日平均値の

年間2% 

除外値 

参考

値 

環境 

基準 
評価 

宮田村 5284-3 

地先 
0.000001 0.033  

0.009 
 mg/m3 

以下 

1 時間

値の 1

日平均

値 が

0.10mg

/m3 以

下であ

り、か

つ 、 1

時間値

が 

0.20mg

/m3 以

下であ

る こ

と。 

基準

又は

目標

との

整合

が図

られ

てい

る。 

宮田村 5610-1 

地先 
0.000001 0.031  

宮田村 6747-5 

地先 
0.000002 0.031  

伊那市東春近 

4838 地先 
0.000001 0.029  

伊那市東春近 

8290 地先 
0.000002 0.031  

伊那市東春近 

7637-8 地先 
0.000001 0.031  

伊那市美篶 

10856 地先 
0.000001 0.031  

  

●浮遊粒子状物質の評価結果 

予測地点 

予測値 評価値 

寄与 

率 

（%）※

参考 

値 

環境 

基準 

評

価 工事用車両 

寄与濃度 

日平均

値の年

間2%除

外値 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 
0.000001 0.033 0 

0.00

9 
 

mg/m3 

以下 

1 時

間値

の 1

日平

均値

が

0.10

mg/m3

以下

であ

り、

か

つ、1

時間

値が

0.20

mg/m3

以下

であ

るこ

と。 

基

準

又

は

目

標

と

の

整

合

が

図

ら

れ

て

い

る。

一般県道栗林宮田停車場

線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

0.000001 0.031 0 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 
0.000002 0.031 0 

一般県道車屋大久保線沿

道 

（伊那市東春近 4838 地

先） 

0.000001 0.029 0 

主要地方道伊那生田飯田

線沿道 

（伊那市東春近 8290 地

先） 

0.000002 0.031 0 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近7637-8地

先） 

0.000001 0.031 0 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶10856地先） 
0.000001 0.031 0 

  

 【表の注釈】 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）地

上 1.5m における値である。 

注 2：参考値とは、「道路環境影響評価

の技術手法 国土技術政策総合研究所

資料第 714 号」（平成 25 年 3月 国土

技術政策総合研究所）の参考値である。 

注 3：環境基準とは「大気の汚染に係る

環境基準について」（昭和 48 年 5月 8

日、環境庁告示第 25号）の環境基準で

ある。 

【表の注釈】 

※：寄与率 0%は、0.5%未満を示す。 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）地

上 1.5m における値である。 

注 2：参考値とは、「道路環境影響評価

の技術手法 国土技術政策総合研究所

資料第 714 号」（平成 25 年 3月 国土

技術政策総合研究所）の参考値である。 

注 3：環境基準とは「大気の汚染に係る

環境基準について」（昭和 48 年 5月 8

日、環境庁告示第 25 号）の環境基準で

ある。 
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表 16.1-1（40）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-9 

第13章 

表13-1 

(8) 

【調査結果】 

＜騒音の状況＞ 

●等価騒音レベル(LAeq)の調査結果 
騒音 

種別 
調査地点 

調査結果 

昼間 夜間 

道路

交通 

騒音 

村道 12 号線沿道 65 53 

一般国道 153 号沿道 70 65 

一般県道栗林宮田停車

場線沿道 
65 55 

村道 16 号線沿道 54 46 

一般県道車屋大久保線 

沿道 
59 48 

主要地方道伊那生田飯

田線沿道 
65 54 

一般県道沢渡高遠線沿道 61 54 

市道ナイスロード沿道 68 60 

  

【調査結果】 

＜騒音の状況＞ 

●等価騒音レベル(LAeq)の調査結果 
騒音 

種別 
調査地点 

調査結果 

昼間 夜間 

道路

交通 

騒音 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 
65 53 

一般国道 153号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 
70 65 

一般県道栗林宮田停車場

線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 
65 55 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 
54 46 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
59 48 

主要地方道伊那生田飯田

線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 
62 54 

一般県道沢渡高遠線沿道 
（伊那市東春近 7637-8地先）

61 54 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
68 60 

  

 ●現況交通量の調査結果 

調査地点 

自動車

交通量 

(台/日) 

大型車

混入率 

（％） 

村道 12 号線沿道  2,519 15.0 

一般国道 153 号沿道 15,223  9.5 

一般県道栗林宮田停車場線

沿道 
 3,228  7.6 

村道 16 号線沿道  1,198  2.9 

一般県道車屋大久保線沿道  1,420  0.6 

主要地方道伊那生田飯田線

沿道 
 4,027  5.3 

一般県道沢渡高遠線沿道  2,569  7.2 

市道ナイスロード沿道  8,119  7.8 

  

●現況交通量の調査結果 

調査地点 

自動車

交通量 

(台/日) 

大型車

混入率 

（％） 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3地先） 
 2,519 15.0 

一般国道 153号沿道 

（宮田村 6249-1地先） 
15,223  9.5 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1地先） 
 3,228  7.6 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5地先） 
 1,198  2.9 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
 1,420  0.6 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 
 4,027  5.3 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 
 2,569  7.2 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
 8,119  7.8 

  

P13-10 

第13章 

表13-1 

(9) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●騒音の評価結果（計画路線の予測） 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●騒音の評価結果（計画路線の予測） 

基準との整合が図られている。 

P13-11 

第13章 

表13-1 

(10) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●騒音の評価結果（既存道路の影響を考

慮した予測） 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●騒音の評価結果（既存道路の影響を考

慮した予測） 

基準との整合が図られている。 

P13-12 

第13章 

表13-1 

(11) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●騒音の評価結果（騒音レベルの 90％レ

ンジの上端値（LA5）） 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●騒音の評価結果（騒音レベルの 90％レ

ンジの上端値（LA5）） 

基準との整合が図られている。 
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表 16.1-1（41）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-13 

第13章 

表13-1 

(12) 

【予測結果】 

●騒音の予測結果（等価騒音レベル

（LAeq）） 
予測地点 

現況

値 

地上 

高さ 

予測 

結果 

村道 12 号線沿道 65 
1.2m 66 

4.2m 66 

一般国道 153 号沿道 70 
1.2m 70 

4.2m 70 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 65 
1.2m 66 

4.2m 66 

村道 16 号線沿道 54 
1.2m 57 

4.2m 58 

一般県道車屋大久保線沿道 59 
1.2m 59 

4.2m 59 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 62 
1.2m 63 

4.2m 63 

一般県道沢渡高遠線沿道 61 
1.2m 62 

4.2m 62 

市道ナイスロード沿道 68 
1.2m 68 

4.2m 68 

  

【予測結果】 

●騒音の予測結果（等価騒音レベル

（LAeq）） 
予測地点 

現況 

値 

地上 

高さ 
ΔL※ 

予測 

値 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 
65 

1.2m 1 66 

4.2m 1 66 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 
70 

1.2m 0 70 

4.2m 0 70 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 
65 

1.2m 1 66 

4.2m 1 66 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 
54 

1.2m 3 57 

4.2m 4 58 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
59 

1.2m 0 59 

4.2m 0 59 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 
62 

1.2m 1 63 

4.2m 1 63 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 
61 

1.2m 1 62 

4.2m 1 62 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
68 

1.2m 0 68 

4.2m 0 68 

  

 【表の注釈】 

注：予測結果は道路敷地境界の地上高さ

1.2m 及び 4.2m の値を示している。地上

高さ 1.2m は 1階、4.2m は 2 階のおよそ

の高さを示す。 

【表の注釈】 

※：ΔLは工事用車両による騒音レベル

の増分を示す。 
注：予測値は道路敷地境界の地上高さ

1.2m 及び 4.2m の値を示している。地上

高さ 1.2m は 1 階、4.2m は 2 階のおよそ

の高さを示す。 

 【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●騒音の評価結果（等価騒音レベル

（LAeq）） 

予測地点 
地上

高さ 

予測 

結果 

環境 

基準 

(要請 

限度) 

評

価 

村道 12 号線沿道 
1.2m 66 

70 

（75） 

基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

4.2m 66 

一般国道153号沿道 
1.2m 70 

4.2m 70 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 
1.2m 66 

4.2m 66 

村道 16 号線沿道 
1.2m 57 

4.2m 58 

一般県道車屋大久保線沿道 
1.2m 59 

4.2m 59 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 
1.2m 63 

4.2m 63 

一般県道沢渡高遠線沿道 
1.2m 62 

4.2m 62 

市道ナイスロード沿道 
1.2m 68 

4.2m 68 

  

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●騒音の評価結果（等価騒音レベル

（LAeq）） 

予測地点 
地上

高さ 

予測 

値 

環境 

基準 

(要請 

限度) 

評

価 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 

1.2m 66 

70 

（75） 

基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

4.2m 66 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 

1.2m 70 

4.2m 70 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 

1.2m 66 

4.2m 66 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 

1.2m 57 

4.2m 58 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 

1.2m 59 

4.2m 59 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 

1.2m 63 

4.2m 63 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8 地先） 

1.2m 62 

4.2m 62 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 

1.2m 68 

4.2m 68 
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表 16.1-1（42）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-14 

第13章 

表13-1 

(13) 

【調査結果】 

＜振動の状況＞ 

●振動の調査結果 

（振動レベルの80%レンジの上端値（L10）） 
騒音 

種別 
調査地点 

調査結果 

昼間 夜間 

道路

交通 

振動 

村道 12 号線沿道 31 22 

一般国道 153 号沿道 47 43 

一般県道栗林宮田停車

場線沿道 
30 22 

村道 16 号線沿道 20 15 

一般県道車屋大久保線 

沿道 
33 17 

主要地方道伊那生田飯

田線沿道 
38 22 

一般県道沢渡高遠線沿道 45 40 

市道ナイスロード沿道 35 31 

  

【調査結果】 

＜振動の状況＞ 

●振動の調査結果 

（振動レベルの80%レンジの上端値（L10）） 
騒音 

種別 
調査地点 

調査結果 

昼間 夜間 

道路

交通 

振動 

村道 12 号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 
31 22 

一般国道 153号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 
47 43 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 
30 22 

村道 16 号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 
20 15 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
33 17 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 
38 22 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8地先）
45 40 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
35 31 

  

 ＜地盤の状況＞ 

●地盤種別及び地盤卓越振動数の調査

結果 
調査地点 

地盤 

種別 

地盤卓越 

振動数 

村道 12 号線沿道 砂地盤 18.4 

一般国道 153 号沿道 砂地盤 20.0 

一般県道栗林宮田停車

場線沿道 
砂地盤 20.0 

村道 16 号線沿道 砂地盤 33.2 

一般県道車屋大久保線 

沿道 
砂地盤 47.0 

主要地方道伊那生田飯

田線沿道 
砂地盤 20.0 

一般県道沢渡高遠線沿道 砂地盤 54.5 

市道ナイスロード沿道 砂地盤 38.3 

  

＜地盤の状況＞ 

●地盤種別及び地盤卓越振動数の調査

結果 
調査地点 

地盤 

種別 

地盤卓越 

振動数 

村道 12号線沿道 

（宮田村 5284-3 地先） 
砂地盤 18.4 

一般国道 153 号沿道 

（宮田村 6249-1 地先） 
砂地盤 20.0 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村 5610-1 地先） 
砂地盤 20.0 

村道 16号線沿道 

（宮田村 6747-5 地先） 
砂地盤 33.2 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近 4838 地先） 
砂地盤 47.0 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近 8290 地先） 
砂地盤 20.0 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近 7637-8地先） 
砂地盤 54.5 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶 10856 地先） 
砂地盤 38.3 

  

 【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●振動の評価結果 

(振動レベルの 80%レンジの上端値(L10)) 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●振動の評価結果 

(振動レベルの 80%レンジの上端値(L10)) 

基準との整合が図られている。 

P13-15 

第13章 

表13-1 

(14) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●振動の評価結果 

(振動レベルの 80%レンジの上端値(L10)) 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●振動の評価結果 

(振動レベルの 80%レンジの上端値(L10)) 

基準との整合が図られている。 



16-43 
 

 

表 16.1-1（43）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-16 

第13章 

表13-1 

(15) 

【予測結果】 

●振動の予測結果 

（振動レベルの 80%レンジの上端値（L10）） 
予測地点 現況値 予測値 

村道12号線沿道 30 31 

一般国道153号沿道 44 46 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 24 25 

村道16号線沿道 18 24 

一般県道車屋大久保線 20 22 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 35 38 

一般県道沢渡高遠線沿道 42 45 

市道ナイスロード沿道 33 34 

  

【予測結果】 

●振動の予測結果 

（振動レベルの 80%レンジの上端値（L10）） 
予測地点 現況値 ΔL※ 予測値 

村道12号線沿道 

（宮田村5284-3地先） 
30 1 31 

一般国道153号沿道 

（宮田村6249-1地先） 
44 2 46 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村5610-1地先） 
24 1 25 

村道16号線沿道 

（宮田村6747-5地先） 
18 6 24 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近4838地先） 
20 2 22 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近8290地先） 
35 3 38 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近7637-8地先） 
42 3 45 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶10856地先） 
33 1 34 

  

 【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：ΔLは工事用車両による振動レベル

の増分を示す。 

 【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●振動の評価結果 

（振動レベルの 80%レンジの上端値（L10）） 
予測地点 

予測 

結果  

規制 

基準※ 
評価 

村道12号線沿道 31 

65 

基準又

は目標

との整

合が図

られて

いる。 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 25 

村道16号線沿道 24 

一般県道車屋大久保線 22 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 38 

一般県道沢渡高遠線沿道 45 

市道ナイスロード沿道 34 

  

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●振動の評価結果 

（振動レベルの 80%レンジの上端値（L10）） 
予測地点 予測値 

規制 

基準※ 
評価 

村道12号線沿道 

（宮田村5284-3地先） 
31 

65 

基準と

の整合

が図ら

れてい

る。 

一般国道153号沿道 

（宮田村6249-1地先） 
46 

一般県道栗林宮田停車場線沿道 

（宮田村5610-1地先） 
25 

村道16号線沿道 

（宮田村6747-5地先） 
24 

一般県道車屋大久保線沿道 

（伊那市東春近4838地先） 
22 

主要地方道伊那生田飯田線沿道 

（伊那市東春近8290地先） 
38 

一般県道沢渡高遠線沿道 

（伊那市東春近7637-8地先） 
45 

市道ナイスロード沿道 

（伊那市美篶10856地先） 
34 

  

P13-17 

第13章 

表13-1 

(16) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●低周波音の評価結果 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●低周波音の評価結果 

目標との整合が図られている。 

P13-22 

第13章 

表13-1 

(21) 

【調査結果】 

＜既存井戸の状況＞ 

既存井戸の状況は、「道路（地表式又は

掘削式）の存在及び切土工等又は既存の

工作物の除去に係る河川」に示すとおり

である。 

 

【調査結果】 

＜既存井戸の状況＞ 

既存井戸の状況は、「道路（地表式又は

掘割式）の存在及び切土工等又は既存の

工作物の除去に係る河川」に示すとおり

である。なお、道路（地表式又は掘割式）

の存在及び切土工等又は既存の工作物

の除去に係る影響を受けるおそれがあ

る計画路線の周囲に、大規模な民間取水

施設は存在しない。 
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表 16.1-1（44）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-22 

第13章 

表13-1 

(21) 

【評価結果】 

＜回避又は低減に係る評価＞ 

計画路線は道路の計画段階において、改

変量を極力抑えた計画としており、地下

水への影響に配慮し、環境負荷の回避・

低減を図っている。また、環境保全措置

として「通水工対策の実施」及び「工事

に伴う改変区域をできる限り小さくす

る」を実施し、環境負荷の回避・低減を

図っている。なお、環境保全措置の内容

をより詳細なものにするため、詳細な工

事計画策定後、関係機関及び専門家等の

意見指導を得ながら、必要に応じて環境

影響評価法に基づく事後調査を実施す

る。また、予測し得ない影響が生じた場

合は、別途対策を講ずるものとする。こ

のことから、環境影響は事業者の実行可

能な範囲でできる限り回避又は低減さ

れているものと評価する。 

【評価結果】 

＜回避又は低減に係る評価＞ 

計画路線は、路線選定段階で地下水に影

響を与える可能性がある切土及びトン

ネル区間を抑制し、事業全体として影響

低減に努めることによる改変量を極力

抑えた計画としており、地下水への影響

に配慮し、環境負荷の回避・低減を図っ

ている。また、切土及びトンネル区間で

は、環境保全措置として「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」を実施し、環境負荷の

回避・低減を図っている。なお、環境保

全措置の内容をより詳細なものにする

ため、詳細な工事計画策定後、関係機関

及び専門家等の意見指導を得ながら、必

要に応じて環境影響評価法に基づく事

後調査を実施する。 
なお、都市計画対象道路事業実施区域周

辺の個別の井戸等については、工事着手

以前に井戸分布等の詳細な調査を、工事

中及び工事終了段階で影響の有無の確

認を行う。各段階において影響が認めら

れる場合は、必要に応じて適切な対策を

講じる。また、トンネル部及び切土箇所

の掘削工事による地下水の低下等の影

響が懸念される箇所において、設計段階

で構造物設置位置でのボーリング調査

を実施するなど、詳細なデータ収集を行

い、それを利用した検討を行うことで、

確実に対策を実施する。このことから、

環境影響は事業者の実行可能な範囲で

できる限り回避又は低減されるものと

評価する。 
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表 16.1-1（45）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-23 

第13章 

表13-1 

(22) 

【調査結果】 

＜水象の状況＞  

水象の状況は、地下水位の状況より、地

下水は（仮称）宮田村大久保つつじが丘

崖線付近②、（仮称）宮田村大久保つつ

じが丘崖線付近③及び（仮称）宮田村中

越崖線付近から（仮称）宮田村大久保つ

つじが丘崖線付近①に、伊那街道交差部

付近②及び伊那街道交差部付近③から

伊那街道交差部付近①の方向に流れて

いると推測される。なお、大沢川渡河部

付近①及び大沢川渡河部付近②の流向

は、調査地点数の関係上、推測できなか

った。 

【調査結果】 

＜水象の状況＞  

水象の状況は、地下水位の状況より、地

下水は（仮称）宮田村大久保つつじが丘

崖線付近②及び（仮称）宮田村中越崖線

付近④に対して（仮称）宮田村大久保つ

つじが丘崖線付近①の水位が低く、伊那

街道交差部付近②及び伊那街道交差部

付近③に対して伊那街道交差部付近①

の水位が低い状況であった。なお、大沢

川渡河部付近①と大沢川渡河部付近②

の 2点では、大沢川渡河部付近②の水位

が低い状況であった。これらの水位よ

り、（仮称）宮田村大久保つつじが丘崖

線付近では東南方向に、伊那街道交差部

付近では北西方向に地下水が流れてい

ると推測される。 

P13-25 

第13章 

表13-1 

(24) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●日照阻害の評価結果 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

●日照阻害の評価結果 

目標との整合が図られている。 

 【表の注釈】 

注：参考となる指標は、「公共施設の設

置に起因する日陰により生ずる損害等

に係る費用負担について」（昭和 51 年

建設省計用発第 4号）である。 

【表の注釈】 

※：予測地域のうち、計画路線に最も近

接する住居位置における日影時間であ

る。 

注：参考となる指標は、「公共施設の設

置に起因する日陰により生ずる損害等

に係る費用負担について」（昭和 51 年

建設省計用発第 4号）である。 

P13-34 

第13章 

表13-1 

(33) 

【調査結果】 

＜主要な眺望景観の状況＞ 

●主要な眺望景観の調査結果 
名称 

視認できる 

景観資源 

中央道伊那スキーリゾート 南アルプス他 

ふるさとの丘 中央アルプス他 

北の城橋 伊那峡・猿岩他 

伊那市西春近小出島（天竜の

流れ） 

南アルプス 

 

伊那市西春近小出島（天竜川

の鮎漁） 

南アルプス 

 

原新田地区水田 中央アルプス他 

真菰が池（伝説の真菰が池と

中央アルプス） 

中央アルプス 

 

高烏谷山山頂（山頂から望む

伊那谷と中央アルプス） 

中央アルプス他 

 

春日公園（雪の春日公園） - 

伊那市中央（川べりの街並み） 中央アルプス 

伊那市美篶上川手（春の三峰

川堤防） 

中央アルプス 

 

三峰川橋（三峰川と残雪の中

央アルプス） 

中央アルプス他 

 

伊那市手良野口（収穫の秋の

手良） 

中央アルプス 

 

伊那市下新田（春の天竜川） 南アルプス 

信州伊那アルプス街道 中央アルプス 

太田切川堤防上 中央アルプス他 

大久保いきいき交流センター 中央アルプス他 

大久保ダム 中央アルプス他 

猿岩水面展望所 伊那峡・猿岩 

宮田村大久保地区 水田、集落 

伊那市下殿島地区 水田、集落 

伊那市原新田地区 水田  

【調査結果】 

＜主要な眺望景観の状況＞ 

●主要な眺望景観の調査結果 
名称 

視認できる 

景観資源 

中央道伊那スキーリゾート 南アルプス他 

ふるさとの丘 中央アルプス他 

北の城橋 伊那峡・猿岩他 

伊那市西春近小出島（天竜の

流れ） 

南アルプス 

 

伊那市西春近小出島（天竜川

の鮎漁） 

南アルプス 

 

原新田地区水田 中央アルプス他 

真菰が池（伝説の真菰が池と

中央アルプス） 

中央アルプス 

 

高烏谷山山頂（山頂から望む

伊那谷と中央アルプス） 

中央アルプス他 

 

春日公園（雪の春日公園） - 

伊那市中央（川べりの街並み） 中央アルプス 

伊那市美篶上川手（春の三峰

川堤防） 

中央アルプス 

 

三峰川橋（三峰川と残雪の中

央アルプス） 

中央アルプス他 

 

伊那市手良野口（収穫の秋の

手良） 

中央アルプス 

 

伊那市下新田（春の天竜川） 南アルプス 

信州伊那アルプス街道 中央アルプス 

太田切川堤防上 中央アルプス他 

大久保いきいき交流センター 中央アルプス他 

大久保ダム 中央アルプス他 

猿岩水面展望所 伊那峡・猿岩 

宮田村大久保地区 水田、集落 

伊那市下殿島地区 水田、集落 

伊那市原新田地区 水田 

大久保発電所 中央アルプス他  
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表 16.1-1（46）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-34 

第13章 

表13-1 

(33) 

【評価結果】 

＜回避又は低減に係る評価＞  

計画路線は道路の計画段階において、盛

土構造を始めとした道路構造の検討を

実施しており、景観への影響に配慮し、

環境負荷の回避・低減を図っている。ま

た、環境保全措置として、「法面等の緑

化」及び「道路付属物（照明ポール、立

入防止柵等）の形状、デザイン、色彩の

検討（近景域における影響の場合）」の

環境保全措置を実施することで、環境負

荷を低減する。このことから、環境影響

は事業者の実行可能な範囲でできる限

り回避又は低減されているものと評価

する。 

【評価結果】 

＜回避又は低減に係る評価＞  

計画路線は道路の計画段階において、盛

土構造を始めとした道路構造の検討を

実施しており、景観への影響に配慮し、

環境負荷の低減を図っている。また、環

境保全措置として、「法面等の緑化」及

び「道路付属物（照明ポール、立入防止

柵等）の形状、デザイン、色彩の検討（近

景域における影響の場合）」の環境保全

措置を実施することで、環境負荷を低減

する。このことから、環境影響は事業者

の実行可能な範囲でできる限り低減さ

れているものと評価する。 

P13-35 

第13章 

表13-1 

(34) 

【予測結果】 

＜快適性の変化＞ 

予測の結果、多くの予測地点において、

快適性の変化が生じるおそれは低いと

予測される。なお、三峰川榛原河川公園

及び三峰川サイクリング・ジョギングロ

ードは、三峰川の渡河部で計画路線と交

差する。三峰川サイクリング・ジョギン

グロードは、計画路線が高架構造で通過

することから、近傍において一部風景の

変化が生じる。 

【予測結果】 

＜快適性の変化＞ 

予測の結果、多くの予測地点において、

快適性の変化が生じるおそれは低いと

予測される。なお、三峰川榛原河川公園

及び三峰川サイクリング・ジョギングロ

ードは、三峰川の渡河部で計画路線と交

差する。三峰川サイクリング・ジョギン

グロードは、計画路線が高架及び盛土構

造で通過することから、近傍において一

部風景の変化が生じる。しかし、交差部

では市道を併設するボックスカルバー

ト構造となり、重大な圧迫感は生じな

い。また、風景の変化が生じる区間は部

分的であるため、快適性の変化が生じる

おそれは低いと予測される。 
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表 16.1-1（47）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P1.1-1 

第1章 

（記載なし） 1.1 防災情報  

1.1.1 土砂災害警戒区域等の位置及び

浸水想定区域の位置の重ね合わせ  

調査区域には、「土砂災害警戒区域等に

おける土砂災害防止対策の推進に関す

る法律」（平成 12 年 5月 8日 法律第 57

号）に基づく土砂災害警戒区域、土砂災

害特別警戒区域がある。  

また、「水防法」（昭和 24 年 6月 4 日 法

律第 193 号）第十四条に基づき、洪水予

報河川及び洪水特別警戒水位への水位

の到達情報を通知及び周知する河川（水

位周知河川）に対して、洪水時の円滑か

つ迅速な避難の確保を図るため、想定し

得る最大規模の降雨により河川が氾濫

した場合に浸水が想定される区域とし

て、浸水想定区域が公表されている。  

防災情報として多面的に調査区域を把

握するために土砂災害警戒区域等の位

置及び浸水想定区域の位置を重ね合わ

せた。重ね合わせた図を図 1.1-1

（P1.1-2）に示す。 

資料編 

P1.1-2 

第1章 

図1.1-1 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-1土砂災害警戒区域等及び浸水想

定区域の位置の重ね合わせ図の追加 

資料編 

P1.1-3 

第1章 

（記載なし） 1.1.2 地震被害想定  

1) 液状化危険度、沈下量  

調査対象地域では、伊那谷断層帯による

地震被害想定が出されている。液状化危

険度はなし～やや高いである。液状化に

伴う地盤の沈下量は対象外～0.0-0.1 で

ある。調査対象地域におけるケース別市

村最大震度、液状化危険度及び沈下量を

表 1.1-1 に、液状化危険度の予測結果を

図 1.1-2（P1.1-4～7）に、沈下量の予測

結果を図 1.1-3（P1.1-8～11）に、ゆれ

やすさマップを図 1.1-4（P1.1-12）に示

す。 
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表 16.1-1（48）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P1.1-3 

第1章 

表1.1-1 

（記載なし） 表 1.1-1 ケース別市村最大震度、液状化

危険度及び沈下量 
市村 想定地震 

 ケース別の最大震度  液状化 

危険度 
沈下量 

ケース 1※ ケース 2※ ケース 3※ ケース 4※ 

駒ヶ根市 
伊那谷断層帯(主部) 

地震(M8.0) 

7 7 7 7 
なし～ 

やや高い 

対象外～ 

0.0-0.1 
宮田村 7 7 7 7 

伊那市 7 6 強 7 7  

  【表の注釈】 

※：断層帯による地震については、強震

動生成域（震源断層内で強い地震動を発

生することが推定される領域）の位置や

破壊開始点（震源断層で最も早く破壊す

る場所）の位置の設定によって同じ断層

帯による地震でも発生し得る震度や被

害が異なることから、4ケースの想定地

震を設定している。 

ケース 1：破壊開始点が最も南側の強震

動生成域 

ケース 2：破壊開始点が南側から 2番目

の強震動生成域 

ケース 3：破壊開始点が北側から 2番目

の強震動生成域 

ケース 4：破壊開始点が最も北側の強震

動生成域 

  【表の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 

資料編 

P1.1-4 

第1章 

図1.1-2(1) 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-2（1）液状化危険度（ケース 1）

の追加 

 

【図の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 

資料編 

P1.1-5 

第1章 

図1.1-2(2) 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-2（2）液状化危険度（ケース 2）

の追加 

 

【図の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 
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表 16.1-1（49）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P1.1-6 

第1章 

図1.1-2(3) 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-2（3）液状化危険度（ケース 3）

の追加 

 

【図の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 

資料編 

P1.1-7 

第1章 

図1.1-2(4) 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-2（4）液状化危険度（ケース 4）

の追加 

 

【図の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 

資料編 

P1.1-8 

第1章 

図1.1-3(1) 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-3（1）沈下量（ケース 1）の追加 

 

【図の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 

資料編 

P1.1-9 

第1章 

図1.1-3(2) 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-3（2）沈下量（ケース 2）の追加 

 

【図の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 

資料編 

P1.1-10 

第1章 

図1.1-3(3) 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-3（3）沈下量（ケース 3）の追加 

 

【図の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 
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表 16.1-1（50）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P1.1-11 

第1章 

図1.1-3(4) 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-3（4）沈下量（ケース 4）の追加 

 

【図の出典】 

出典：「長野県地震被害想定調査報告書

（概要版）」（平成 27年 3 月 長野県

危機管理部危機管理防災課） 

資料編 

P1.1-12 

第1章 

（記載なし） 2) ゆれやすさマップ  

調査対象地域における表層地盤のゆれ

やすさを図 1.1-4 に示す。 

資料編 

P1.1-12 

第1章 

図1.1-4 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-4 ゆれやすさマップの追加 

 

【図の出典】 

出典：「ゆれやすさマップ」（平成 30

年 7月確認 内閣府 HP） 

資料編 

P1.1-13 

第1章 

（記載なし） 1.1.3 防災効果  

計画路線と土砂災害警戒区域等の位置

及び浸水想定区域の位置を、図 1.1-5

（P1.1-14）及び図 1.1-6（P1.1-15）に

示す。 

資料編 

P1.1-14 

第1章 

図1.1-5 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-5土砂災害警戒区域等の位置の追

加 

資料編 

P1.1-15 

第1章 

図1.1-6 

（記載なし） 【図の追加】 

図 1.1-6 浸水想定区域の位置の追加 
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表 16.1-1（51）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P3.1-2 

第3章 

図3.1-1(1) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-3 

第3章 

図3.1-1(2) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-4 

第3章 

図3.1-1(3) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-5 

第3章 

図3.1-1(4) 

－ 【図の修正】 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-6 

第3章 

図3.1-1(5) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-7 

第3章 

図3.1-1(6) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-8 

第3章 

図3.1-1(7) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-9 

第3章 

図3.1-1(8) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-10 

第3章 

図3.1-1(9) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 
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表 16.1-1（52）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P3.1-11 

第3章 

図3.1-1(10) 

－ 【図の修正】 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-12 

第3章 

図3.1-1(11) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-13 

第3章 

図3.1-1(12) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-14 

第3章 

図3.1-1(13) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-15 

第3章 

図3.1-1(14) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-16 

第3章 

図3.1-1(15) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-17 

第3章 

図3.1-1(16) 

－ 【図の修正】 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-18 

第3章 

図3.1-1(17) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-19 

第3章 

図3.1-1(18) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 
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表 16.1-1（53）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P3.1-20 

第3章 

図3.1-1(19) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-21 

第3章 

図3.1-1(20) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-22 

第3章 

図3.1-1(21) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-23 

第3章 

図3.1-1(22) 

－ 【図の修正】 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-24 

第3章 

図3.1-1(23) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.1-25 

第3章 

図3.1-1(24) 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.3-4 

第3章 

図3.3-1 

－ 【図の修正】 

道路敷地境界から 15m又は 20m 地点のラ

イン（背後地）の色分け 

凡例の修正 

資料編 

P3.3-5 

第3章 

表3.3-4(1) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

資料編 

P3.3-5 

第3章 

表3.3-4(2) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 
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表 16.1-1（54）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P3.3-6 

第3章 

表3.3-5(1) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

資料編 

P3.3-6 

第3章 

表3.3-5(2) 

【評価】 

基準又は目標との整合が図られている。 

【評価】 

基準との整合が図られている。 

資料編 

P5.2-1 

第5章 

（記載なし） 5.2 予測地域及び予測地点の状況  

5.2.1 縦断の状況  

計画路線の縦断図及び予測地点の横断

図を図 5.2-1（P5.2-2）に示す。 

資料編 

P5.2-2 

第5章 

図5.2-1 

（記載なし） 【図の追加】 

図 5.2-1縦断図及び予測地点の横断図の

追加 

資料編 

P5.3-1 

第5章 

（記載なし） 5.3 環境保全措置の検討  

5.3.1 通水工法の概要  

通水工法とは、地下に構造物を構築する

際に行う工法である。上流側で地下水を

集め（集水）、構造物との交差区間をパ

イプなどで通過（通水）、下流側で地盤

に還元（涵養）することで、地下水流動

環境の変化を防ぐことができる。通水工

法のイメージ図 5.3-1 に示す。 

資料編 

P5.3-1 

第5章 

図5.3-1 

（記載なし） 【図の追加】 

図 5.3-1 通水工法のイメージの追加 
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表 16.1-1（55）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P6.2-1 

第6章 

（記載なし） 6.2 生息基盤の改変量 

当該地域では、ミヤマシジミ（環境省

RL：絶滅危惧種ⅠB 類、長野県 RL：絶滅

危惧Ⅱ類）とオオムラサキ（環境省 RL：

準絶滅危惧、長野県 RL：留意種）に関し

て、保全･保護活動が盛んである。また、

現地確認された動物種は「樹林地、農耕

地、河川、市街地･集落」などの環境を

生息基盤とし、現地確認された重要な動

物もこれらのいずれ又は複数の環境を

主な生息基盤とする。 

このことから、保全･保護活動が盛んで

ある「ミヤマシジミ、オオムラサキ」の

2 種については食草の生育数量を中心

に、他の重要な動物については主な生息

基盤の占有面積を中心に計画道路等に

よる改変量の程度を把握した。把握に当

たっては、長野県環境影響評価技術指針

マニュアル（平成 28 年 10 月、長野県環

境部）の主旨に準拠した形で整理を行っ

た。 

 

6.2.1 ミヤマシジミの生息状況 

1) 事業実施区域及びその周辺のミヤマ

シジミの生息状況（全線） 

事業実施区域及びその周辺のミヤマシ

ジミの生息状況等は、表 6.2 1 に示す。

ミヤマシジミは調査地域内で61箇所160

個体を現地確認した。このうち、計画道

路等の通過又は直接改変が予定される

箇所（事業実施区域内）は 2箇所 2個体

である。事業実施区域の確認地点は、い

ずれも計画道路が橋梁形式で通過し、確

認地点の立地（環境）が直接改変されな

い場所である。当該種の幼虫の主な食草

であるコマツナギの群生点は、事業実施

区域内で確認されていない。なお、「保

護･保全研究活動の場」は計画路線区域

から 130m 程度離れており、当該地の直

接改変はない。 
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表 16.1-1（56）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P6.2-1 

第6章 

表6.2-1 

（記載なし） 表 6.2-1事業実施区域及びその周辺のミ

ヤマシジミの生息状況（全線） 
注目すべき種の生息地 

調査地域 事業実施区域 

現況 工事実施後 改変率 現況 工事実施後 改変率 

種 ミヤマシジミ 
61箇所 61 箇所 0％ 2 箇所 2 箇所 0％ 

160 個体 160 個体 0％ 2 個体 2 個体 0％ 

食草 
コマツナギ 

（群生点） 

60箇所 60 箇所 0％ 0 箇所 - - 

3426 株 3426 株 0％ 0 株 - -  

  【表の注釈】 

注：事業実施区域のミヤマシジミの確認

地点（2箇所 大沢川渡河部及び三峰川

渡河部左岸）は、計画道路が橋梁形式で

通過し、確認地点の立地（環境）が直接

改変されない。 

資料編 

P6.2-2 

第6章 

（記載なし） 2) Ａ地区のミヤマシジミの生息状況  

事業実施区域及びその周辺のミヤマシ

ジミの生息状況等のうち、幼虫の食草の

コマツナギが比較的多く生育するＡ地

区の情報を抽出して整理した。整理した

結果を表 6.2-2 に示す。ミヤマシジミは

調査地区内で 3箇所 4個体を現地確認し

た。いずれの確認地点も事業実施区域外

の場所に位置し、計画道路等による直接

改変が予定される場所でない。当該種の

幼虫の主な食草であるコマツナギの群

生点は、事業実施区域内で確認されてい

ない。 

資料編 

P6.2-2 

第6章 

表6.2-2 

（記載なし） 表 6.2-2Ａ地区のミヤマシジミの生息状

況 
注目すべき種の生息地 

調査地域 事業実施区域 

現況 工事実施後 改変率 現況 工事実施後 改変率 

種 ミヤマシジミ 
3 箇所 3 箇所 0％ 0 箇所 - - 

4 個体 4 個体 0％ 0 個体 - - 

食草 
コマツナギ 

（群生点） 

18 箇所 18 箇所 0％ 0 箇所 - - 

564 株 564 株 0％ 0 株 - -  
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表 16.1-1（57）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P6.2-2 

第6章 

（記載なし） 3) Ｂ地区のミヤマシジミの生息状況  

事業実施区域及びその周辺のミヤマシ

ジミの生息状況等のうち、幼虫の食草の

コマツナギが比較的多く生育するＢ地

区の情報を抽出して整理した。整理した

結果を表 6.2-3 に示す。ミヤマシジミは

調査地区内で 33箇所 33個体を現地確認

した。このうち、計画道路等の通過又は

直接改変が予定される箇所（事業実施区

域内）は 1箇所 1個体である。事業実施

区域の確認地点は、計画道路が橋梁形式

で通過し、確認地点の立地（環境）が直

接改変されない場所である。当該種の幼

虫の主な食草であるコマツナギの群生

点は、事業実施区域内で確認されていな

い。 

資料編 

P6.2-2 

第6章 

表6.2-3 

（記載なし） 表 6.2-3Ｂ地区のミヤマシジミの生息状

況 
注目すべき種の生息地 

調査地域 事業実施区域 

現況 工事実施後 改変率 現況 工事実施後 改変率 

種 ミヤマシジミ 
16 箇所 16 箇所 0％ 1 箇所 1箇所 0％ 

33 個体 33 個体 0％ 1 個体 1個体 0％ 

食草 
コマツナギ 

（群生点） 

10 箇所 10 箇所 0％ 0 箇所 - - 

375 株 375 株 0％ 0 株 - -  

  【表の注釈】 

注：事業実施区域のミヤマシジミの確認

地点（1箇所）は、計画道路が橋梁形式

で通過し、確認地点の立地（環境）が直

接改変されない。 

資料編 

P6.2-3 

第6章 

（記載なし） 6.2.2 オオムラサキの生息状況  

1) 事業実施区域及びその周辺のオオム

ラサキの生息状況（全線）  

事業実施区域及びその周辺のオオムラ

サキの生息状況等は、表 6.2-4 に示す。

オオムラサキは調査地域内で34箇所129

個体を現地確認した。いずれの確認地点

も事業実施区域外の場所に位置し、計画

道路等による直接改変が予定される場

所でない。当該種の幼虫の主な食草であ

るエノキ及びエゾエノキの樹木は、調査

地域内で少なくとも 58箇所 82株を現地

確認した。このうち、計画道路等による

直接改変が予定される場所（事業実施区

域内）は、少なくとも 2箇所 2株であり、

これらの食草の樹木は事業によって消

滅する。 

 



16-58 
 

 

表 16.1-1（58）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P6.2-3 

第6章 

表6.2-4 

（記載なし） 表 6.2-4事業実施区域及びその周辺のオ

オムラサキの生息状況 
注目すべき種の生息地 

調査地域 事業実施区域 

現況 工事実施後 改変率 現況 工事実施後 改変率 

種 オオムラサキ 
34 箇所 34 箇所 0％ 0 箇所 - - 

129 個体 129 個体 0％ 0 個体 - - 

 エノキ 
37 箇所 36 箇所 -3％ 1 箇所 0 箇所 -100％ 

53 株 52 株 -2％ 1 株 0株 -100％ 

食草 エゾエノキ 
21 箇所 20 箇所 -5％ 1 箇所 0 箇所 -100％ 

29 株 28 株 -3％ 1 株 0株 -100％ 

 食草小計 
58 箇所 56 箇所 -3％ 2 箇所 0 箇所 -100％ 

82 株 80 株 -2％ 2 株 0株 -100％  

  【表の注釈】 

注：食草のエノキ類の株数は、現地調査

により確認記録できたもののみの数量

となっている。 

資料編 

P6.2-4 

第6章 

（記載なし） 2) 食草が比較的多く生育すると思われ

る地区のオオムラサキの生息状況  

事業実施区域及びその周辺のオオムラ

サキの生息状況等のうち、食草のエノ

キ・エゾエノキが比較的多く生育すると

思われる地区の情報を抽出して整理し

た。整理した結果を表 6.2-5 に示す。オ

オムラサキは調査地区内で 3箇所 3個体

を現地確認した。いずれの確認地点も事

業実施区域外の場所に位置し、計画道路

等による直接改変が予定される場所で

ない。当該種の幼虫の主な食草であるエ

ノキ及びエゾエノキの樹木は、調査地区

内で少なくとも30箇所 28株を現地確認

した。このうち、計画道路等による直接

改変が予定される場所（事業実施区域

内）は、少なくとも 2箇所 2株であり、

これらの食草の樹木は事業によって消

滅する。 

資料編 

P6.2-4 

第6章 

表6.2-5 

（記載なし） 表 6.2-5食草が比較的多く生育すると思

われる地区のオオムラサキの生息状況 
注目すべき種の生息地 

調査地域 事業実施区域 

現況 工事実施後 改変率 現況 工事実施後 改変率 

種 オオムラサキ 
3 箇所 3 箇所 0％ 0 箇所 - - 

3 個体 3 個体 0％ 0 個体 - - 

 エノキ 
24 箇所 23 箇所 -4％ 1 箇所 0 箇所 -100％ 

33 株 32 株 -3％ 1株 0株 -100％ 

食草 エゾエノキ 
6 箇所 5 箇所 -17％ 1 箇所 0 箇所 -100％ 

6株 5 株 -17％ 1株 0株 -100％ 

 食草小計 
30 箇所 28 箇所 -7％ 2 箇所 0 箇所 -100％ 

39 株 37 株 -5％ 2株 0株 -100％ 

 
 

  【表の注釈】 

注：食草のエノキ類の株数は、現地調査

により確認記録できたもののみの数量

となっている。 
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表 16.1-1（59）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P6.2-5 

第6章 

（記載なし） 6.2.3 動物の主な生息基盤の変化の程

度 

動物の主な生息基盤の変化の程度は、表

6.2 6 に示す。事業実施に伴い計画道路

等による直接改変の可能性がある立地

は 0.16ha で、調査地域全体の 8%程度で

ある。直接改変の可能性ある立地（事業

実施区域内）での主な生息基盤の占有面

積は、「農耕地（44.98ha）」が一番大

きく、次いで「市街地･集落（9.89ha）、

樹林地（3.78ha）」の順に大きい。河川

の直接改変の可能性ある立地は約 1.5ha

程度であり、「河川（疎林･草地）」が

1.07ha で、「河川（開放水域）」が 0.44ha

である。 

資料編 

P6.2-5 

第6章 

表6.2-6 

（記載なし） 表 6.2-6動物の主な生息基盤の変化の程

度 

主な生息基盤 

事業実施区域端から 250m 範囲 事業実施区域（計画道路等） 

現況 

（ha） 

工事実施後 

（ha） 

改変率 

（%） 

現況 

（ha） 

工事実施後 

（ha） 

改変率 

（%） 

樹林地 64.49 60.71 -6 3.78 0 -100 

農耕地 474.09 429.11 -9 44.98 0 -100 

河川（疎林･草地） 34.12 33.05 -3 1.07 0 -100 

河川（開放水域） 19.82 19.38 -2 0.44 0 -100 

市街地･集落 173.24 163.35 -6 9.89 0 -100 

計画道路等 0 60.16 - 0 60.16 - 

合  計 

（計画道路等を除く） 
765.75 705.59 -8 60.16 0 -100 

  

  【表の注釈】 

注 1：表中の数値は、現存植生図から事

業実施区域端から 250m 範囲の植生を抽

出し、整理した結果である。 

注 2：事業実施区域は、計画道路及び供

用後の法面や側道等を含む道路用地境

界までの範囲である。 

注 3：計画道路が橋梁形式の区間は橋脚

設置位置が検討中であるため、全て橋梁

形式の区間の占有地を便宜的に直接改

変の立地として整理した。 
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表 16.1-1（60）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P9.1-1 

第9章 

（記載なし） 第 9 章 景観、人と自然との触れ合いの

活動の場 

9.1 予測結果 

9.1.1 景観資源の状況 

1) 河成段丘の地域（河岸段丘） 

都市計画対象道路事業の実施により変

化が生じると想定される「河成段丘の地

域（河岸段丘）」における大久保北崖線、

中越南崖線及び中越北崖線の3箇所につ

いて、計画路線近傍のパース図により予

測した位置を図 9.1-1（P9.1-2）に、パ

ース図を写真 9.1-1（P9.1-3）に示す。 

資料編 

P9.1-2 

第9章 

図9.1-1 

（記載なし） 【図の追加】 

図 9.1-1 景観資源予測地点位置図（河岸

段丘の地域（河岸段丘））の追加 

資料編 

P9.1-3 

第9章 

写真9.1-1(1)

～(3) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-1(1)眺望資源の変化（P 大久保

北崖線）の追加 

写真 9.1-1(2)眺望資源の変化（Q 中越南

崖線）の追加 

写真 9.1-1(3)眺望資源の変化（R 中越北

崖線）の追加 

資料編 

P9.1-4 

第9章 

（記載なし） 9.1.2 主要な眺望景観の変化 

1) A 太田切川堤防上 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「A 太田切川堤防上」において、フ

ォトモンタージュ法により予測した写

真（評価書 12.12 景観（P12.12-17））

の拡大を写真 9.1-2(1)（P9.1-5）に示す。 

資料編 

P9.1-5 

第9章 

写真9.1-2(1) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2(1)主要な眺望景観の変化（拡

大）（A 太田切川堤防上） の追加 
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表 16.1-1（61）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P9.1-6 

第9章 

（記載なし） 2) B 大久保いきいき交流センター 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「B 大久保いきいき交流センター」

において、フォトモンタージュ法により

予測した写真（評価書 12.12 景観

（P12.12-19））の拡大を写真 9.1-2(2)

（P9.1-7）に示す。 

資料編 

P9.1-7 

第9章 

写真9.1-2(2) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（2）主要な眺望景観の変化（拡

大）（B 大久保いきいき交流センター）

の追加 

資料編 

P9.1-8 

第9章 

（記載なし） 3) C 大久保ダム 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「C 大久保ダム」において、フォト

モンタージュ法により予測した写真（評

価書 12.12 景観（P12.12-21））の拡大

を写真 9.1-2(3)（P9.1-9）に示す。 

資料編 

P9.1-9 

第9章 

写真9.1-2(3) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（3）主要な眺望景観の変化（拡

大）（C 大久保ダム）の追加 

資料編 

P9.1-10 

第9章 

（記載なし） 4) D 北の城橋 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「D 北の城橋」において、フォトモ

ンタージュ法により予測した写真（評価

書 12.12 景観（P12.12-23））の拡大を

写真 9.1-2(4)（P9.1-11）に示す。 

資料編 

P9.1-11 

第9章 

写真9.1-2(4) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（4）主要な眺望景観の変化（拡

大）（D 北の城橋）の追加 

資料編 

P9.1-12 

第9章 

（記載なし） 5) E ふるさとの丘 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「E ふるさとの丘」において、フォ

トモンタージュ法により予測した写真

（評価書 12.12 景観（P12.12-25））の

拡大を写真 9.1-2(5)（P9.1-13）に示す。 



16-62 
 

 

表 16.1-1（62）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P9.1-13 

第9章 

写真9.1-2(5) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（5）主要な眺望景観の変化（拡

大）（E ふるさとの丘）の追加 

資料編 

P9.1-14 

第9章 

（記載なし） 6) F 高烏谷山山頂（山頂から望む伊那

谷と中央アルプス） 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「F 高烏谷山山頂（山頂から望む伊

那谷と中央アルプス）」において、フォ

トモンタージュ法により予測した写真

（評価書 12.12 景観（P12.12-27））の

拡大を写真 9.1-2(6)（P9.1-15）に示す。 

資料編 

P9.1-15 

第9章 

写真9.1-2(6) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（6）主要な眺望景観の変化（拡

大）（F 高烏谷山山頂（山頂から望む伊

那谷と中央アルプス））の追加 

資料編 

P9.1-16 

第9章 

（記載なし） 7) G 原新田地区水田 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「G 原新田地区水田」において、フ

ォトモンタージュ法により予測した写

真（評価書 12.12 景観（P12.12-29））

の拡大を写真 9.1-2(7)（P9.1-17）に示

す。 

資料編 

P9.1-17 

第9章 

写真9.1-2(7) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（7）主要な眺望景観の変化（拡

大）（G 原新田地区水田）の追加 

資料編 

P9.1-18 

第9章 

（記載なし） 8) H 中央道伊那スキーリゾート 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「H 中央道伊那スキーリゾート」に

おいて、フォトモンタージュ法により予

測した写真（評価書 12.12 景観

（P12.12-31））の拡大を写真 9.1-2(8)

（P9.1-19）に示す。 

資料編 

P9.1-19 

第9章 

写真9.1-2(8) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（8）主要な眺望景観の変化（拡

大）（H 中央道伊那スキーリゾート）の

追加 
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表 16.1-1（63）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P9.1-20 

第9章 

（記載なし） 9) I 伊那市美篶上川手（春の三峰川堤

防） 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「I 伊那市美篶上川手（春の三峰川

堤防）」において、フォトモンタージュ

法により予測した写真（評価書 12.12 景

観（P12.12-33））の拡大を写真 9.1-2(9)

（P9.1-21～22）に示す。 

資料編 

P9.1-21 

第9章 

写真9.1-2(9) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2(9)主要な眺望景観の変化（拡

大）（I伊那市美篶上川手（春の三峰川

堤防）（1）） の追加 

資料編 

P9.1-22 

第9章 

写真9.1-2(9) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2(9)主要な眺望景観の変化（拡

大）（I伊那市美篶上川手（春の三峰川

堤防）（2）） の追加 

資料編 

P9.1-23 

第9章 

（記載なし） 10) K 宮田村大久保地区 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「K 宮田村大久保地区」において、

フォトモンタージュ法により予測した

写真（評価書 12.12 景観（P12.12-37））

の拡大を写真 9.1-2(10)（P9.1-24）に示

す。 

資料編 

P9.1-24 

第9章 

写真

9.1-2(10) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（10）主要な眺望景観の変化

（拡大）（K 宮田村大久保地区）の追加 

資料編 

P9.1-25 

第9章 

（記載なし） 11) L 伊那市下殿島地区 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「L 伊那市下殿島地区」において、

フォトモンタージュ法により予測した

写真（評価書 12.12 景観（P12.12-39））

の拡大を写真 9.1-2(11)（P9.1-26）に示

す。 
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表 16.1-1（64）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P9.1-26 

第9章 

写真

9.1-2(11) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（11）主要な眺望景観の変化

（拡大）（L 伊那市下殿島地区）の追加 

資料編 

P9.1-27 

第9章 

（記載なし） 12) M 伊那市原新田地区 

都市計画対象道路事業の実施により主

要な眺望景観の変化が生じると想定さ

れる「M 伊那市原新田地区」において、

フォトモンタージュ法により予測した

写真（評価書 12.12 景観（P12.12-41））

の拡大を写真 9.1-2(12)（P9.1-28）に示

す。 

資料編 

P9.1-28 

第9章 

写真

9.1-2(12) 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-2（12）主要な眺望景観の変化

（拡大）（M 伊那市原新田地区）の追加 
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表 16.1-1（65）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P9.1-29 

第9章 

（記載なし） 9.1.3 人と自然との触れ合いの活動の場

における風景の変化 

1) O 三峰川サイクリング・ジョギング

ロード 

眺望点「Ｉ伊那市美篶上川手（春の三峰

川堤防）」は、三峰川堤防上に存在する

三峰川サイクリング・ジョギングロード

上となっている。三峰川サイクリング・

ジョギングロードは、計画路線と交差す

る箇所において特に近接することから、

人と自然との触れ合いの活動の場に対

する快適性の変化における風景の変化

について、交差箇所付近のフォトモンタ

ージュにより把握した。予測した位置を

図 9.1- 2（P9.1-30）に、写真を写真 9.1- 

3（P9.1-31）に示す。 

交差箇所付近における風景に変化は生

じるが、中央アルプスのスカイラインの

切断は生じていない。 

また、サイクリング・ジョギングロード

の付け替えをボックスカルバートとし

た場合について、市道を併設することか

ら断面が大きくなるため重大な圧迫感

は生じず、雰囲気を阻害する区間は部分

的である。付け替えた三峰川サイクリン

グ・ジョギングロードのボックスカルバ

ートと計画路線との関係を、写真 9.1-4

（P9.1-32）に示す。 

資料編 

P9.1-30 

第9章 

図9.1-2 

（記載なし） 【図の追加】 

図 9.1-2 景観予測地点位置図（三峰川サ

イクリング・ジョギングロード）の追加 

資料編 

P9.1-31 

第9章 

写真9.1-3 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真 9.1-3 主要な眺望景観の変化（O 三

峰川サイクリング・ジョギングロード）

の追加 

資料編 

P9.1-32 

第9章 

写真9.1-4 

（記載なし） 【写真の追加】 

写真9.1-4付け替えた三峰川サイクリン

グ・ジョギングロードのボックスカルバ

ートと計画路線との関係の追加 
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表 16.1-1（66）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P11.1-1 

第11章 

（記載なし） 11.1.1 「ASJ RTN-Model 2013」による

道路交通騒音（LAeq）の予測計算例  

評価書（「第 12章 12.1 騒音 12.2.1

自動車の走行に係る騒音」（P12.2-1））

に示した（社）日本音響学会の「ASJ 

RSJ-Model 2013」による道路交通騒音の

予測について、計算例を以下に示す。 

「6.伊那市原新田」における計算例とし

て、後背地 4.2m 昼間の遮音壁の設置有

無に関する等価騒音レベルを示す。計算

例の対象を表 11.1 1 に、音源及び受音

点の座標を表 11.1 2 に、予測条件を表

11.1 3 及び表 11.1 4（P11.1-2）に、予

測結果を表 11.1 5（P11.1-2）に示す。

なお、ここでは計算例として代表断面の

数値のみを示す。 

資料編 

P11.1-1 

第11章 

表11.1-1 

（記載なし） 表 11.1-1 自動車の走行騒音予測計算例 
 計算例 

予測地点 6伊那市原新田 

東西側 東側 

位置 後背地 

予測高さ 4.2m 

時間帯 昼間 

既存道路 既存道路は考慮しない 

  

資料編 

P11.1-1 

第11章 

表11.1-2 

（記載なし） 表 11.1-2 計算例における音源及び受音

点の座標（6.伊那市原新田） 

[単位：m]  
遮音壁の 

有無 

音源 受音点 

X 座標 Y 座標 Z 座標 
ユニット

間隔 
X 座標 Y 座標 Z 座標 

地盤 

高さ 

遮音壁なし -46265.0 -19977.2 695.0 10.0 -46232.5 -19975.2 4.2 694.2 

遮音壁あり -46265.0 -19977.2 695.0 10.0 -46232.5 -19975.2 4.2 694.2 

  

  【表の注釈】 

※：代表断面の数値を示す。 

資料編 

P11.1-1 

第11章 

表11.1-3 

（記載なし） 表 11.1-3 計算例における自動車の走行

騒音予測条件その１（6.伊那市原新田） 

遮音壁の 

有無 

走行速度 

大型車類 

パワー 

レベル 

伝搬距離 距離減衰量 回折距離 行路差σ 

（km/h） （dB） （ｍ） （dB） （ｍ） （ｍ） 

遮音壁なし 60.0 106.5 32.76 30.3 - - 

遮音壁あり 60.0 106.5 32.76 30.3 32.81 0.058 

  

  【表の注釈】 

※：代表断面の数値を示す。 
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表 16.1-1（67）知事意見を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編 

P11.1-2 

第11章 

表11.1-4 

（記載なし） 表 11.1-4 計算例における自動車の走行

騒音予測条件その２（6.伊那市原新田） 

遮音壁の 

有無 

回折減音量 地表面減衰量 縦断勾配 縦断勾配補正値 

（dB） （dB） （%） （dB） 

遮音壁なし 0.0 0 -0.3 0 

遮音壁あり 8.2 0 -0.3 0 

  

  【表の注釈】 

※：代表断面の数値を示す。 

資料編 

P11.1-2 

第11章 

表11.1-5 

（記載なし） 表 11.1-5 計算例における自動車の走行

騒音予測結果（6.伊那市原新田） 

遮音壁の 

有無 

音源 iからの 

騒音レベル 

LA,I 

音源 iの 

単発暴露 

騒音レベル 

LAE 

大型車類 小型車類 

等価騒音 

レベル 

LAeq 

（dB） （dB） （台/時） （台/時） （dB） 

遮音壁なし 68.2 66.0 584 56 65 

遮音壁あり 60.0 57.8 584 56 62 

  

  【表の注釈】 

※：代表断面の数値を示す。 
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表 16.1-2（1）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

全体 － 誤記を修正した。気象、大気質、水質に

係るデータ、各種統計データなどは、評

価書作成時点での最新データへの更新

を行った。 

表紙 （仮称）都市計画道路 伊駒アルプスロ

ード 

都市計画道路 伊駒アルプスロード線 

目次 第 12 章 都市計画対象事業に係る環境

影響評価の結果 

第 12 章 都市計画対象道路事業に係る

環境影響評価の結果 

P1-1 

第1章 

（仮称）都市計画道路 伊駒アルプスロ

ード 

都市計画道路 伊駒アルプスロード線 

P3-1 

第3章 

【1～3行目】 

国道 153号は伊那谷の骨格を成すととも

に、中央自動車道の代替路ともなる広域

的な幹線道路であり、伊駒アルプスロー

ドは、国道 153 号の伊南バイパスと伊那

バイパスとを結ぶ道路である。 

【1～3行目】 

国道153号は伊那谷の骨格を成すととも

に、中央自動車道の代替路ともなる広域

的な幹線道路であり、伊駒アルプスロー

ドは、国道 153 号の伊南バイパス線と伊

那バイパスとを結ぶ道路である。 

P3-1 

第3章 

表3.1.1-1 

（②円滑で安全な交通の確保【1～3 行

目】） 

伊那谷（伊南バイパスと伊那バイパス）

を結ぶ主要幹線道路（伊駒アルプスロー

ド）が必要である。 

（②円滑で安全な交通の確保【1～3行

目】） 

伊那谷（伊南バイパスと伊那バイパス）

を結ぶ主要幹線道路（伊駒アルプスロー

ド線）が必要である。 

P3-2 

第3章 

図3.1.2-1 

－ 【図の修正】 

伊那バイパス、伊那インター線の修正 

 【図の注釈】 

注 2：駒ヶ岳スマート IC は平成 30 年 3

月に開通予定である。 

【図の注釈】 

注 2：点線区間は、未整備区間を示す。 

P3-3 

第3章 

【4～6行目】 

救急車両の交通網は、主要幹線道路とし

ての役割を果たす伊南バイパスと伊那

バイパスが接続されていないことから、

伊駒アルプスロードが整備されること

で、円滑で安全な交通の確保及び災害に

強い道路網の構築が見込まれる。 

【4～6行目】 

救急車両の交通網は、主要幹線道路とし

ての役割を果たす伊南バイパスと伊那

バイパスが接続されていないことから、

伊駒アルプスロード線が整備されるこ

とで、円滑で安全な交通の確保及び災害

に強い道路網の構築が見込まれる。 
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表 16.1-2（2）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P3-3 

第3章 

【11～13 行目】 

このため、伊駒アルプスロードを整備す

ることにより、4車線の代替道路の確保

及び渋滞時の交通が分散されるため、現

在よりもスムーズな患者の搬送が可能

となる。 

【11～13 行目】 

このため、伊駒アルプスロード線を整備

することにより、4 車線の代替道路の確

保及び渋滞時の交通が分散されるため、

現在よりもスムーズな患者の搬送が可

能となる。 

P3-3 

第3章 

図3.1.2-2 

－ 

 

【図の修正】 

伊那バイパス、伊那インター線の修正 

 【図の注釈】 

（記載なし） 

【図の注釈】 

注 2：点線区間は、未整備区間を示す。 

P3-4 

第3章 

【1～2行目】 

伊駒アルプスロードが整備されるこ

とによって、既存道路の交通量が分散さ

れ、慢性的に混雑している国道 153 号を

含む既存道路の渋滞解消が見込まれる。 

【1～2行目】 

伊駒アルプスロード線が整備される

ことによって、既存道路の交通量が分散

され、慢性的に混雑している国道 153 号

を含む既存道路の渋滞解消が見込まれ

る。 

P3-4 

第3章 

表3.1.2-1 

番号 路線名 現状の交通量（H27）※ 計画交通量（H42） 

1 中央自動車道 32,939 27,800 

2 国道 153 号 17,017 9,800 

3 国道 361 号 11,972 6,800 

4 （主）伊那生田飯田線 3,109 400 

5 伊駒アルプスロード － 23,600  

番号 路線名 現状の交通量（H27）※ 計画交通量（H42） 

1 中央自動車道 32,939 27,800 

2 国道 153 号 17,017 9,800 

3 国道 361 号 11,972 6,800 

4 （主）伊那生田飯田線 3,109 400 

5 伊駒アルプスロード線 － 23,600  

P3-4 

第3章 

表3.1.2-1 

【表の注釈】 

注 1：伊駒アルプスロードの計画交通量

は区間毎に異なり、20,000～23,600 台／

日を見込んでいる。 

【表の注釈】 

注 1：伊駒アルプスロード線の計画交通

量は区間毎に異なり、20,000～23,600 台

／日を見込んでいる。 

P3-4 

第3章 

図3.1.2-3 

－ 【図の修正】 

伊那バイパス、伊那インター線の修正 

 【図の注釈】 

（記載なし） 

【図の注釈】 

注 2：点線区間は、未整備区間を示す。 

P3-5 

第3章 

図3.2.2-1 

【図の修正】 

（仮称）都市計画道路伊駒アルプスロー

ド 

【図の修正】 

都市計画道路伊駒アルプスロード線 

P3-6 

第3章 

図3.2.3-1 

－ 【図の修正】 

リニア中央新幹線計画ルートの追加 
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表 16.1-2（3）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P3-15 

第3章 

図3.2.12-2 

(1) 

【図の修正】地表式（切土部） 

幅 69m、盛土幅 1.5m、深さ 15ｍ 

【図の修正】地表式（切土部） 

（削除） 

P3-24 

第3章 

表3.2.13-3 

地点 道路名 1 日最大延べ工事用車両台数 

宮田村 村道 12 号線 140 

宮田村 一般国道 153 号 800 

宮田村 一般県道栗林宮田停車場線  60 

宮田村 村道 16 号線 340 

伊那市西春近 取付道路 340 

伊那市東春近 一般県道車屋大久保線  60 

伊那市東春近 市道南部線 200 

伊那市東春近 主要地方道伊那生田飯田線 400 

伊那市美篶 市道ナイスロード 200  

地点 道路名 1 日最大延べ工事用車両台数 

宮田村 村道 12号線 140 

宮田村 一般国道 153 号 800 

宮田村 一般県道栗林宮田停車場線  60 

宮田村 村道 16号線 340 

伊那市西春近 取付道路 340 

伊那市東春近 一般県道車屋大久保線  60 

伊那市東春近 市道南部線 200 

伊那市東春近 主要地方道伊那生田飯田線 400 

伊那市東春近 一般県道沢渡高遠線 200 

伊那市美篶 市道ナイスロード 200  

P3-25 

第3章 

図3.2.13-6 

－ 【図の修正】 

一般県道沢渡高遠線の修正 

一般県道沢渡高遠線の工事用車両台数

の追加 

P3-27 

第3章 

【1～3行目】 

伊駒アルプスロードは、PI（パブリッ

ク・インボルブメント）の手法により、

事業の構想段階から第三者委員会を設

置するとともに、アンケートやワークシ

ョップにより住民意見を反映しながら、

概略計画（ルート帯）の検討を進めてき

た。 

【1～3行目】 

伊駒アルプスロード線は、PI（パブリッ

ク・インボルブメント）の手法により、

事業の構想段階から第三者委員会を設

置するとともに、アンケートやワークシ

ョップにより住民意見を反映しながら、

概略計画（ルート帯）の検討を進めてき

た。 

 【32～36 行目】 

（記載なし） 

【32～36 行目】 

平成 30 年 3 月に環境影響評価準備書

（以下、「準備書」という。）を公表す

るとともに「伊駒アルプスロード環境影

響評価準備書説明会」において、都市計

画(案)と準備書の説明を行い、3 月から

4 月にかけて準備書に関する一般住民

からの意見を聴取した。また、4 月から

7 月に長野県環境影響評価技術委員会

より準備書に対する環境の保全の見地

からの助言を受けるとともに、準備書に

関する公聴会を行って一般住民からの

意見を聴取した。 

P3-29 

第3章 

図3.3.1-1 

（記載なし） 【図の修正】 

環境影響評価準備書の手続きの追加 

P4-19 

第4章4.1.1 

【1～2行目】 

長野県では、「騒音規制法」（昭和 43

年 6月 10 日 法律第 98 号）に基づく幹

線道路沿道における自動車騒音を、68 箇

所で測定している。 

【1～2行目】 

長野県内では、「騒音規制法」（昭和 43

年 6月 10日 法律第 98 号）に基づく幹

線道路沿道における自動車騒音を、64 箇

所で測定している。 
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表 16.1-2（4）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P4-21 

第4章4.1.2 

表4.1.2-1 

【表の修正】 

（天竜川の延長） 

118,453 

【表の修正】 

（天竜川の延長） 

1,567,700 

P4-28 

第4章4.1.2 

【6～8行目】 

継続監視調査箇所では『テトラクロロエ

チレン』4地点、『トリクロロエチレン』

2地点、『1,2-ジクロロエチレン』2地

点及び『硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素』

1地点で、環境基準を超過している。 

【6～8行目】 

継続監視調査箇所では『テトラクロロエ

チレン』2地点、『トリクロロエチレン』

2 地点、『1,2-ジクロロエチレン』1地

点及び『硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素』

1 地点で、環境基準を超過している。 

P4-28 

第4章4.1.2 

表4.1.2-4 

【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※：欠測の 1井戸を含む。 

P4-46 

第4章4.1.4 

図4.1.4-3 

－ 【図の修正】 

河岸段丘の修正 

P4-65 

第4章4.1.5 

表4.1.5-17 

【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

注 3：ビワマスは琵琶湖水系のみに分布

するとされているが、伊那市史に在来種

として記載があることから、在来種とし

て掲載している。 

P4-73 

第4章4.1.5 

表4.1.5-22 

No. 
    項目 

既存資料 

植生 植物相 

植生 
巨樹･ 

巨木林 

維管束 

植物 

非維管束 

植物 

A 

天然記念物 

「駒ヶ根市指定文化財一覧（平成 29 年 7 月現在）」（駒ヶ根市社

会教育課）、「宮田村の文化財一覧表（平成元年 2月現在）」（宮田

村インターネット博物館）及び「伊那市の指定文化財一覧表（平

成 28年 8月現在）」（伊那市教育委員会生涯学習課文化財係） 

● ●   

B 

「第 3回自然環境保全基礎調査（植生調査）現存植生図【伊那、

高遠、赤穂、市野瀬】」（昭和 60･63 年 環境庁）、「第 4 回自然

環境保全基礎調査（植生調査）現存植生改変図【伊那、高遠、

赤穂、市野瀬】」（平成 6 年 環境庁）及び「第 5 回自然環境保

全基礎調査（植生調査）現存植生改変図【伊那、高遠、赤穂、

市野瀬】」（平成 11 年 環境庁） 

●    

C 
「第 5回自然環境保全基礎調査 特定植物群落調査 調査結果」

（環境省自然環境局生物多様性センター） 
●    

D 
「植物群落レッドデータ･ブック」（平成 8年 4月 15日、（財）日

本自然保護協会･（財）世界自然保護基金日本委員会） 
●    

E 

「第 4回自然環境保全基礎調査 巨樹･巨木林調査 調査結果」

及び「第 6回自然環境保全基礎調査 巨樹･巨木林フォローアッ

プ調査 調査結果」（環境省自然環境局生物多様性センター）並

びに「第 4回自然環境保全基礎調査 日本の巨樹･巨木林 甲信

越･北陸版」（平成 3年 環境庁） 

 ●   

F 

1 
「平成 18年度 河川水辺の国勢調査 植物調査【天竜川】」（河

川環境データベース） 
  ●  

2 
「平成 23 年度 河川水辺の国勢調査 河川環境基図作成調査

【天竜川】」（河川環境データベース） 
  ●  

G 

1 

「長野県版レッドデータブック ～長野県の絶滅のおそれのある

野生動物～ 維管束植物編」（平成 14 年 3 月、長野県自然保護研

究所・長野県生活環境部環境自然保護課） 

  ●  

2 

「長野県版レッドデータブック ～長野県の絶滅のおそれのある

野生動物～ 非維管束植物編・植物群落編」（平成 17 年 3月 長

野県自然保護研究所・長野県生活環境部自然保護課） 

   ● 

3 

「長野県版レッドリスト ～長野県の絶滅のおそれのある野生動

物～ 植物編 2014」（平成 26年 3月 長野県環境部自然保護課・

長野県環境保全研究所自然環境部） 

●  ● ● 

H 

1 
「駒ヶ根市誌 自然編Ⅱ［駒ヶ根市の自然］」（平成 19 年 駒ヶ

根市誌編纂委員会） 
  ● ● 

2 「宮田村誌 上巻」（昭和 57年 宮田村誌編纂委員会）   ● ● 

3 「伊那市史 自然編」（昭和 56年 伊那市史編纂委員会）   ● ● 

I 
「ハッチョウトンボを育む会ホームページ」(平成 28 年 1 月確認

ハッチョウトンボを育む会) 
  ● ●  

No. 
    項目 

既存資料 

植生 植物相 

植生 
巨樹･ 

巨木林 

維管束 

植物 

非維管束 

植物 

A 

天然記念物 

「駒ヶ根市指定文化財一覧」（平成 29年 7月現在 駒ヶ根市社会

教育課）、「宮田村の文化財一覧表」（平成元年 2 月現在 宮田村

インターネット博物館）及び「伊那市の指定文化財一覧表」（平

成 28年 8月現在 伊那市教育委員会生涯学習課文化財係） 

● ●   

B 

「第 6回･第 7回自然環境保全基礎調査 植生調査 縮尺 1/2.5

万植生図【伊那、高遠、伊那宮田、信濃溝口、赤穂】」（平成 15･

25 年作成 環境省自然環境局生物多様性センター） 

●    

C 
「第 5 回自然環境保全基礎調査 特定植物群落調査 調査結果」

（環境省自然環境局生物多様性センター） 
●    

D 
「植物群落レッドデータ･ブック」（平成 8年 4月 15 日 （財）

日本自然保護協会･他） 
●    

E 

「第 4 回自然環境保全基礎調査 巨樹･巨木林調査 調査結果」

及び「第 6 回自然環境保全基礎調査 巨樹･巨木林フォローアッ

プ調査 調査結果」（環境省自然環境局生物多様性センター）並

びに「第 4 回自然環境保全基礎調査 日本の巨樹･巨木林 甲信

越･北陸版」（平成 3年 環境庁） 

 ●   

F 

1 
「平成 18年度 河川水辺の国勢調査 植物調査 天竜川」（河川

環境データベース） 
  ●  

2 
「平成18年度及び平成23年度 河川水辺の国勢調査 河川環境

基図作成調査 天竜川」（河川環境データベース） 
  ●  

G 

1 
「長野県版レッドデータブック 維管束植物編」（平成 14年 3 月、

長野県生活環境部環境自然保護課･他） 
  ●  

2 
「長野県版レッドデータブック 非維管束植物編・植物群落編」

（平成 17年 3 月 長野県生活環境部自然保護課･他） 
   ● 

3 
「長野県版レッドリスト 植物編 2014」（平成 26 年 3 月 長野県

環境部自然保護課･他） 
●  ● ● 

H 

1 
「駒ヶ根市誌 自然編Ⅱ［駒ヶ根市の自然］」（平成 19年 駒ヶ

根市誌編纂委員会） 
  ● ● 

2 「宮田村誌 上巻」（昭和 57 年 宮田村誌編纂委員会）   ● ● 

3 「伊那市史 自然編」（昭和 56 年 伊那市史編纂委員会）   ● ● 

I 
「ハッチョウトンボを育む会ホームページ」(平成 30年 7月確認

ハッチョウトンボを育む会) 
  ● ● 

  

P4-91 

第4章4.1.5 

表4.1.5-29 

(2) 

【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

注 1：種名の末尾に”*”があるものは同

属で種レベルの種が確認されているた

め、種数の数えから除いている。 
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表 16.1-2（5）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P4-94 

第4章4.1.5 

図4.1.5-3 

【図の出典】 

「第 3回自然環境保全基礎調査（植生調

査）現存植生図」（昭和 60,63 年 環境

庁） 

「第 4回自然環境保全基礎調査（植生調

査）現存植生改変図」（平成 6年 環境

庁） 

「第 5回自然環境保全基礎調査（植生調

査）現存植生改変図」（平成 11 年 環

境庁） 

【図の出典】 

「第 3回自然環境保全基礎調査（植生調

査）現存植生図【伊那、高遠、赤穂、市

野瀬】」（昭和 60,63 年 環境庁） 

「第 4回自然環境保全基礎調査（植生調

査）現存植生改変図【伊那、高遠、赤穂、

市野瀬】」（平成 6年 環境庁） 

「第 5回自然環境保全基礎調査（植生調

査）現存植生改変図【伊那、高遠、赤穂、

市野瀬】」（平成 11 年 環境庁） 

P4-102 

第4章4.1.6 

表4.1.6-2 

番号 名称 出典 

1 中央道伊那スキーリゾート ①② 

2 ふるさとの丘 ① 

3 北の城橋（北の城橋より） ② 

4 伊那市西春近小出島（天竜の流れ） ② 

5 伊那市西春近小出島（天竜川の鮎漁） ② 

6 伊那市富県北福地（水田と中央アルプス） ② 

7 御殿場遺跡（御殿場遺跡と中央アルプス） ② 

8 真菰が池（伝説の真菰が池と中央アルプス） ② 

9 高烏谷山山頂（高烏谷山山頂から望む伊那谷と中央アルプス） ② 

10 春日公園（雪の春日公園） ② 

11 伊那市中央（川べりの街並み） ② 

12 伊那市美篶上川手（春の三峰川堤防） ② 

13 伊那市美篶上川手（水清く天竜に注ぐ） ② 

14 伊那市美篶上川手（三峰川、花の季節） ② 

15 三峰川橋（三峰川と残雪の中央アルプス） ② 

16 伊那市手良野口（収穫の秋の手良） ② 

17 伊那市下新田（春の天竜川） ③ 

18 信州伊那アルプス街道 ③ 

19 太田切川堤防上 ④ 

20 大久保いきいき交流センター ④ 

21 大久保発電所 ④ 

22 大久保ダム ④ 

23 猿岩水面展望所 ④ 

  

番号 名称 出典 

1 中央道伊那スキーリゾート ①② 

2 ふるさとの丘 ① 

3 北の城橋（北の城橋より） ② 

4 伊那市西春近小出島（天竜の流れ） ② 

5 伊那市西春近小出島（天竜川の鮎漁） ② 

6 伊那市富県北福地（水田と中央アルプス） ② 

7 御殿場遺跡（御殿場遺跡と中央アルプス） ② 

8 真菰が池（伝説の真菰が池と中央アルプス） ② 

9 高烏谷山山頂（高烏谷山山頂から望む伊那谷と中央アルプス） ② 

10 春日公園（雪の春日公園） ② 

11 伊那市中央（川べりの街並み） ② 

12 伊那市美篶上川手（春の三峰川堤防） ② 

13 伊那市美篶上川手（水清く天竜に注ぐ） ② 

14 伊那市美篶上川手（三峰川、花の季節） ② 

15 三峰川橋（三峰川と残雪の中央アルプス） ② 

16 伊那市手良野口（収穫の秋の手良） ② 

17 伊那市下新田（春の天竜川） ② 

18 信州伊那アルプス街道 ③ 

19 太田切川堤防上 ④ 

20 大久保いきいき交流センター ④ 

21 大久保発電所 ④ 

22 大久保ダム ④ 

23 猿岩水面展望所 ④  

 【表の出典】 

④「ホームページ」（平成 29 年 7月

確認 八十二文化財団、たびネット信

州、伊那谷観光情報、国土交通省、駒ヶ

根市、宮田村） 

【表の出典】 

④「ホームページ」（平成 30 年 7月

確認 国土交通省、駒ヶ根市） 

P4-103 

第4章4.1.6 

図4.1.6-2 

【図の出典】 

「ホームページ」（平成 29年 7月確認 八

十二文化財団、たびネット信州、伊那谷

観光情報、国土交通省、駒ヶ根市、宮田

村） 

【図の出典】 

「ホームページ」（平成 30 年 7 月確認

国土交通省、駒ヶ根市） 

P4-105 

第4章4.1.6 

表4.1.6-3 

(2) 

番号 名称 所在地 概要 出典 

17 高烏谷鉱泉 伊那市 湯治湯としての歴史のある高烏谷
た か ず や

山のふもとに存在す

る一軒宿 
③ 

18 春日公園 伊那市 
春日城址を中心に、伊那文化会館が園内に存在する都市

計画公園 
①②③ 

19 伊那公園 伊那市 市街地東の段丘上に位置し、桜の名所として有名 ①②③ 

20 
三峰川堤防の 

桜並木 
伊那市 三峰川堤防に存在する桜並木 ② 

21 美篶の桜並木 伊那市 
三峰川堤防沿いの 3 キロには約 200 本のソメイヨシノが植

えられている 
② 

22 

三峰川 

サイクリング 

・ジョギングロード 

(三峰川榛原河川公園) 

伊那市 
全長 10km を周回できるサイクリングジョギングロード

として整備 
②③⑧⑨ 

23 深妙寺 伊那市 県下最大規模のあじさい寺 ①②③⑨ 

24 常圓寺 伊那市 曹洞宗の寺院 ②⑨ 

25 思沢川のホタル 伊那市 蛍ヶ池までの沿道 200m に竹籠や行燈を設置 ⑨ 

26 せせらぎ公園 宮田村 小田切に隣接した公園 ⑨ 

  

番号 名称 所在地 概要 出典 

17 高烏谷鉱泉 伊那市 湯治湯としての歴史のある高烏谷
た か ず や

山のふもとに存在す

る一軒宿 
③ 

18 春日公園 伊那市 
春日城址を中心に、伊那文化会館が園内に存在する都市

計画公園 
①②③ 

19 伊那公園 伊那市 市街地東の段丘上に位置し、桜の名所として有名 ①②③ 

20 
三峰川堤防の 

桜並木 
伊那市 三峰川堤防に存在する桜並木 ② 

21 美篶の桜並木 伊那市 
三峰川堤防沿いの 3 キロには約 200 本のソメイヨシノが植

えられている 
②⑨ 

22 

三峰川 

サイクリング 

・ジョギングロード 

(三峰川榛原河川公園) 

伊那市 
全長 10km を周回できるサイクリングジョギングロード

として整備 
②③⑧⑨ 

23 深妙寺 伊那市 県下最大規模のあじさい寺 ①②③⑨ 

24 常圓寺 伊那市 曹洞宗の寺院 ②⑨ 

25 思沢川のホタル 伊那市 蛍ヶ池までの沿道 200m に竹籠や行燈を設置 ⑨ 

26 せせらぎ公園 宮田村 小田切に隣接した公園 ⑨ 
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表 16.1-2（6）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P4-106 

第4章4.1.6 

図4.1.6-3 

－ 【図の修正】 

22 三峰川サイクリング・ジョギングロ

ードの修正 

P4-110 

第4章4.2.2 

表4.2.2-1 

地目 長野県 駒ヶ根市 宮田村 伊那市 3 市村合計 

総面積 13,561.56 165.86 54.50 667.93 888.29 

田 646,232 16,034 4,116 38,883 59,033 

畑 693,218 3,959 942 17,510 22,411 

宅地 519,203 8,847 2,556 19,080 30,483 

鉱泉地 12 － － 1 1 

池沼 32,686 － － 36 36 

山林 6,243,980 42,743 37,712 300,380 380,835 

牧場 23,181 － － － － 

原野 859,639 9,771 363 55,371 65,505 

その他 4,543,449 84,505 8,811 236,669 329,985 

  

地目 長野県 駒ヶ根市 宮田村 伊那市 3市村合計 

総面積（km2） 13,561.56 165.86 54.50 667.93 888.29 

田（千 m2） 643,064 15,976 4,098 38,764 58,838 

畑（千 m2） 684,811 3,906 937 17,332 22,175 

宅地（千 m2） 521,129 8,868 2,563 19,226 30,657 

鉱泉地（千 m2） 12 0 － 1 1 

池沼（千 m2） 32,684 － － 36 36 

山林（千 m2） 6,246,957 42,842 37,713 296,242 376,797 

牧場（千 m2） 23,180 － － － － 

原野（千 m2） 853,325 9,718 363 55,319 65,400 

その他（千 m2） 4,556,438 84,550 8,826 241,011 334,387 

  

P4-129 

第4章4.2.4 

図4.2.4-1 

－ 【図の修正】 

一般県道沢渡高遠線の修正 

主要地方道駒ヶ根駒ヶ岳公園線の修正 

一般県道内ノ萱伊那線の修正 

 【図の注釈】 

※ 主要な市村道は、都市計画対象道路

事業実施区域周辺の主な市村道を示す。 

【図の注釈】 

※：主要な市村道は、都市計画対象道路

事業実施区域周辺の主な市村道を示す。 

 点線区間は、未整備区間を示す。 

P4-141 

第4章4.2.5 

図4.2.5-3 

－ 【図の修正】 

④伊那中央病院の修正 

P4-149 

第4章4.2.7 

表4.2.7-2 

区分 番号 名 称 面積 期限 

鳥獣保護区 

1 十二天の森 12 平成 35年 10 月 31 日 

2 宮田 365 平成 31年 10 月 31 日 

3 伊那市うぐす洞 117 平成 31年 10 月 31 日 

特定猟具 

使用禁止区域(銃) 

1 上赤須 203 平成 38年 10 月 31 日 

2 伊那美篶・東春近 1,365 平成 33年 10 月 31 日 

3 羽場垣外 114 平成 36年 10 月 31 日 

  

区分 番号 名 称 面積 期限 

鳥獣保護区 

1 十二天の森 12 平成 35 年 10 月 31 日 

2 宮田 365 平成 31 年 10 月 31 日 

3 伊那市うぐす洞 117 平成 31 年 10 月 31 日 

特定猟具 

使用禁止区域(銃猟) 

1 上赤須 203 平成 38 年 10 月 31 日 

2 伊那美篶・東春近 1,365 平成 33 年 10 月 31 日 

3 羽場垣外 114 平成 36 年 10 月 31 日 
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表 16.1-2（7）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P4-156 

第4章4.2.7 

表4.2.7-4 

(2) 

番号 名 称 所在地 番号 名 称 所在地 

89 大北城 駒ヶ根市 128 塩田城 駒ヶ根市 

90 月花町 駒ヶ根市 129 反目南 駒ヶ根市 

91 小町屋 駒ヶ根市 130 古城南 駒ヶ根市 

92 大田切城 駒ヶ根市 131  宮田村 

93 美女ヶ森 駒ヶ根市 132  宮田村 

94 雨堀 駒ヶ根市 133  宮田村 

89 大北城 駒ヶ根市 134  宮田村 

90 月花町 駒ヶ根市 135  宮田村 

91 小町屋 駒ヶ根市 136  宮田村 

92 大田切城 駒ヶ根市 137 三つ塚上遺跡 宮田村 

93 美女ヶ森 駒ヶ根市 138  宮田村 

94 雨堀 駒ヶ根市 139  宮田村 

95 北ノ原Ⅱ 駒ヶ根市 140  宮田村 

96 北ノ原Ⅲ 駒ヶ根市 141 御座石と松 宮田村 

97 上ノ原Ⅲ 駒ヶ根市 142 三つ塚古墳 宮田村 

98 高烏谷 駒ヶ根市 143  宮田村 

99 反目 駒ヶ根市 144 カラス林古墳 宮田村 

100 垣外上 駒ヶ根市 145  宮田村 

101 栗林神社東 駒ヶ根市 146  宮田村 

102 徳光地 駒ヶ根市 147  宮田村 

103 久保垣外 駒ヶ根市 148 駒ヶ原南遺跡 宮田村 

104 的場・門前 駒ヶ根市 149  宮田村 

105 羽前場 駒ヶ根市 150 大原天満宮 宮田村 

106 下間 駒ヶ根市 151  宮田村 

107 上の原 駒ヶ根市 152  宮田村 

108 東原 駒ヶ根市 153  宮田村 

109 細久保 駒ヶ根市 154  宮田村 

110 梨の木平 駒ヶ根市 155  宮田村 

111 小山 駒ヶ根市 156 狐塚上遺跡 宮田村 

112 小林 駒ヶ根市 157  宮田村 

113 五郎垣外 駒ヶ根市 158  宮田村 

114 太座垣外 駒ヶ根市 159  宮田村 

115 高見城跡 駒ヶ根市 160 下の宮館跡 宮田村 

116 大楽寺跡 駒ヶ根市 161  宮田村 

117 旧八幡社 駒ヶ根市 162  宮田村 

118 横前南 駒ヶ根市 163 稚児塚 宮田村 

120 横山 駒ヶ根市 164 熊野寺 宮田村 

121 青木城 駒ヶ根市 165 地神様 宮田村 

122 原垣外北原 駒ヶ根市 166  宮田村 

123 光徳 駒ヶ根市 167 釈迦堂跡地 宮田村 

124 香花社跡 駒ヶ根市 168  宮田村 

125 坪ノ内 駒ヶ根市 169 城山 宮田村 

126 白山城跡 駒ヶ根市 170 広垣外遺跡 宮田村 

127 一本柿 駒ヶ根市 171  宮田村 

  

番号 名 称 所在地 番号 名 称 所在地 

89 大北城 駒ヶ根市 128 塩田城 駒ヶ根市 

90 月花町 駒ヶ根市 129 反目南 駒ヶ根市 

91 小町屋 駒ヶ根市 130 古城南 駒ヶ根市 

92 大田切城 駒ヶ根市 131 二ツヤ 宮田村 

93 美女ヶ森 駒ヶ根市 132 二ツヤ北 宮田村 

94 雨堀 駒ヶ根市 133 二ツヤ東 宮田村 

89 大北城 駒ヶ根市 134 二ツヤ A 宮田村 

90 月花町 駒ヶ根市 135 二ツヤ下 宮田村 

91 小町屋 駒ヶ根市 136 大田切上 宮田村 

92 大田切城 駒ヶ根市 137 三つ塚上 宮田村 

93 美女ヶ森 駒ヶ根市 138 山道 宮田村 

94 雨堀 駒ヶ根市 139 三つ塚南 宮田村 

95 北ノ原Ⅱ 駒ヶ根市 140 三つ塚中 宮田村 

96 北ノ原Ⅲ 駒ヶ根市 141 御座石 宮田村 

97 上ノ原Ⅲ 駒ヶ根市 142 三つ塚 宮田村 

98 高烏谷 駒ヶ根市 143 三つ塚下 宮田村 

99 反目 駒ヶ根市 144 烏林（烏林古墳） 宮田村 

100 垣外上 駒ヶ根市 145 駒ヶ原下 宮田村 

101 栗林神社東 駒ヶ根市 146 駒ヶ原西 宮田村 

102 徳光地 駒ヶ根市 147 駒ヶ原中 宮田村 

103 久保垣外 駒ヶ根市 148 駒ヶ原南 宮田村 

104 的場・門前 駒ヶ根市 149 駒ヶ原東 宮田村 

105 羽前場 駒ヶ根市 150 滝ヶ原 宮田村 

106 下間 駒ヶ根市 151 西垣外 宮田村 

107 上の原 駒ヶ根市 152 大久保 宮田村 

108 東原 駒ヶ根市 153 山伏塚 宮田村 

109 細久保 駒ヶ根市 154 つつじが丘 宮田村 

110 梨の木平 駒ヶ根市 155 狐塚 宮田村 

111 小山 駒ヶ根市 156 狐塚上 宮田村 

112 小林 駒ヶ根市 157 新田丸山 宮田村 

113 五郎垣外 駒ヶ根市 158 天白古墳 宮田村 

114 太座垣外 駒ヶ根市 159 駒潰 宮田村 

115 高見城跡 駒ヶ根市 160 下の宮 宮田村 

116 大楽寺跡 駒ヶ根市 161 上ノ宮 宮田村 

117 旧八幡社 駒ヶ根市 162 高河原 宮田村 

118 横前南 駒ヶ根市 163 稚児塚 宮田村 

120 横山 駒ヶ根市 164 熊野寺廃寺 宮田村 

121 青木城 駒ヶ根市 165 松戸 宮田村 

122 原垣外北原 駒ヶ根市 166 米山 A 宮田村 

123 光徳 駒ヶ根市 167 釈迦堂 宮田村 

124 香花社跡 駒ヶ根市 168 木戸六 宮田村 

125 坪ノ内 駒ヶ根市 169 城山 宮田村 

126 白山城跡 駒ヶ根市 170 広垣外 宮田村 

127 一本柿 駒ヶ根市 171 柏木 宮田村 

  

P4-157 

第4章4.2.7 

表4.2.7-4 

(3) 

番号 名 称 所在地 番号 名 称 所在地 

172 
 

宮田村 216 西春近南小学校 伊那市西春近表木 

173 元宮神社東遺跡 宮田村 217 寺村 伊那市西春近表木 

174 
 

宮田村 218 下牧経塚 伊那市西春近下牧 

175 
 

宮田村 219 山の下 伊那市西春近諏訪形 

176 
 

宮田村 220 南原 伊那市西春近柳沢 

177 
 

宮田村 221 高遠道 伊那市西春近表木 

178 小田切氏館跡 宮田村 222 南村 伊那市西春近柳沢 

179 
 

宮田村 223 井の久保 伊那市西春近表木 

180 姫宮遺跡 宮田村 224 井の久保城 伊那市西春近表木 

181 
 

宮田村 225 表木原 伊那市西春近表木 

182 
 

宮田村 226 表木城 伊那市西春近表木 

183 
 

宮田村 227 東田 伊那市西春近柳沢 

184 
 

宮田村 228 下小出原 伊那市西春近柳沢 

185 
 

宮田村 229 天伯 伊那市西春近柳沢 

186 
 

宮田村 230 下小出平 伊那市西春近下小出 

187 向山遺跡 宮田村 231 天伯原 伊那市西春近下小出 

188 
 

宮田村 232 恩徳寺城 伊那市西春近下小出 

189 田中下遺跡 宮田村 233 南丘Ａ 伊那市西春近南丘 

190 
 

宮田村 234 南丘Ｂ 伊那市西春近南丘 

191 
 

宮田村 235 木裏原 伊那市東春近木裏原 

192 
 

宮田村 236 北丘Ａ 伊那市東春近木裏原北丘 

193 中越遺跡 宮田村 237 北丘Ｂ 伊那市東春近木裏原北丘 

194 県史跡 宮田村 238 北丘Ｃ 伊那市東春近木裏原 

195 
 

宮田村 239 南丘Ｃ 伊那市西春近南丘 

196 
 

宮田村 240 沢渡南原 伊那市西春近沢渡 

197 中越氏館跡 宮田村 241 上の塚 伊那市西春近沢渡 

198 
 

宮田村 242 山の神 伊那市西春近沢渡 

199 下の城跡 宮田村 243 眼子田原 伊那市西春近沢渡 

200 北の城跡 宮田村 244 沢渡城 伊那市西春近沢渡 

201 下牧 伊那市西春近下牧 245 名廻南 伊那市西春近白沢 

202 下牧古城 伊那市西春近下牧 246 名廻 伊那市西春近白沢 

203 上手南 伊那市西春近諏訪形 247 名廻西古墳 伊那市西春近白沢 

204 和手 伊那市西春近諏訪形荒井 248 名廻東古墳 伊那市西春近白沢 

205 宮入口 伊那市西春近諏訪形 249 鎮護塚西古墳 伊那市西春近白沢 

206 富士山下 伊那市西春近諏訪形 250 鎮護塚東古墳 伊那市西春近白沢 

207 町屋の城 伊那市西春近諏訪形 251 白沢原 伊那市西春近白沢 

208 広垣外Ⅰ 伊那市西春近諏訪形 252 山寺垣外 伊那市西春近白沢 

209 城の腰 伊那市西春近諏訪形 253 西垣外 伊那市西春近細ヶ谷 

210 安岡城跡 伊那市西春近諏訪形 254 細ヶ谷Ｂ 伊那市西春近細ヶ谷 

211 横吹 伊那市西春近諏訪形 255 児塚 伊那市西春近白沢 

212 富士塚古墳 伊那市西春近諏訪形 256 児塚 伊那市西春近白沢 

213 菖蒲沢 伊那市西春近諏訪形 257 丸山 伊那市西春近南小出 

214 広垣外Ⅱ 伊那市西春近諏訪形 258 南原 伊那市西春近南小出 

215 鳥井田 伊那市西春近諏訪形 259 南小出南原 伊那市西春近南小出 

  

番号 名 称 所在地 番号 名 称 所在地 

172 宮ノ沢 宮田村 216 西春近南小学校 伊那市西春近表木 

173 元宮神社東 宮田村 217 寺村 伊那市西春近表木 

174 真米 宮田村 218 下牧経塚 伊那市西春近下牧 

175 円通寺 宮田村 219 山の下 伊那市西春近諏訪形 

176 伏戸 宮田村 220 南原 伊那市西春近柳沢 

177 五升蒔 宮田村 221 高遠道 伊那市西春近表木 

178 下ノ段 宮田村 222 南村 伊那市西春近柳沢 

179 実庵 宮田村 223 井の久保 伊那市西春近表木 

180 姫宮 宮田村 224 井の久保城 伊那市西春近表木 

181 郷倉 宮田村 225 表木原 伊那市西春近表木 

182 佃田 宮田村 226 表木城 伊那市西春近表木 

183 北田甫 宮田村 227 東田 伊那市西春近柳沢 

184 木戸口 宮田村 228 下小出原 伊那市西春近柳沢 

185 古町 宮田村 229 天伯 伊那市西春近柳沢 

186 在家 宮田村 230 下小出平 伊那市西春近下小出 

187 田中上 宮田村 231 天伯原 伊那市西春近下小出 

188 田中南 宮田村 232 恩徳寺城 伊那市西春近下小出 

189 田中下 宮田村 233 南丘Ａ 伊那市西春近南丘 

190 田中北 宮田村 234 南丘Ｂ 伊那市西春近南丘 

191 作道 宮田村 235 木裏原 伊那市東春近木裏原 

192 中越 3 宮田村 236 北丘Ａ 伊那市東春近木裏原北丘 

193 中越 2 宮田村 237 北丘Ｂ 伊那市東春近木裏原北丘 

194 中越 1 宮田村 238 北丘Ｃ 伊那市東春近木裏原 

195 十三塚 宮田村 239 南丘Ｃ 伊那市西春近南丘 

196 城南 宮田村 240 沢渡南原 伊那市西春近沢渡 

197 中越城 宮田村 241 上の塚 伊那市西春近沢渡 

198 中越下 宮田村 242 山の神 伊那市西春近沢渡 

199 下ノ城跡 宮田村 243 眼子田原 伊那市西春近沢渡 

200 北ノ城跡 宮田村 244 沢渡城 伊那市西春近沢渡 

201 下牧 伊那市西春近下牧 245 名廻南 伊那市西春近白沢 

202 下牧古城 伊那市西春近下牧 246 名廻 伊那市西春近白沢 

203 上手南 伊那市西春近諏訪形 247 名廻西古墳 伊那市西春近白沢 

204 和手 伊那市西春近諏訪形荒井 248 名廻東古墳 伊那市西春近白沢 

205 宮入口 伊那市西春近諏訪形 249 鎮護塚西古墳 伊那市西春近白沢 

206 富士山下 伊那市西春近諏訪形 250 鎮護塚東古墳 伊那市西春近白沢 

207 町屋の城 伊那市西春近諏訪形 251 白沢原 伊那市西春近白沢 

208 広垣外Ⅰ 伊那市西春近諏訪形 252 山寺垣外 伊那市西春近白沢 

209 城の腰 伊那市西春近諏訪形 253 西垣外 伊那市西春近細ヶ谷 

210 安岡城跡 伊那市西春近諏訪形 254 細ヶ谷Ｂ 伊那市西春近細ヶ谷 

211 横吹 伊那市西春近諏訪形 255 児塚 伊那市西春近白沢 

212 富士塚古墳 伊那市西春近諏訪形 256 児塚 伊那市西春近白沢 

213 菖蒲沢 伊那市西春近諏訪形 257 丸山 伊那市西春近南小出 

214 広垣外Ⅱ 伊那市西春近諏訪形 258 南原 伊那市西春近南小出 

215 鳥井田 伊那市西春近諏訪形 259 南小出南原 伊那市西春近南小出 

  

P4-159 

第4章4.2.7 

表4.2.7-4 

(5) 

【表の出典】 

「宮田村文化財マップ」（平成 24 年 3

月 宮田村教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地地図」（平成 26 年 4

月現在 伊那市教育委員会生涯学習課） 

【表の出典】 

「埋蔵文化財包蔵地（遺跡）分布図」（平

成 27 年 3月現在 宮田村教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地地図」（平成 28年 3

月現在 伊那市教育委員会生涯学習課） 
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表 16.1-2（8）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P4-160 

第4章4.2.7 

図4.2.7-2 

－ 【図の修正】 

⑥中越の榧の木の修正 

P4-161 

第4章4.2.7 

図4.2.7-3 

－ 【図の修正】 

142 三つ塚の修正 

144 烏林古墳の修正 

153 山伏塚の修正 

158 天白古墳の修正 

168 木戸六の修正 

169 城山の修正 

 【図の出典】 

「駒ヶ根市遺跡分布図」（平成 25 年 6

月 長野県駒ヶ根市教育委員会） 

「宮田村文化財マップ」（平成 24 年 3

月 宮田村教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地地図」（平成 26 年 4

月現在 伊那市教育委員会生涯学習課） 

【図の出典】 

「駒ヶ根市遺跡分布図」（平成 25 年 6

月 長野県駒ヶ根市教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地（遺跡）分布図」（平

成 27 年 3月現在 宮田村教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地地図」（平成 28年 3

月現在 伊那市教育委員会生涯学習課） 

P4-164 

第4章4.2.7 

表4.2.7-7 

【表の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「環境基準に係る水域及び地域の指定

権限の委任に関する政令に基づく騒音

に係る環境基準の類型及び地域の指定」

（平成 11年 3月 25日 県告示第 182 号） 

【表の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部） 

P4-165 

第4章4.2.7 

図4.2.7-4 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「環境基準に係る水域及び地域の指定

権限の委任に関する政令に基づく騒音

に係る環境基準の類型及び地域の指定」

（平成 11年 3月 25日 県告示第 182 号） 

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 27 年 5月 伊

那市） 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部）  

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 30年 7月 伊

那市） 
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表 16.1-2（9）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P4-168 

第4章4.2.7 

表4.2.7-9 

【表の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部） 

「水質汚濁に係る環境基準について（昭

和四十六年環境庁告示第五十九号）別表

の水域の欄に掲げる公共用水域が該当

する水域類型」(昭和 47 年 4 月 6日 環

境庁告示 7号) 

「環境基準に係る水域及び地域の指定

権限の委任に関する政令に基づく水質

汚濁に係る環境基準の水質類型の指定」

(平成 6年 1 月 24 日 県告第 65 号）  

「河川及び湖沼が該当する水質汚濁に

係る環境基準の水域類型の指定に関す

る件」（平成 21 年 11 月 30 日 環境庁

告示第 80 号） 

【表の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部） 

「水質汚濁に係る環境基準について（昭

和四十六年環境庁告示第五十九号）別表

の水域の欄に掲げる公共用水域が該当

する水域類型」(昭和 47 年 4月 6 日 環

境庁告示 7号) 

「環境基準に係る水域及び地域の指定

権限の委任に関する政令に基づく水質

汚濁に係る環境基準の指定」(平成 6年 1

月 24 日 県告第 65 号）  

「河川及び湖沼が該当する水質汚濁に

係る環境基準の水域類型の指定に関す

る件」（平成 21年 11 月 30 日 環境庁

告示第 80号） 

P4-174 

第4章4.2.7 

表4.2.7-15 

【表の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「騒音規制法の規定に基づく規制地域

及び規制基準等指定」（昭和 50 年 2月

27 日 県告示第 97 号） 

【表の出典】 

出典：「公害関係基準のしおり」(平成

30 年 3月 長野県環境部） 

P4-175 

第4章4.2.7 

図4.2.7-6 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「騒音規制法の規定に基づく規制地域

及び規制基準等指定」（昭和 50 年 2月

27 日 県告示第 97 号）  

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 27 年 5月 伊

那市） 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部）  

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 30年 7月 伊

那市） 

P4-176 

第4章4.2.7 

表4.2.7-16 

【表の出典】 

「振動規制法施行規則」（昭和 51 年 11

月 総理府令第 58 号）  

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「振動規制法に基づく規制地域の指定」

（昭和52年12月 26日 県告示第683号） 

【表の出典】 

「振動規制法施行規則」（昭和 51 年 11

月 10 日 総理府令第 58号）  

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部）  

P4-176 

第4章4.2.7 

表4.2.7-17 

【表の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「振動規制法に基づく規制地域の指定」

（昭和52年12月 26日 県告示第683号） 

【表の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部）  
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表 16.1-2（10）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P4-177 

第4章4.2.7 

図4.2.7-7 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「振動規制法に基づく規制地域の指定」

（昭和52年12月 26日 県告示第683号） 

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 27 年 5月 伊

那市） 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部）  

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 30年 7月 伊

那市） 

P4-179 

第4章4.2.7 

表4.2.7-20 

【表の出典】  

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「騒音規制法の規定に基づく規制地域

及び規制基準等指定」（昭和 50 年 2月

27 日 県告示第 97 号） 

【表の出典】  

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部） 

P4-180 

第4章4.2.7 

図4.2.7-8 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「騒音規制法の規定に基づく規制地域

及び規制基準等指定」（昭和 50 年 2月

27 日 県告示第 97 号）  

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 27 年 5月 伊

那市） 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部）  

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 30年 7月 伊

那市） 

P4-181 

第4章4.2.7 

表4.2.7-23 

【表の出典】  

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「振動規制法に基づく規制地域の指定」

（昭和52年12月 26日 県告示第683号） 

【表の出典】  

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部）  

 

P4-182 

第4章4.2.7 

図4.2.7-9 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 29 年 3

月 長野県環境部）  

「振動規制法に基づく規制地域の指定」

（昭和52年12月 26日 県告示第683号） 

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 27 年 5月 伊

那市） 

【図の出典】 

「公害関係基準のしおり」(平成 30 年 3

月 長野県環境部）  

「駒ヶ根都市計画図」（平成 26 年 11 月 

駒ヶ根市） 

「伊那都市計画図」（平成 30年 7月 伊

那市） 
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表 16.1-2（11）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P9-4 

第9章 

表9.2-1 

(2) 

【上から 2つ目、都市計画決定権者の見

解】 

工事の実施にあたっては、通行規制によ

る迂回車両の既存道路への流入を極力

抑制するよう、既存道路の通行の確保や

代替路の確保に努めるものとし、迂回車

両による新たな環境影響が生じないよ

うに配慮する。 

【上から 2つ目、都市計画決定権者の見

解】 

工事の実施に当たっては、通行規制によ

る迂回車両の迂回路への流入を極力抑

制するよう、既存道路の通行の確保や代

替路の確保に努めるものとし、迂回車両

による新たな環境影響が生じないよう

に配慮する。 

P11-5 

第11章 

表11.2-2 

(3)  

【評価の手法】 

自動車の走行に伴い発生する二酸化窒

素及び浮遊粒子状物質の影響が、事業者

により実行可能な範囲内でできる限り

回避され、又は低減されており、必要に

応じその他の方法により環境保全につ

いての配慮が適正になされているかど

うかについて、見解を明らかにすること

により行う。 

【評価の手法】 

工事の実施に伴い発生する二酸化窒素

及び浮遊粒子状物質の影響が、事業者に

より実行可能な範囲内でできる限り回

避され、又は低減されており、必要に応

じその他の方法により環境保全につい

ての配慮が適正になされているかどう

かについて、見解を明らかにすることに

より行う。 

P11-22 

第11章 

表11.2-2 

(20) 

【調査地域】 

都市計画対象道路事業実施区域及びそ

の端部から概ね 500m の範囲を目安に設

定する。 

【調査地域】 

「動物」及び「植物」の調査地域の範囲

を目安に設定する。 

P12.1-1 

第12章 

第 12 章 都市計画対象事業に係る環境

影響評価の結果 

第 12 章 都市計画対象道路事業に係る

環境影響評価の結果 

P12.1-1 

第12章12.1 

表12.1.1-1 

調査項目 調査手法 測定高さ 

二 酸 化 窒 素

（NO2）及び浮遊

粒 子 状 物 質

（SPM）の濃度

の状況（年平均

値） 

二酸化窒素 

「二酸化窒素に係る

環境基準について」

（昭和 53 年 7 月 環

境庁告示第 38 号）に

規定される測定方法 

JIS-B-7953 に基づく

化学発光法（自動測定

器による） 地上 1.5m 

浮遊粒子状物質 

「大気の汚染に係る

環境基準について」

（昭和 48 年 5 月 環

境庁告示第 25 号）に

規定される測定方法 

JIS-B-7954 に基づく

β線吸収法（自動測定

器による） 地上 3.0m 

気象の状況 

（風向・風速の

年間データ） 

風向、風速 

「地上気象観測指針」

（平成 14 年 3 月、気

象庁）に規定される測

定方法 

風向：ｴﾝｺｰﾀﾞ式 8 ﾋﾞｯﾄ

ｸﾞﾚｲｺｰﾄﾞ方式 

風速：光パルス方式 
地上 10.0m 

  

調査項目 調査手法 測定高さ 

二 酸 化 窒 素

（NO2）及び浮遊

粒 子 状 物 質

（SPM）の濃度

の状況（年平均

値） 

二酸化窒素 

「二酸化窒素に係る

環境基準について」

（昭和 53 年 7 月 環

境庁告示第 38 号）に

規定される測定方法 

JIS-B-7953 に基づく

化学発光法（自動測定

器による） 地上 1.5m 

浮遊粒子状物質 

「大気の汚染に係る

環境基準について」

（昭和 48 年 5 月 環

境庁告示第 25 号）に

規定される測定方法 

JIS-B-7954 に基づく

β線吸収法（自動測定

器による） 地上 3.0m 

気象の状況 

（風向・風速の

年間データ） 

風向、風速 

「地上気象観測指針」

（平成 14 年 3 月、気

象庁）に規定される測

定方法 

風向風速：風車型風向

風速計（自動測定器に

よる） 
地上 10.0m 

  

P12.1-27 

第12章12.1 

図12.1.1-7 

－ 【図の修正】 

一般県道沢渡高遠線の修正 

 【図の注釈】 

（記載なし） 

【図の注釈】 

※：点線区間は、未整備区間を示す。 

P12.1-35 

第12章12.1 

表12.1.1-12 

既存道路 時間変動係数及び車種構成比の設定方法 
大型車

混入率 

一般国道 153 号 

（伊駒アルプスロード） 

平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（宮田村 6249-1 地先） 
9.5 

一般国道 153 号 

（現道） 

平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（宮田村 6249-1 地先） 
9.5  

一般県道栗林宮田停車場線 
平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（宮田村 5610-1 地先） 
7.6 

一般県道車屋大久保線 
平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（伊那市東春近 4838 地先） 
0.6  

主要地方道伊那生田飯田線 
平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（伊那市東春近 8290 地先） 
5.3  

一般県道沢渡高遠線 
平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（伊那市東春近 7637-8 地先） 
7.2  

  

既存道路 時間変動係数及び車種構成比の設定方法 
大型車

混入率 

一般国道 153 号 

（伊駒アルプスロード線） 

平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（宮田村 6249-1 地先） 
9.5 

一般国道 153 号 

（現道） 

平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（宮田村 6249-1 地先） 
9.5  

一般県道栗林宮田停車場線 
平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（宮田村 5610-1 地先） 
7.6 

一般県道車屋大久保線 
平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（伊那市東春近 4838 地先） 
0.6  

主要地方道伊那生田飯田線 
平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（伊那市東春近 8290 地先） 
5.3  

一般県道沢渡高遠線 
平成 28年 10月 26日から平成 28年 10月 27日調査結果

（伊那市東春近 7637-8 地先） 
7.2  
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表 16.1-2（12）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.1-36 

第12章12.1 

表12.1.1-14 

道路区分 
走行速度 

小型車類 大型車類 

計画路線 一般国道 153 号（伊駒アルプスロード） 60 60 

接続道路 

既存道路 

一般国道 153 号（現道） 50 50 

一般県道栗林宮田停車場線 50 50 

一般県道車屋大久保線 40 40 

主要地方道伊那生田飯田線 40 40 

一般県道沢渡高遠線 50 50 

  

道路区分 
走行速度 

小型車類 大型車類 

計画路線 一般国道 153 号（伊駒アルプスロード線） 60 60 

接続道路 

既存道路 

一般国道 153 号（現道） 50 50 

一般県道栗林宮田停車場線 50 50 

一般県道車屋大久保線 40 40 

主要地方道伊那生田飯田線 40 40 

一般県道沢渡高遠線 50 50 

  

P12.1-38 

第12章12.1 

表12.1.1-16 

(1) 

車 種 速度区分 横断勾配 i（%） 補正係数 

小型車類 60km/h 未満  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.40i 

1＋0.08i 

60km/h 以上  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.31i 

1＋0.16i 

大型車類 60km/h 未満  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.52i 

1＋0.15i 

60km/h 以上  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.49i 

1＋0.20i 

  

車 種 速度区分 縦断勾配 i（%） 補正係数 

小型車類 60km/h 未満  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.40i 

1＋0.08i 

60km/h 以上  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.31i 

1＋0.16i 

大型車類 60km/h 未満  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.52i 

1＋0.15i 

60km/h 以上  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.49i 

1＋0.20i 

  

P12.1-38 

第12章12.1 

表12.1.1-16 

(2) 

車 種 速度区分 横断勾配 i（%） 補正係数 

小型車類 60km/h 未満  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.50i 

1＋0.08i 

60km/h 以上  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.76i 

1＋0.13i 

大型車類 60km/h 未満  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.25i 

1＋0.11i 

60km/h 以上  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.39i 

1＋0.12i 

  

車 種 速度区分 縦断勾配 i（%） 補正係数 

小型車類 60km/h 未満  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.50i 

1＋0.08i 

60km/h 以上  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.76i 

1＋0.13i 

大型車類 60km/h 未満  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.25i 

1＋0.11i 

60km/h 以上  0＜i≦4 

－4≦i＜0 

1＋0.39i 

1＋0.12i 

  

P12.1-93 

第12章12.1 

表12.1.4-11 

(1) 

番号 予測地点 種別 ユニット 

予測値（年平均値） 

低減 

効果 

建設

機械

寄与

濃度

の参

考値 

建設機

械寄与

濃度 

バック

グラウ

ンド 

濃度 

計 

1 
駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
掘削工 土砂掘削 0.0028 0.006 0.0088 -0.0035 

0.004 

ppm 

以下 

2 宮田村大田切 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0022 0.006 0.0082 -0.0030 

3 宮田村大久保 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0012 0.005 0.0062 -0.0019 

4 宮田村中越 掘削工 土砂掘削 0.0025 0.005 0.0075 -0.0032 

5 伊那市下殿島 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0012 0.004 0.0052 -0.0019 

6 伊那市原新田 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0010 0.003 0.0040 -0.0016 

  

番号 予測地点 種別 ユニット 

予測値（年平均値） 低減効果 
建設

機械

寄与

濃度

の参

考値 

建設機

械寄与

濃度 

バック

グラウ

ンド 

濃度 

計 
寄与率 

（%） 
 

寄与率 

（%） 

1 
駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
掘削工 土砂掘削 0.0028 0.006 0.0088 32 -0.0035 -28 

0.004 

ppm 

以下 

2 宮田村大田切 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0022 0.006 0.0082 27 -0.0031 -27 

3 宮田村大久保 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0012 0.005 0.0062 19 -0.0020 -24 

4 宮田村中越 掘削工 土砂掘削 0.0025 0.005 0.0075 33 -0.0032 -30 

5 伊那市下殿島 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0012 0.004 0.0052 23 -0.0019 -27 

6 伊那市原新田 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0010 0.003 0.0040 25 -0.0016 -29 

  

P12.1-93 

第12章12.1 

表12.1.4-11 

(2) 

番号 予測地点 種別 ユニット 

予測値（年平均値） 

低減 

効果 

建設

機械

寄与

濃度

の参

考値 

建設

機械

寄与

濃度 

バッ

クグ

ラウ

ンド 

濃度 

計 

1 
駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
掘削工 土砂掘削 0.0002 0.012 0.0122 -0.00039 

0.009 

mg/m3 

以下 

2 宮田村大田切 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0002 0.012 0.0122 -0.00031 

3 宮田村大久保 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0001 0.011 0.0111 -0.00016 

4 宮田村中越 掘削工 土砂掘削 0.0002 0.011 0.0112 -0.00031 

5 伊那市下殿島 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0001 0.010 0.0101 -0.00014 

6 伊那市原新田 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0001 0.011 0.0111 -0.00011 

  

番号 予測地点 種別 ユニット 

予測値（年平均値） 低減効果 建設

機械

寄与

濃度

の参

考値 

建設

機械

寄与

濃度 

バッ

クグ

ラウ

ンド 

濃度 

計 
寄与率 

（%） 
 

寄与率 

（%） 

1 
駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
掘削工 土砂掘削 0.0002 0.012 0.0122 2 -0.00042 -3 

0.009 

mg/m3 

以下 

2 宮田村大田切 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0002 0.012 0.0122 2 -0.00030 -2 

3 宮田村大久保 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0001 0.011 0.0111 1 -0.00016 -1 

4 宮田村中越 掘削工 土砂掘削 0.0002 0.011 0.0112 2 -0.00031 -3 

5 伊那市下殿島 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0001 0.010 0.0101 1 -0.00013 -1 

6 伊那市原新田 盛土工 
盛土 

（路体・路床） 
0.0001 0.011 0.0111 1 -0.00008 -1 

  

P12.2-4 

第12章12.2 

図12.2.1-1 

－ 【図の修正】 

④宮田村中越の調査地点の修正 
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表 16.1-2（13）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-7 

第12章12.2 

表12.2.1-5 

(1) 

番号 調査地点 
住居等の平均階数、騒音の影響を

受けやすい面の位置 

地表面の種類 

（草地、裸地、

芝地、舗装地） 

① 駒ヶ根市赤穂（大田切） 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

② 宮田村大田切 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

③ 宮田村大久保 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

④ 宮田村中越 

・ 住居等は概ね１階建てが立

地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

⑤ 伊那市下殿島 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

⑥ 伊那市原新田 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

 
 

番号 調査地点 
住居等の平均階数、騒音の影響を

受けやすい面の位置 

地表面の種類 

（草地、裸地、

芝地、舗装地） 

① 駒ヶ根市赤穂（大田切） 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

② 宮田村大田切 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

③ 宮田村大久保 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

④ 宮田村中越 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

⑤ 伊那市下殿島 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

⑥ 伊那市原新田 

・ 住居等は概ね 2 階建てと１

階建てが立地している。 

・ 道路に面した壁面に窓等が

位置し、道路交通騒音の影

響を受けやすい面となって

いる。 

芝地・田んぼ・

草地 

 

P12.2-12 

第12章12.2 

基準値に対する補正項 Cは、次式により計算した。 

etcdirgradsurf LLLLC  

ここで、 

surfL  ：排水性舗装等による騒音低減に関する補正量（dB） 
gradL  ：道路の横断勾配による走行騒音の変化に関する補正量（dB） 

dirL  ：自動車走行騒音の指向性に関する補正量（dB） 

etcL  ：その他の要因に関する補正量（dB） 

  

基準値に対する補正項 C は、次式により計算した。 

etcdirgradsurf LLLLC  

ここで、 

surfL  ：排水性舗装等による騒音低減に関する補正量（dB） 
gradL  ：道路の縦断勾配による走行騒音の変化に関する補正量（dB） 

dirL  ：自動車走行騒音の指向性に関する補正量（dB） 

etcL  ：その他の要因に関する補正量（dB） 

  

P12.2-19 

第12章12.2 

図12.2.1-7 

－ 

 

 

【図の注釈】 

（記載なし） 

【図の修正】 

一般県道沢渡高遠線の修正 

 

【図の注釈】 

※：点線区間は、未整備区間を示す。 

P12.2-33 

第12章12.2 

表12.2.1-14 

(1) 

番号 予 測 地 点 
予測 

高さ 

環境保全措置 

(遮音壁設置高さ) 

低減 

効果 

環境保全

措置後 

6 伊那市原新田 

西側 

近接空間 
1.2m 

1m 

0 64 

4.2m 0 69 

背後地 
1.2m 0 59 

4.2m 0 64 

東側 

近接空間 
1.2m 

1m 

-6 60 

4.2m -1 68 

背後地 
1.2m -3 58 

4.2m -3 62 

  

番号 予 測 地 点 
予測 

高さ 

環境保全措置 

(遮音壁設置高さ) 

低減 

効果 

予測値 

環境保全

措置後 

6 伊那市原新田 

西側 

近接空間 
1.2m 

0m 

0 64 

4.2m 0 69 

背後地 
1.2m 0 59 

4.2m 0 64 

東側 

近接空間 
1.2m 

1m 

-6 60 

4.2m -1 68 

背後地 
1.2m -3 58 

4.2m -3 62 

  

P12.2-33 

第12章12.2 

表12.2.1-14 

(2) 

番号 予 測 地 点 
予測 

高さ 

環境保全措置 

(遮音壁設置高さ) 

低減 

効果 

環境保全

措置後 

6 伊那市原新田 

西側 

近接空間 
1.2m 

1m 

0 57 

4.2m 0 62 

背後地 
1.2m 0 52 

4.2m 0 57 

東側 

近接空間 
1.2m 

1m 

-6 53 

4.2m -1 61 

背後地 
1.2m -4 51 

4.2m -3 55 

  

番号 予 測 地 点 
予測 

高さ 

環境保全措置 

(遮音壁設置高さ) 

低減 

効果 

予測値 

環境保全

措置後 

6 伊那市原新田 

西側 

近接空間 
1.2m 

0m 

0 57 

4.2m 0 62 

背後地 
1.2m 0 52 

4.2m 0 57 

東側 

近接空間 
1.2m 

1m 

-6 53 

4.2m -1 61 

背後地 
1.2m -4 51 

4.2m -3 55 

  

P12.2-34 

第12章12.2 

表12.2.1-15 

(1) 

番号 
予 測 地 点 

（既 存 道 路） 

予測 

高さ 

環境保全措置 

(遮音壁設置

高さ) 

低減効果 環境保全措置後 

計画 

路線 

既存 

道路 

合成 

値 

計画 

路線 

既存 

道路 

合成 

値 

6 伊那市原新田 

西側 

近接 

空間 

1.2m 

1m 

0 0 0 64 55 65 

4.2m 0 0 0 69 58 70 

背後地 
1.2m 0 0 0 59 56 61 

4.2m 0 0 0 64 58 65 

東側 

近接 

空間 

1.2m 

1m 

-6 -1 -5 60 52 61 

4.2m -1 0 -1 68 56 68 

背後地 
1.2m -3 0 -3 58 53 59 

4.2m -3 -1 -3 62 55 63 

  

番号 
予 測 地 点 

（既 存 道 路） 

予測 

高さ 

環境保全措置 

(遮音壁設置

高さ) 

予測値 

低減効果 環境保全措置後 

計画 

路線 

既存 

道路 

合成 

値 

計画 

路線 

既存 

道路 

合成 

値 

6 伊那市原新田 

西側 

近接 

空間 

1.2m 

0m 

0 0 0 64 55 65 

4.2m 0 0 0 69 58 70 

背後地 
1.2m 0 0 0 59 56 61 

4.2m 0 0 0 64 58 65 

東側 

近接 

空間 

1.2m 

1m 

-6 -1 -5 60 52 61 

4.2m -1 0 -1 68 56 68 

背後地 
1.2m -3 0 -3 58 53 59 

4.2m -3 -1 -3 62 55 63 
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表 16.1-2（14）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.2-34 

第12章12.2 

表12.2.1-15 

(2) 

番号 
予 測 地 点 

（既 存 道 路） 

予測 

高さ 

環境保全措置 

(遮音壁設置

高さ) 

低減効果 環境保全措置後 

計画 

路線 

既存 

道路 

合成 

値 

計画 

路線 

既存 

道路 

合成 

値 

6 伊那市原新田 

西側 

近接 

空間 

1.2m 

1m 

0 0 0 57 45 58 

4.2m 0 0 0 62 48 63 

背後地 
1.2m 0 0 0 52 46 53 

4.2m 0 0 0 57 48 58 

東側 

近接 

空間 

1.2m 

1m 

-6 -1 -5 53 42 54 

4.2m -1 0 -2 61 46 61 

背後地 
1.2m -4 0 -3 51 43 52 

4.2m -3 0 -3 55 45 56 

  

番号 
予 測 地 点 

（既 存 道 路） 

予測 

高さ 

環境保全措置 

(遮音壁設置

高さ) 

予測値 

低減効果 環境保全措置後 

計画 

路線 

既存 

道路 

合成 

値 

計画 

路線 

既存 

道路 

合成 

値 

6 伊那市原新田 

西側 

近接 

空間 

1.2m 

0m 

0 0 0 57 45 58 

4.2m 0 0 0 62 48 63 

背後地 
1.2m 0 0 0 52 46 53 

4.2m 0 0 0 57 48 58 

東側 

近接 

空間 

1.2m 

1m 

-6 -1 -5 53 42 54 

4.2m -1 0 -2 61 46 61 

背後地 
1.2m -4 0 -3 51 43 52 

4.2m -3 0 -3 55 45 56 

  

P12.2-36 

第12章12.2 

図12.2.1-9 

－ 

 

【図の修正】 

等音線の修正 

P12.2-37 

第12章12.2 

【1～4行目】 

(2)基準又は目標との整合性に係る評価 

評価結果より、自動車の走行に係る騒音

の予測値は、環境保全措置実施後には全

ての予測地点及び時間区分において基

準値を下回っており、基準等との整合は

図られているものと評価する。既存道路

の影響を考慮した騒音の予測値は、伊那

市原新田では、基準値を下回っており、

基準等との整合は図られているものと

評価する。 

【1～4行目】 

(2)基準又は目標との整合性に係る評価 

評価結果より、自動車の走行に係る騒音

の予測値は、環境保全措置実施後には全

ての予測地点及び時間区分において基

準値以下であり、基準等との整合は図ら

れているものと評価する。既存道路の影

響を考慮した騒音の予測値は、伊那市原

新田では、基準値以下であり、基準等と

の整合は図られているものと評価する。 

P12.2-70 

第12章12.2 

【1～2行目】 

(2)基準又は目標との整合性の検討  

評価結果より、資材及び機械の運搬に用

いる車両の運行に係る騒音の予測値は、

全ての予測地点で基準値を下回ってお

り、基準等との整合は図られているもの

と評価する。 

【1～2行目】 

(2)基準又は目標との整合性の検討  

評価結果より、資材及び機械の運搬に用

いる車両の運行に係る騒音の予測値は、

全ての予測地点で基準値以下であり、基

準等との整合は図られているものと評

価する。 

P12.4-3 

第12章12.4 

b)予測方法 

予測方法は、既存調査結果より導かれた

予測式を用いた。 

b)予測方法 

予測方法は、大型車類交通量を説明変数

とする回帰式及び距離減衰特性により

予測位置の低周波音レベルを求める既

存調査結果より導かれた予測式を用い

た。 

P12.4-5 

第12章12.4 

表12.4.1-4 

番号 予測地点 
道路中心から予測位置までの距離 

水平距離 鉛直距離 斜距離 

1 駒ヶ根市赤穂（大田切） 13.5 15.2 20.3 

  

番号 予測地点 
道路中心から予測位置までの距離 

水平距離 鉛直距離 斜距離 

1 駒ヶ根市赤穂（大田切） 50.0 16.6 52.7 
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表 16.1-2（15）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.5-5 

第12章12.5 

【1～3行目】 

(a)水質の状況 

平成 27年度における浮遊物質量（SS）

の測定結果は、全地点において、環境基

準値の 25 ㎎/l を超過している。水素イ

オン濃度（pH）の測定結果は、No.c 竜東

橋において、環境基準値の 8.5 を超過し

ている。 

【1～3行目】 

(a)水質の状況 

平成 28 年度における浮遊物質量（SS）

の測定結果は、No.c 竜東橋において、環

境基準値の 25 ㎎/l を超過している。水

素イオン濃度（pH）の測定結果は、No.c

竜東橋において、環境基準値の 8.5 を超

過している。 

P12.5-5 

第12章12.5 

表12.5.1-4 

表 12.5.1-4 水質の状況の測定結果（平成 27 年度） 

番号 調査地点 浮遊物質量（SS）（㎎/l） 水素イオン濃度（pH） 

a 中央橋 
最小値 1 7.3 

最大値 48 8.0 

b 吉瀬ダム上 
最小値 1 7.5 

最大値 110 8.5 

c 竜東橋 
最小値 <1 7.8 

最大値 30 9.3 

  
【表の出典】 

出典：「平成 27 年度水質測定結果」（平

成 28年 10月 長野県環境部水大気環境

課） 

表 12.5.1-4 水質の状況の測定結果（平成 28 年度） 

番号 調査地点 浮遊物質量（SS）（㎎/l） 水素イオン濃度（pH） 

a 中央橋 
最小値 1 7.4 

最大値 14 8.2 

b 吉瀬ダム上 
最小値 2 7.7 

最大値 21 8.3 

c 竜東橋 
最小値 <1 7.9 

最大値 40 9.0 

  
【表の出典】 

出典：「平成 28 年度水質測定結果」（平

成 29年 12月 長野県環境部水大気環境

課） 

P12.5-14 

第12章12.5 

表12.5.1-12 

調査項目 調査内容 実施主体 

水の濁り及び

水の汚れ 

○調査時期 

工事中 

○調査地域 

都市計画対象道路事業実施区域が渡河す

る河川の上流部及び下流部 

○調査方法 

浮遊物質量（SS）、水素イオン濃度（ph）

及び水温の測定 

長野県 

  

調査項目 調査内容 実施主体 

水の濁り及び

水の汚れ 

○調査時期 

供用後及び工事中を基本とすることを考え

ているが、状況に応じて別途検討する。 

○調査地域 

都市計画対象道路事業実施区域が渡河す

る河川の上流部及び下流部 

○調査方法 

浮遊物質量（SS）、水素イオン濃度（pH）

及び水温の測定 

長野県 

  

P12.6-32 

第12章12.6 

【1～4行目】 

(1)環境保全措置の検討  

予測結果より、道路（地表式又は掘削式）

の存在及び切土工等又は既存の工作物

の除去に伴い地下水位への影響がある

と予測されたため、地下水位への影響を

低減するための環境保全措置として、2

案の環境保全措置を検討した。検討の結

果、「通水工対策の実施」、及び「工事

に伴う改変区域をできる限り小さくす

る」を採用する。 

【1～4行目】 

(1)環境保全措置の検討  

予測結果より、道路（地表式又は掘割式）

の存在及び切土工等又は既存の工作物

の除去に伴い地下水位への影響がある

と予測されたため、地下水位への影響を

低減するための環境保全措置として、2

案の環境保全措置を検討した。検討の結

果、「通水工法の採用」、及び「工事に

伴う改変区域をできる限り小さくする」

を採用する。 

P12.6-32 

第12章12.6 

表12.6.2-8 

環境保全措置 実施の適否 適否の理由 

通水工対策の実施 適 

通水工対策を行うことにより、地下水流動環境の変化を防ぐ

ことで、地下水への影響を低減できることから、本環境保全

措置を採用する。 

工事に伴う改変区域

をできる限り小さく

する 

適 

工事に伴う改変区域をできる限り小さくすることで、地下水

への影響を低減できることから、本環境保全措置を採用す

る。 

  

環境保全措置 実施の適否 適否の理由 

通水工法の採用 適 

通水工法を採用することにより、地下水流動環境の変化を防

ぐことで、地下水への影響を低減できることから、本環境保

全措置を採用する。 

工事に伴う改変区域

をできる限り小さく

する 

適 

工事に伴う改変区域をできる限り小さくすることで、地下水

への影響を低減できることから、本環境保全措置を採用す

る。 

  

P12.6-32 

第12章12.6 

【1～3行目】 

(3)検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「通水工対策の

実施」及び「工事に伴う改変区域をでき

る限り小さくする」の効果、実施位置、

他の環境への影響について整理した結

果を表 12.6.2-9（P12.6-32～33）に示す。 

【1～3行目】 

(3)検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」の効果、実施位置、他

の環境への影響について整理した結果

を表 12.6.2-9（P12.6-32～33）に示す。 
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表 16.1-2（16）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.6-32 

第12章12.6 

表12.6.2-9 

(1) 

実施主体 長野県 

実施内容 
種類 通水工法の実施 

位置 トンネル部及び切土箇所 

環境保全措置の効果 
通水工対策を行うことにより、地下水流動環境の変化を防ぐことで、

地下水への影響を低減できる。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

実施主体 長野県 

実施内容 
種類 通水工法の採用 

位置 トンネル部及び切土箇所 

環境保全措置の効果 
通水工法を採用することにより、地下水流動環境の変化を防ぐこと

で、地下水への影響を低減できる。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

P12.6-33 

第12章12.6 

【2～6行目】 

(1)事後調査の必要性 

また、採用した環境保全措置についても

効果に係る知見が十分に蓄積されてい

ると判断でき、効果の不確実性は小さい

と考えられるが、環境保全措置に採用し

た「通水工対策の実施」及び「工事に伴

う改変区域をできる限り小さくする」内

容をより詳細なものにするため、詳細な

工事計画策定後、関係機関及び専門家等

の意見指導を得ながら、必要に応じて環

境影響評価法に基づく事後調査を実施

する。 

【2～6行目】 

(1)事後調査の必要性 

また、採用した環境保全措置についても

効果に係る知見が十分に蓄積されてい

ると判断でき、効果の不確実性は小さい

と考えられるが、環境保全措置に採用し

た「通水工法の採用」及び「工事に伴う

改変区域をできる限り小さくする」内容

をより詳細なものにするため、詳細な工

事計画策定後、関係機関及び専門家等の

意見指導を得ながら、必要に応じて環境

影響評価法に基づく事後調査を実施す

る。 

P12.6-34 

第12章12.6 

【2～4行目】 

(1)回避又は低減に係る評価 

また、環境保全措置として「通水工対策

の実施」及び「工事に伴う改変区域をで

きる限り小さくする」を実施し、環境負

荷の回避・低減を図っている。 

【2～4行目】 

(1)回避又は低減に係る評価 

また、環境保全措置として「通水工法の

採用」及び「工事に伴う改変区域をでき

る限り小さくする」を実施し、環境負荷

の回避・低減を図っている。 

P12.7-2 

第12章12.7 

図12.7.1-1 

－ 【図の修正】 

河岸段丘の修正 

P12.7-8 

第12章12.7 

【1 行目】 

ii)丸山井  

丸山井は都市計画対象道路の東約50mの

位置に存在している。 

【1行目】 

ii)丸山井  

丸山井は都市計画対象道路の西約 50mの

位置に存在している。 

P12.7-10 

第12章12.7 

図12.7.1-4 

－ 【図の修正】 

河岸段丘の修正 

P12.8-8 

第12章12.8 

表12.8.1-6 

番号 予測地域 
予測 

高さ 

地形による 

日影時間 

高架構造物設置後 

の日影時間※ 

参考となる 

指標 

1 駒ヶ根市赤穂（大田切） 4.0m 地形の影響なし 1 時間以内 2 階で 5時間 

2 宮田村大田切 4.0m 地形の影響なし 1 時間以内 2 階で 5時間 

  

番号 予測地域 
予測 

高さ 

地形による 

日影時間 

予測値 
参考となる 

指標 高架構造物設置後 

の日影時間※ 

1 駒ヶ根市赤穂（大田切） 4.0m 地形の影響なし 1～2 時間  2 階で 5時間 

2 宮田村大田切 4.0m 地形の影響なし 1 時間以内 2 階で 5時間 
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表 16.1-2（17）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-6 

第12章12.9  

表12.9.1-1 

(4) 

調査項目 調査方法 

昆虫類 任意観察調査 調査地域内を任意に踏査し、見つけ採り、石おこし採集、

スウィーピング法などで個体を捕獲し、確認位置及び種名

を記録したほか、目視確認した種も記録した。なお、夜間

調査も実施し、スズムシ、ホタルなどを鳴き声や目視で種

の確認を行った。 

 トラップ調査 生態特性に応じた以下 3 種類のトラップ（捕獲罠）を用

いて、生息個体の捕獲確認を行った。捕獲した個体は、目

視確認で同定を行い、種名等を記録した。現地で同定でき

ない個体は、室内に持ち帰って同定を行った。 

【ライトトラップ（ボックス）】 

主に光誘因性の種を対象とし、光源の下に大型ロート

部及び昆虫収納用ボックス部からなる捕虫器を設置し、

光源めがけて集まった個体の採集を行った。トラップは、

樹林内では林床が見渡せる箇所に、草地ではできるだけ

開けた空間に設置するようにした。罠の設置数は 1 個/1

地点で夕方から 1 晩設置し、７地点で行った。 

【ライトトラップ（カーテン）】 

主に光誘因性の種を対象とし、周囲からの見通しのよ

い場所で光源の下に白色の布を設置し、光源めがけて集

まった個体の採集を行った。本調査は、調査地域内の 1

地点で 2 時間程度実施した。 

【ベイトトラップ】 

主に地表徘徊性の種を対象とし、紙コップ等の容器を

地表面に埋め、その中に個体を誘引する餌を入れ、容器

内に落下･集合する罠を設置し、個体の採集を行った。罠

に用いた餌は酒類、酢、発酵飲料などを混合したものを

使用し、容器内に 1 ㎝程度入れた。罠の設置数は 10 個/1

地点で 1 昼夜設置し、7 地点で行った。 

 オオムラサキ･ゴマ

ダラチョウ本土亜

種調査 

［特定種の調査］ 

調査地域内の当該種の幼虫が食草とするエノキまたはエ

ゾエノキが混成する群落（オニグルミ群落、クリ-コナラ群

集、ケヤキ二次林、ニセアカシア群落）の分布地において、

冬季に分布地内を任意に踏査し、当該種の幼虫を捕獲し、

個体数を記録したほか、食草樹木の本数を記録した。また、

冬季の調査後に、上記の群落の分布地以外に食草の分布地

の情報を得たため、この場所において、オオムラサキの成

虫を対象とした補足調査を夏季に実施した。補足調査は、

本種の食草が生育する場所を中心にその周辺を任意に踏査

し、本種の採取及び目視確認を行い、位置と個体数を記録

したほか、食草樹木の本数を記録した。 

 ミヤマシジミ調査 

［特定種の調査］ 

調査地域内の河川及びその周辺の 7 箇所において、本種

の主な食草であるコマツナギが生育する場所を中心にその

周辺を任意に踏査し、本種の採取及び目視確認を行い、位

置と個体数を記録した。  

調査項目 調査方法 

昆虫類 任意観察調査 調査地域内を任意に踏査し、見つけ採り、石おこし採集、

スウィーピング法などで個体を捕獲し、確認位置及び種名

を記録したほか、目視確認した種も記録した。なお、夜間

調査も実施し、スズムシ、ホタルなどを鳴き声や目視で種

の確認を行った。 

 トラップ調査 生態特性に応じた以下 3 種類のトラップ（捕獲罠）を用

いて、生息個体の捕獲確認を行った。捕獲した個体は、目

視確認で同定を行い、種名等を記録した。現地で同定でき

ない個体は、室内に持ち帰って同定を行った。 

【ライトトラップ（ボックス）】 

主に光誘因性の種を対象とし、光源の下に大型ロート

部及び昆虫収納用ボックス部からなる捕虫器を設置し、

光源めがけて集まった個体の採集を行った。トラップは、

樹林内では林床が見渡せる箇所に、草地ではできるだけ

開けた空間に設置するようにした。罠の設置数は 1 個/1

地点で夕方から 1 晩設置し、７地点で行った。 

【ライトトラップ（カーテン）】 

主に光誘因性の種を対象とし、周囲からの見通しのよ

い場所で光源の下に白色の布を設置し、光源めがけて集

まった個体の採集を行った。本調査は、調査地域内の 1

地点で 2 時間程度実施した。 

【ベイトトラップ】 

主に地表徘徊性の種を対象とし、紙コップ等の容器を

地表面に埋め、その中に個体を誘引する餌を入れ、容器

内に落下･集合する罠を設置し、個体の採集を行った。罠

に用いた餌は酒類、酢、発酵飲料などを混合したものを

使用し、容器内に 1 ㎝程度入れた。罠の設置数は 10 個/1

地点で 1 昼夜設置し、7 地点で行った。 

 オオムラサキ･ゴマ

ダラチョウ本土亜

種調査 

［特定種の調査］ 

調査地域内の当該種の幼虫が食草とするエノキまたはエ

ゾエノキが混成する群落（オニグルミ群落、クリ-コナラ群

集、ケヤキ二次林、ニセアカシア群落）の分布地において、

冬季に分布地内を任意に踏査し、当該種の幼虫を捕獲し、

個体数を記録したほか、食草樹木の本数を記録した。また、

冬季の調査後に、上記の群落の分布地以外に食草の分布地

の情報を得たため、この場所において、オオムラサキの成

虫を対象とした補足調査を夏季に実施した。補足調査は、

本種の食草が生育する場所を中心にその周辺を任意に踏査

し、本種の採取及び目視確認を行い、位置と個体数を記録

したほか、食草樹木の本数を記録した。 

 ミヤマシジミ調査 

［特定種の調査］ 

調査地域内の河川及びその周辺の 7 箇所において、本種

の主な食草であるコマツナギが生育する場所を中心にその

周辺を任意に踏査し、本種の採取及び目視確認を行い、位

置と個体数を記録した。 

 ホタル調査 

［特定種の調査］ 

調査地域内を日没から 3 時間程度の夜間に任意に踏査

し、発光するゲンジボタル及びヘイケボタルの成虫の目視

確認を行い、位置と数量を記録したほか、夜間調査の翌日

に植生などの確認地点の状況を記録した。  

P12.9-12 

第12章12.9  

表12.9.1-3 

(2) 

調査項目 調査方法 調査期間 

鳥類 

（猛禽類） 

スポットセンサス調査 

［フクロウ類］ 
【平成27年調査】 

1回目   ：平成27年 2月24日、25日、3月 5日 
2回目   ：平成27年 4月 4日、 5日 
3回目   ：平成27年 5月14日、21日 
4回目   ：平成27年 6月27日～29日 

【平成28年調査】 
1回目   ：平成28年 4月 6日 
2回目   ：平成28年 5月12日 
3回目   ：平成28年 6月 8日 

 営巣地確認調査 

［フクロウ類］ 
【平成27年調査】 

1回目    ：平成27年 6月27～29日 

【平成28年調査】 
当年のスポットセンサス調査で、幼鳥の鳴き声な
どの繁殖につながる情報ないため、調査中止 

両生類 任意観察調査 夏季    ：平成28年 8月29日～31日 
秋季    ：平成28年10月11日～13日 
春季    ：平成29年 4月25日～27日 
初夏季   ：平成29年 6月26日～28日 

爬虫類 任意観察調査 夏季    ：平成28年 8月29日～31日 
秋季    ：平成28年10月11日～13日 
春季    ：平成29年 4月25日～27日 
初夏季   ：平成29年 6月26日～28日 

 トラップ調査 

魚類 任意採取調査 秋季    ：平成28年10月19日～21日 
春季    ：平成29年 4月26日～28日 
夏季    ：平成29年 6月14日～16日  トラップ調査 

昆虫類 任意観察調査 夏季    ：平成28年 7月18日～ 7月23日 
初秋季   ：平成28年 8月29日～ 9月 3日 
秋季    ：平成28年 9月26日～10月 1日 
冬季    ：平成29年 2月27日～ 3月 1日 

（任意観察補足調査） 
春季    ：平成29年 4月10日～15日 
初夏季   ：平成29年 5月28日～ 6月 2日 

 トラップ調査 

 オオムラサキ等調査 

（特定種の調査） 

冬季    ：平成29年 2月27日～ 3月 1日 
夏季（補足）：平成29年 7月26日 

 ミヤマシジミ調査 

（特定種の調査） 
夏季    ：平成29年 7月26日～28日 

クモ類 任意観察調査 夏季    ：平成28年 7月18日～ 7月23日 
初秋季   ：平成28年 8月29日～ 9月 3日 
秋季    ：平成28年 9月26日～10月 1日 
冬季    ：平成29年 2月27日～ 3月 1日 

（任意観察補足調査） 
春季    ：平成29年 4月10日～15日 
初夏季   ：平成29年 5月28日～ 6月 2日 

 トラップ調査 

底生動物 定性採集調査 秋季    ：平成28年10月19日～21日 
冬季    ：平成29年 2月 1日～ 3日 
春季    ：平成29年 4月26日～28日 
夏季    ：平成29年 6月14日～16日 

陸産貝類 任意採取調査 秋季    ：平成28年 9月11日～13日 
春季    ：平成29年 6月 1日～ 6日  

調査項目 調査方法 調査期間 

鳥類 

（猛禽類） 

スポットセンサス調査 

［フクロウ類］ 
【平成27年調査】 

1回目   ：平成27年 2月24日、25日、3月 5日 
2回目   ：平成27年 4月 4日、 5日 
3回目   ：平成27年 5月14日、21日 
4回目   ：平成27年 6月27日～29日 

【平成28年調査】 
1回目   ：平成28年 4月 6日 
2回目   ：平成28年 5月12日 
3回目   ：平成28年 6月 8日 

 営巣地確認調査 

［フクロウ類］ 
【平成27年調査】 

1回目    ：平成27年 6月27～29日 

【平成28年調査】 
当年のスポットセンサス調査で、幼鳥の鳴き声な
どの繁殖につながる情報ないため、調査中止 

両生類 任意観察調査 夏季    ：平成28年 8月29日～31日 
秋季    ：平成28年10月11日～13日 
春季    ：平成29年 4月25日～27日 
初夏季   ：平成29年 6月26日～28日 

爬虫類 任意観察調査 夏季    ：平成28年 8月29日～31日 
秋季    ：平成28年10月11日～13日 
春季    ：平成29年 4月25日～27日 
初夏季   ：平成29年 6月26日～28日 

 トラップ調査 

魚類 任意採取調査 秋季    ：平成28年10月19日～21日 
春季    ：平成29年 4月26日～28日 
夏季    ：平成29年 6月14日～16日  トラップ調査 

昆虫類 任意観察調査 夏季    ：平成28年 7月18日～ 7月23日 
初秋季   ：平成28年 8月29日～ 9月 3日 
秋季    ：平成28年 9月26日～10月 1日 
冬季    ：平成29年 2月27日～ 3月 1日 

（任意観察補足調査） 
春季    ：平成29年 4月10日～15日 
初夏季   ：平成29年 5月28日～ 6月 2日 

 トラップ調査 

 オオムラサキ等調査 

（特定種の調査） 

冬季    ：平成29年 2月27日～ 3月 1日 
夏季（補足）：平成29年 7月26日 

 ミヤマシジミ調査 

（特定種の調査） 
夏季    ：平成29年 7月26日～28日 

 ホタル調査 

（特定種の調査） 

初夏季 1回目：平成30年 6月 7日～ 8日 

    2回目：平成30年 6月18日～19日 

    3回目：平成30年 7月 9日～10日 
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表 16.1-2（18）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-14 

第12章12.9  

表12.9.1-4 

調査項目 確認種数 主な確認種 

哺乳類 6目12科18種 

キクガシラコウモリ、ニホンリス、ムササビ、アカネズミ、

カヤネズミ、ホンドタヌキ、ホンドキツネ、ハクビシン、イ

ノシシ、ニホンジカ など 

鳥類 

一
般
鳥
類 

15目37科102種 

アオサギ、カルガモ、トビ、ノスリ、キジバト、カワセミ、

コゲラ、ヒバリ、ツバメ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、カワガ

ラス、ツグミ、ウグイス、ヤマガラ、シジュウカラ、ホオジ

ロ、カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、ハシブトガラス など 

猛
禽
類 

3目4科14種 

ミサゴ、ハチクマ、ハイイロチュウヒ、ツミ、ハイタカ、オ

オタカ、サシバ、ノスリ、クマタカ、フクロウ、アオバズク、

チョウゲンボウ、コチョウゲンボウ、ハヤブサ 

両生類 2目4科8種 

アカハライモリ、ニホンアマガエル、タゴガエル、ヤマアカ

ガエル、トノサマガエル、ツチガエル、シュレーゲルアオガ

エル、カジカガエル 

爬虫類 1目3科8種 
ヒガシニホントカゲ、ニホンカナヘビ、タカチホヘビ、シマ

ヘビ、アオダイショウ、ジムグリ、ヒバカリ、ヤマカガシ 

魚類 6目9科24種 
スナヤツメ類、オイカワ、アブラハヤ、ウグイ、カマツカ、

ドジョウ、カワヨシノボリ など 

昆虫類 24目281科1,509種 

チラカゲロウ、アカマダラカゲロウ、ハグロトンボ、オナガ

サナエ、オニヤンマ、シオカラトンボ、アキアカネ、オオカ

マキリ、エンマコオロギ、ショウリョウバッタ、ハラヒシバ

ッタ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ヨコヅナサシガメ、クサ

ギカメムシ、コオイムシ、イチモンジセセリ、ベニシジミ、

ミヤマシジミ、キタテハ、キアゲハ、モンキチョウ、モンシ

ロチョウ、クスサン、ホソヒラタアブ、アオゴミムシ、コニ

ワハンミョウ、ガムシ、コアオハナムグリ、ヘイケボタル、

ナナホシテントウ、ムネアカオオアリ、クロヤマアリ、キイ

ロスズメバチ など 

クモ類 1目23科132種 

オオヒメグモ、オオシロカネグモ、アシナガグモ、オニグモ、

ゴミグモ、ヤマシロオニグモ、ウヅキコモリグモ、イオウイ

ロハシリグモ、クサグモ、ハナグモ、ワカバグモ、ガザミグ

モ、ヤミイロカニグモ、オオハエトリ、アリグモ など 

底生動物 22目83科192種 

カワニナ、シジミ属、サワガニ、フタバコカゲロウ、シロタ

ニガワカゲロウ、チラカゲロウ、アカマダラカゲロウ、オナ

ガサナエ、オニヤンマ、カミムラカワゲラ、ヘビトンボ、ウ

ルマーシマトビケラ、ヒゲナガカワトビケラ、ヒラタドロム

シ など 

陸産貝類 3目15科54種 

ゴマガイ、ナミギセル、キビガイ、マルシタラガイ、コベソ

マイマイ、ウスカワマイマイ、オナジマイマイ、ヒラマイマ

イ、ヒダリマキマイマイ など  

調査項目 確認種数 主な確認種 

哺乳類 6目12科18種 

キクガシラコウモリ、ニホンリス、ムササビ、アカネズミ、

カヤネズミ、ホンドタヌキ、ホンドキツネ、ハクビシン、イ

ノシシ、ニホンジカ など 

鳥類 

一
般
鳥
類 

15目37科102種 

アオサギ、カルガモ、トビ、ノスリ、キジバト、カワセミ、

コゲラ、ヒバリ、ツバメ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、カワガ

ラス、ツグミ、ウグイス、ヤマガラ、シジュウカラ、ホオジ

ロ、カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、ハシブトガラス など 

猛
禽
類 

3目4科14種 

ミサゴ、ハチクマ、ハイイロチュウヒ、ツミ、ハイタカ、オ

オタカ、サシバ、ノスリ、クマタカ、フクロウ、アオバズク、

チョウゲンボウ、コチョウゲンボウ、ハヤブサ 

両生類 2目4科8種 

アカハライモリ、ニホンアマガエル、タゴガエル、ヤマアカ

ガエル、トノサマガエル、ツチガエル、シュレーゲルアオガ

エル、カジカガエル 

爬虫類 1目3科8種 
ヒガシニホントカゲ、ニホンカナヘビ、タカチホヘビ、シマ

ヘビ、アオダイショウ、ジムグリ、ヒバカリ、ヤマカガシ 

魚類 6目9科24種 
スナヤツメ類、オイカワ、アブラハヤ、ウグイ、カマツカ、

ドジョウ、カワヨシノボリ など 

昆虫類 24目281科1,510種 

チラカゲロウ、アカマダラカゲロウ、ハグロトンボ、オナガ

サナエ、オニヤンマ、シオカラトンボ、アキアカネ、オオカ

マキリ、エンマコオロギ、ショウリョウバッタ、ハラヒシバ

ッタ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ヨコヅナサシガメ、クサ

ギカメムシ、コオイムシ、イチモンジセセリ、ベニシジミ、

ミヤマシジミ、キタテハ、キアゲハ、モンキチョウ、モンシ

ロチョウ、クスサン、ホソヒラタアブ、アオゴミムシ、コニ

ワハンミョウ、ガムシ、コアオハナムグリ、ヘイケボタル、

ナナホシテントウ、ムネアカオオアリ、クロヤマアリ、キイ

ロスズメバチ など 

クモ類 1目23科132種 

オオヒメグモ、オオシロカネグモ、アシナガグモ、オニグモ、

ゴミグモ、ヤマシロオニグモ、ウヅキコモリグモ、イオウイ

ロハシリグモ、クサグモ、ハナグモ、ワカバグモ、ガザミグ

モ、ヤミイロカニグモ、オオハエトリ、アリグモ など 

底生動物 22目83科192種 

カワニナ、シジミ属、サワガニ、フタバコカゲロウ、シロタ

ニガワカゲロウ、チラカゲロウ、アカマダラカゲロウ、オナ

ガサナエ、オニヤンマ、カミムラカワゲラ、ヘビトンボ、ウ

ルマーシマトビケラ、ヒゲナガカワトビケラ、ヒラタドロム

シ など 

陸産貝類 3目15科54種 

ゴマガイ、ナミギセル、キビガイ、マルシタラガイ、コベソ

マイマイ、ウスカワマイマイ、オナジマイマイ、ヒラマイマ

イ、ヒダリマキマイマイ など 

 
 

P12.9-21 

第12章12.9 

表12.9.1-10 

目名 科名 種名 
現地調査 

確認 

既存資料 

確認 

選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

タカ ミサゴ ミサゴ ● ●    NT EN 

 タカ ハチクマ ● ●    NT VU 

  ツミ ● ●     DD 

  ハイタカ ● ●    NT VU 

  オオタカ ● ●    NT VU 

  サシバ ● ●    VU EN 

  イヌワシ  ● 国天 国内 特別 EN CR 

  クマタカ ● ●  国内 指定 EN EN 

フクロウ フクロウ オオコノハズク  ●     DD 

  コノハズク  ●     VU 

  アオバズク ● ●     EN 

  トラフズク  ●     EN 

ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ ● ●     EN 

合計 ： 3目4科13種 9種 13種 1種 2種 2種 7種 13種 

  

目名 科名 種名 
現地調査 

確認 

既存資料 

確認 

選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

タカ ミサゴ ミサゴ ● ●    NT EN 

 タカ ハチクマ ● ●    NT VU 

  ツミ ● ●     DD 

  ハイタカ ● ●    NT VU 

  オオタカ ● ●    NT VU 

  サシバ ● ●    VU EN 

  イヌワシ  ● 国天 国内 特別 EN CR 

  クマタカ ● ●  国内 指定 EN EN 

フクロウ フクロウ オオコノハズク  ●     DD 

  コノハズク  ●     VU 

  アオバズク ● ●     EN 

  トラフズク  ●     EN 

ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ ● ●  国内  VU EN 

合計 ： 3目4科13種 9種 13種 1種 3種 2種 8種 13種 

  

P12.9-28 

第12章12.9 

表12.9.1-17 

【表の注釈】 

注 1：現地調査確認及び既存資料確認に

【 】がある種は、他地域からの移入個

体の確認種である。 

【表の注釈】 

注 1：現地調査確認及び既存資料確認に

【 】がある種は、他地域からの移入個

体の確認種である。なお、ビワマスは琵

琶湖水系のみに分布するとされている

が、既存資料に在来種として記載がある

ことから他地域からの移入個体として

いない。 

P12.9-29 

第12章12.9 

【1 行目】 

現地調査においては、24 目 281 科 1,509

種の昆虫類を確認した。 

【1行目】 

現地調査においては、24 目 281 科 1,510

種の昆虫類を確認した。 
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表 16.1-2（19）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-30 

第12章12.9

表12.9.1-18 

調査時期 確認種数 主な確認種 

夏季 21目197科683種 

トウヨウモンカゲロウ、アオハダトンボ、コシボソヤンマ、

カワラバッタ、エゾゼミ、ニイニイゼミ、ヒグラシ、アシマ

ダラアカサシガメ、メダカナガカメムシ、ヤマトクサカゲロ

ウ、ホソバセセリ、ヘリグロチャバネセセリ、コムラサキ、

サカハチチョウ、クロハナコヤガ、ヒメツマオビアツバ、コ

ハンミョウ、ミヤマクワガタ、キボシカミキリ、クロマルハ

ナバチ など 

初秋季 19目184科671種 

リスアカネ、セスジツユムシ、クサキリ、チッチゼミ、ツク

ツクボウシ、ツヤアオカメムシ、スカシヒロバカゲロウ、ム

ラサキトビケラ、ヨモギネムシガ、ツトガ、ウスオエダシャ

ク、オオシマカラスヨトウ、オオホソクビゴミムシ、ウスア

カクロゴモクムシ、アオドウガネ、ツヤエンマコガネ、エノ

キハムシ、クヌギシギゾウムシ、ハイイロマルハナバチ本州

亜種 など 

秋季 17目151科443種 

ヤマトシロアリ、ウスイロササキリ、アオマツムシ、トノサ

マバッタ、オオトビサシガメ、オオクチブトカメムシ、チャ

バネセセリ、ヒメヤママユ、オオヒメヒラタアブ、ルリゴミ

ムシダマシ、キボシトックリバチ、クロスズメバチ など 

冬季 7目21科27種 

イボヒラタカメムシ、ラクダムシ、デコボコマルハキバガ、

メスコバネキバガ、ゴマダラチョウ本土亜種、ウスタビガ、

ヒメイエバエ科、ムツボシテントウ、ヒメヒラタムシ、ヒレ

ルコキノコムシ、ナカジロサビカミキリ など 

春季 18目125科292種 

オオマダラカゲロウ、コヤマトンボ、チョウセンカマキリ、

アリツカコオロギ、ビロウドサシガメ、ヒメツチカメムシ、

アオクサカメムシ、オオヤマシマトビケラ、ミヤマセセリ、

テングチョウ日本本土亜種、チビカタキバゴミムシ、ムネビ

ロハネカクシ、フタホシテントウ、マルクビツチハンミョウ、

ヤナギハムシ など 

初夏季 15目179科736種 

ハルゼミ、オオヘリカメムシ、アオモンツノカメムシ、フタ

モンクサカゲロウ、カラスアゲハ本土亜種、アオセダカシャ

チホコ、スギドクガ、マドガガンボ、アカバハネカクシ、ナ

ガスネエンマコガネ、ヨツキボシコメツキ、セボシジョウカ

イ、ナガハムシダマシ、バラルリツツハムシ、クルミハムシ、

ブドウハマキチョッキリ、エゴツルクビオトシブミ など 

合計 24目281科1,509種 - 

  

調査時期 確認種数 主な確認種 

夏季 21目197科683種 

トウヨウモンカゲロウ、アオハダトンボ、コシボソヤンマ、

カワラバッタ、エゾゼミ、ニイニイゼミ、ヒグラシ、アシマ

ダラアカサシガメ、メダカナガカメムシ、ヤマトクサカゲロ

ウ、ホソバセセリ、ヘリグロチャバネセセリ、コムラサキ、

サカハチチョウ、クロハナコヤガ、ヒメツマオビアツバ、コ

ハンミョウ、ミヤマクワガタ、キボシカミキリ、クロマルハ

ナバチ など 

初秋季 19目184科671種 

リスアカネ、セスジツユムシ、クサキリ、チッチゼミ、ツク

ツクボウシ、ツヤアオカメムシ、スカシヒロバカゲロウ、ム

ラサキトビケラ、ヨモギネムシガ、ツトガ、ウスオエダシャ

ク、オオシマカラスヨトウ、オオホソクビゴミムシ、ウスア

カクロゴモクムシ、アオドウガネ、ツヤエンマコガネ、エノ

キハムシ、クヌギシギゾウムシ、ハイイロマルハナバチ本州

亜種 など 

秋季 17目151科443種 

ヤマトシロアリ、ウスイロササキリ、アオマツムシ、トノサ

マバッタ、オオトビサシガメ、オオクチブトカメムシ、チャ

バネセセリ、ヒメヤママユ、オオヒメヒラタアブ、ルリゴミ

ムシダマシ、キボシトックリバチ、クロスズメバチ など 

冬季 7目21科27種 

イボヒラタカメムシ、ラクダムシ、デコボコマルハキバガ、

メスコバネキバガ、ゴマダラチョウ本土亜種、ウスタビガ、

ヒメイエバエ科、ムツボシテントウ、ヒメヒラタムシ、ヒレ

ルコキノコムシ、ナカジロサビカミキリ など 

春季 18目125科292種 

オオマダラカゲロウ、コヤマトンボ、チョウセンカマキリ、

アリツカコオロギ、ビロウドサシガメ、ヒメツチカメムシ、

アオクサカメムシ、オオヤマシマトビケラ、ミヤマセセリ、

テングチョウ日本本土亜種、チビカタキバゴミムシ、ムネビ

ロハネカクシ、フタホシテントウ、マルクビツチハンミョウ、

ヤナギハムシ など 

初夏季 15目179科737種 

ハルゼミ、オオヘリカメムシ、アオモンツノカメムシ、フタ

モンクサカゲロウ、カラスアゲハ本土亜種、アオセダカシャ

チホコ、スギドクガ、マドガガンボ、アカバハネカクシ、ナ

ガスネエンマコガネ、ヨツキボシコメツキ、セボシジョウカ

イ、ナガハムシダマシ、バラルリツツハムシ、クルミハムシ、

ブドウハマキチョッキリ、エゴツルクビオトシブミ など 

合計 24目281科1,510種 - 

  

P12.9-31 

第12章12.9 

【1 行目】 

現地調査により確認された重要な昆虫

類は、9目 39科 53 種であった。 

【1行目】 

現地調査により確認された重要な昆虫

類は、9目 39 科 54 種であった。 

P12.9-32 

第12章12.9  

表12.9.1-19 

(2) 

目名 科名 種名 
現地調査 

確認 

既存資料 

確認 

選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

コウチュウ オサムシ キソコマオオズナガゴミムシ  ●     VU 

  キソナガゴミムシ  ●     DD 

  イマフクツヤゴモクムシ  ●     NT 

  キソツヤゴモクムシ  ●     NT 

  クビナガヨツボシゴミムシ  ●    DD  

  カタアカアトキリゴミムシ ●      NT 

 コガシラミズムシ マダラコガシラミズムシ ●     VU VU 

 ゲンゴロウ キベリマメゲンゴロウ ●     NT N 

  オオヒメゲンゴロウ  ●     NT 

  クロゲンゴロウ  ●    NT NT 

  ゲンゴロウ  ●    VU NT 

  マルガタゲンゴロウ  ●    VU VU 

 ミズスマシ コオナガミズスマシ ●     VU VU 

  コミズスマシ ●     EN VU 

  ヒメミズスマシ ●     EN VU 

  ミズスマシ  ●    VU VU 

 ガムシ コガムシ ●     DD N 

  ガムシ ● ●    NT NT 

 シデムシ ホンドヒロオビモンシデムシ  ●     NT 

  ヤマトモンシデムシ ● ●    NT VU 

  ツノグロモンシデムシ  ●     NT 

  ベッコウヒラタシデムシ ●      NT 

  オニヒラタシデムシ ●      NT 

 クワガタムシ ルリクワガタ  ●     NT 

  トウカイコルリクワガタ  ●     NT 

 コガネムシ ゴホンダイコクコガネ  ●     VU 

  オオクロツヤマグソコガネ  ●     VU 

  ヒゲブトハナムグリ  ●     NT 

  オオチャイロハナムグリ  ●    NT VU 

  トラハナムグリ  ●     VU 

  シラホシハナムグリ  ●     VU 

  クロカナブン ● ●     NT 

 タマムシ ヤマトタマムシ  ●     NT 

  クロコモンタマムシ  ●     VU 

 コメツキムシ ミヤマホソチャバネコメツキ  ●     NT 

  ババムナビロコメツキ  ●     NT 

 ホタル ゲンジボタル  ●     NT 

  ヘイケボタル ● ●     NT 

 ジョウカイボン マサトクビボソジョウカイ  ●     NT 

  ウツギクビボソジョウカイ  ●     VU 

  カタキンイロジョウカイ ● ●     VU 

 ジョウカイモドキ ナガサキアオジョウカイモドキ  ●     NT  

目名 科名 種名 
現地調査 

確認 

既存資料 

確認 

選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

コウチュウ オサムシ キソコマオオズナガゴミムシ  ●     VU 

  キソナガゴミムシ  ●     DD 

  イマフクツヤゴモクムシ  ●     NT 

  キソツヤゴモクムシ  ●     NT 

  クビナガヨツボシゴミムシ  ●    DD  

  カタアカアトキリゴミムシ ●      NT 

 コガシラミズムシ マダラコガシラミズムシ ●     VU VU 

 ゲンゴロウ キベリマメゲンゴロウ ●     NT N 

  オオヒメゲンゴロウ  ●     NT 

  クロゲンゴロウ  ●    NT NT 

  ゲンゴロウ  ●    VU NT 

  マルガタゲンゴロウ  ●    VU VU 

 ミズスマシ コオナガミズスマシ ●     VU VU 

  コミズスマシ ●     EN VU 

  ヒメミズスマシ ●     EN VU 

  ミズスマシ  ●    VU VU 

 ガムシ コガムシ ●     DD N 

  ガムシ ● ●    NT NT 

 シデムシ ホンドヒロオビモンシデムシ  ●     NT 

  ヤマトモンシデムシ ● ●    NT VU 

  ツノグロモンシデムシ  ●     NT 

  ベッコウヒラタシデムシ ●      NT 

  オニヒラタシデムシ ●      NT 

 クワガタムシ ルリクワガタ  ●     NT 

  トウカイコルリクワガタ  ●     NT 

 コガネムシ ゴホンダイコクコガネ  ●     VU 

  オオクロツヤマグソコガネ  ●     VU 

  ヒゲブトハナムグリ  ●     NT 

  オオチャイロハナムグリ  ●    NT VU 

  トラハナムグリ  ●     VU 

  シラホシハナムグリ  ●     VU 

  クロカナブン ● ●     NT 

 タマムシ ヤマトタマムシ  ●     NT 

  クロコモンタマムシ  ●     VU 

 コメツキムシ ミヤマホソチャバネコメツキ  ●     NT 

  ババムナビロコメツキ  ●     NT 

 ホタル ゲンジボタル ● ●     NT 

  ヘイケボタル ● ●     NT 

 ジョウカイボン マサトクビボソジョウカイ  ●     NT 

  ウツギクビボソジョウカイ  ●     VU 

  カタキンイロジョウカイ ● ●     VU 

 ジョウカイモドキ ナガサキアオジョウカイモドキ  ●     NT  
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表 16.1-2（20）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-35 

第12章12.9  

表12.9.1-19 

(5) 

目名 科名 種名 
現地調査 

確認 

既存資料 

確認 

選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

チョウ ジャノメチョウ ベニヒカゲ  ● 県天   NT N 

  クモマベニヒカゲ  ● 県天   NT N 

  キマダラモドキ  ●    NT NT 

  オオヒカゲ  ●     NT 

  クロヒカゲモドキ  ●    EN EN 

 カレハガ ヒロバカレハ  ●    VU NT 

 ヤママユガ オナガミズアオ  ●    NT N 

 スズメガ メンガタスズメ  ●     DD 

  ヒメスズメ  ●    NT NT 

  スキバホウジャク  ●    VU NT 

  イブキスズメ  ●     VU 

 シャチホコガ クワヤマエグリシャチホコ  ●    NT NT 

  ギンボシシャチホコ  ●     NT 

 ヒトリガ ヒメキシタヒトリ上信山地亜種  ●     DD 

 カノコガ キハダカノコ  ●     NT 

 ヤガ ムラサキハガタヨトウ  ●     DD 

  ホシヒメセダカモクメ ●     NT N 

  コシロシタバ  ●    NT DD 

  ミヤマキシタバ  ●    NT DD 

  ヒメシロシタバ  ●    NT N 

合計 ： 14目72科178種 53種 151種 8種 3種 8種 83種 166種  

目名 科名 種名 
現地調査 

確認 

既存資料 

確認 

選定基準 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

チョウ ジャノメチョウ ベニヒカゲ  ● 県天   NT N 

  クモマベニヒカゲ  ● 県天   NT N 

  キマダラモドキ  ●    NT NT 

  オオヒカゲ  ●     NT 

  クロヒカゲモドキ  ●    EN EN 

 カレハガ ヒロバカレハ  ●    VU NT 

 ヤママユガ オナガミズアオ  ●    NT N 

 スズメガ メンガタスズメ  ●     DD 

  ヒメスズメ  ●    NT NT 

  スキバホウジャク  ●    VU NT 

  イブキスズメ  ●     VU 

 シャチホコガ クワヤマエグリシャチホコ  ●    NT NT 

  ギンボシシャチホコ  ●     NT 

 ヒトリガ ヒメキシタヒトリ上信山地亜種  ●     DD 

 カノコガ キハダカノコ  ●     NT 

 ヤガ ムラサキハガタヨトウ  ●     DD 

  ホシヒメセダカモクメ ●     NT N 

  コシロシタバ  ●    NT DD 

  ミヤマキシタバ  ●    NT DD 

  ヒメシロシタバ  ●    NT N 

合計 ： 14目72科178種 54種 151種 8種 3種 8種 83種 166種  

P12.9-43 

第12章12.9 

【6～10行目】 

現地調査及び既存資料調査で確認され

た重要な種の 320 種（昆虫類と底生動物

との重複種 23種を除くと 297 種）から

102 種（昆虫類と底生動物との重複種 9

種を除くと 93種）を予測対象に選定し

た。予測対象は、哺乳類が 1 種、鳥類が

21 種、両生類が 3種、爬虫類が 2種、魚

類が 6種、昆虫類が 50 種（内 9種が底

生動物と重複）、クモ類が 1 種、底生動

物が 10種（内 9種が昆虫類と重複）、

陸産貝類が 8種である。 

【6～10 行目】 

現地調査及び既存資料調査で確認され

た重要な種の 320 種（昆虫類と底生動物

との重複種 23 種を除くと 297 種）から

104 種（昆虫類と底生動物との重複種 10

種を除くと 94 種）を予測対象に選定し

た。予測対象は、哺乳類が 1種、鳥類が

21 種、両生類が 3種、爬虫類が 2種、魚

類が 6種、昆虫類が 51種（内 10 種が底

生動物と重複）、クモ類が 1種、底生動

物が 11 種（内 10 種が昆虫類と重複）、

陸産貝類が 8種である。 

P12.9-47 

第12章12.9 

表12.9.1-26 

(5) 

分類群 種名 
確認状況 

予測対象 選別根拠 
現地調査 既存資料 

昆虫類 ミズスマシ  ○ ● 
底生動物の現地調査において、予測地域内で

確認されている。 

 コガムシ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ガムシ ○ ○ ●  

 ホンドヒロオビモンシデムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヤマトモンシデムシ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ツノグロモンシデムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ベッコウヒラタシデムシ ○   予測地域外の現地確認である。 

 オニヒラタシデムシ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ルリクワガタ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 トウカイコルリクワガタ  ○   

 ゴホンダイコクコガネ  ○  
既存資料に予測地域内の確認された調査区が

なく、具体的な位置情報の記載もない。 

 オオクロツヤマグソコガネ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヒゲブトハナムグリ  ○   

 オオチャイロハナムグリ  ○   

 トラハナムグリ  ○   

 シラホシハナムグリ  ○   

 クロカナブン ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ヤマトタマムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 クロコモンタマムシ  ○   

 ミヤマホソチャバネコメツキ  ○   

 ババムナビロコメツキ  ○   

 ゲンジボタル  ○   

 ヘイケボタル ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 マサトクビボソジョウカイ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ウツギクビボソジョウカイ  ○   

 カタキンイロジョウカイ ○ ○  
予測地域外の現地確認であり、既存資料に具

体的な位置情報の記載もない。 

 ナガサキアオジョウカイモドキ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 アイヌテントウ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ダイモンテントウ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ジュウサンホシテントウ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ジュウロクホシテントウ  ○ ● 予測地域内の既存資料の調査区で記録がある。 

 カクズクビナガムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ミヤマカミキリモドキ  ○   

 マルクビツチハンミョウ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ツメアカマルチビゴミムシダマシ  ○  
既存資料に予測地域内の確認された調査区が

なく、具体的な位置情報の記載もない。 

 シナノオオマルムネゴミムシダマシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 フタスジカタビロハナカミキリ  ○   

 トホシハナカミキリ  ○   

 オトメクビアカハナカミキリ  ○   

 チャイロヒメコブハナカミキリ  ○   

 アカムネハナカミキリ  ○   

  

分類群 種名 
確認状況 

予測対象 選別根拠 
現地調査 既存資料 

昆虫類 ミズスマシ  ○ ● 
底生動物の現地調査において、予測地域内で

確認されている。 

 コガムシ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ガムシ ○ ○ ●  

 ホンドヒロオビモンシデムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヤマトモンシデムシ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ツノグロモンシデムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ベッコウヒラタシデムシ ○   予測地域外の現地確認である。 

 オニヒラタシデムシ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ルリクワガタ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 トウカイコルリクワガタ  ○   

 ゴホンダイコクコガネ  ○  
既存資料に予測地域内の確認された調査区が

なく、具体的な位置情報の記載もない。 

 オオクロツヤマグソコガネ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヒゲブトハナムグリ  ○   

 オオチャイロハナムグリ  ○   

 トラハナムグリ  ○   

 シラホシハナムグリ  ○   

 クロカナブン ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ヤマトタマムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 クロコモンタマムシ  ○   

 ミヤマホソチャバネコメツキ  ○   

 ババムナビロコメツキ  ○   

 ゲンジボタル ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ヘイケボタル ○ ○ ●  

 マサトクビボソジョウカイ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ウツギクビボソジョウカイ  ○   

 カタキンイロジョウカイ ○ ○  
予測地域外の現地確認であり、既存資料に具

体的な位置情報の記載もない。 

 ナガサキアオジョウカイモドキ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 アイヌテントウ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ダイモンテントウ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ジュウサンホシテントウ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ジュウロクホシテントウ  ○ ● 予測地域内の既存資料の調査区で記録がある。 

 カクズクビナガムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ミヤマカミキリモドキ  ○   

 マルクビツチハンミョウ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ツメアカマルチビゴミムシダマシ  ○  
既存資料に予測地域内の確認された調査区が

なく、具体的な位置情報の記載もない。 

 シナノオオマルムネゴミムシダマシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 フタスジカタビロハナカミキリ  ○   

 トホシハナカミキリ  ○   

 オトメクビアカハナカミキリ  ○   

 チャイロヒメコブハナカミキリ  ○   

 アカムネハナカミキリ  ○   
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表 16.1-2（21）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-50 

第12章12.9 

表12.9.1-26 

(8) 

分類群 種名 
確認状況 

予測対象 選別根拠 
現地調査 既存資料 

昆虫類 コシロシタバ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ミヤマキシタバ  ○   

 ヒメシロシタバ  ○   

クモ類 ニシキオニグモ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

底生動物 オオタニシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヒラマキガイモドキ  ○   

 オビカゲロウ  ○   

 アオハダトンボ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 アオサナエ ○  ●  

 オジロサナエ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 トラフトンボ  ○   

 マダラナニワトンボ  ○   

 ミネトワダカワゲラ  ○   

 ノギカワゲラ  ○   

 イトアメンボ  ○   

 コオイムシ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 オオコオイムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 タガメ  ○   

 タイコウチ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 オオヒメゲンゴロウ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 クロゲンゴロウ  ○   

 ゲンゴロウ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 マルガタゲンゴロウ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 コミズスマシ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ミズスマシ ○ ○ ●  

 
ガムシ  ○ ● 

昆虫類の現地調査において、予測地域内で確

認されている。 

 ゲンジボタル  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヘイケボタル ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ニホンアミカモドキ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 キタガミトビケラ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

陸産貝類 ケシガイ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ヒダゴマガイ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 エンシュウギセル ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 トガリキビ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヒゼンキビ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ヒメハリマキビ ○  ●  

 オオウエキビ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 オオタキキビ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 タカキビ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ビロウドマイマイ ○  ●  

 ヤマタカマイマイ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 カタマメマイマイ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

合計 320 103 278 102 - 

  

分類群 種名 
確認状況 

予測対象 選別根拠 
現地調査 既存資料 

昆虫類 コシロシタバ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ミヤマキシタバ  ○   

 ヒメシロシタバ  ○   

クモ類 ニシキオニグモ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

底生動物 オオタニシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヒラマキガイモドキ  ○   

 オビカゲロウ  ○   

 アオハダトンボ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 アオサナエ ○  ●  

 オジロサナエ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 トラフトンボ  ○   

 マダラナニワトンボ  ○   

 ミネトワダカワゲラ  ○   

 ノギカワゲラ  ○   

 イトアメンボ  ○   

 コオイムシ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 オオコオイムシ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 タガメ  ○   

 タイコウチ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 オオヒメゲンゴロウ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 クロゲンゴロウ  ○   

 ゲンゴロウ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 マルガタゲンゴロウ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 コミズスマシ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ミズスマシ ○ ○ ●  

 ガムシ  ○ ● 昆虫類の現地調査において、予測地域内で確

認されている。  ゲンジボタル  ○ ● 

 ヘイケボタル ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ニホンアミカモドキ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 キタガミトビケラ ○ ○ ● 予測地域内で現地確認されている。 

陸産貝類 ケシガイ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ヒダゴマガイ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 エンシュウギセル ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 トガリキビ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 ヒゼンキビ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ヒメハリマキビ ○  ●  

 オオウエキビ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 オオタキキビ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 タカキビ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

 ビロウドマイマイ ○  ●  

 ヤマタカマイマイ  ○  既存資料に具体的な位置情報の記載なし。 

 カタマメマイマイ ○  ● 予測地域内で現地確認されている。 

合計 320 104 278 104 - 

  

P12.9-55 

第12章12.9 

表12.9.1-27 

(4) 

分類群 種名 確認種の生息環境 

確認地点 
影響の 

有無 
生息環境への影響 計画路線

区域 

計画路線

区域周辺 

昆虫類 18 オサムシモドキ 中規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 19 カタアカアトキリゴミムシ 大規模河川（草地） - ● 無 生息環境は保全される。 

 20 マダラコガシラミズムシ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 21 キベリマメゲンゴロウ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 22 ゲンゴロウ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 23 コオナガミズスマシ 

大規模河川（土手･

水辺）、中規模河川

（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 24 コミズスマシ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 25 ヒメミズスマシ 農耕地（水田） - ● 無 生息環境は保全される。 

 26 ミズスマシ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 27 コガムシ 

樹林地（林内･林縁）、

農耕地（水田･水路･

疎林･草地）、大規模

河川（土手･樹林地･

水辺） 

● ● 無 生息環境は保全される。 

 28 ガムシ 

樹林地（林内･林縁･

疎林）、農耕地（水

田･水路･疎林･草

地）、大規模河川（土

手･樹林地･水辺） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 29 ヤマトモンシデムシ 
大規模河川（土手）、

中規模河川（草地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 30 オニヒラタシデムシ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 31 クロカナブン 大規模河川（樹林地） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 32 ヘイケボタル 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 33 アイヌテントウ 
大規模河川（土手･

草地･樹林地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 34 ジュウサンホシテントウ 

農耕地（水田）、大

規模河川（土手･草

地･水辺）、中規模河

川（草地） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

  

分類群 種名 確認種の生息環境 

確認地点 
影響の 

有無 
生息環境への影響 計画路線

区域 

計画路線

区域周辺 

昆虫類 18 オサムシモドキ 中規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 19 カタアカアトキリゴミムシ 大規模河川（草地） - ● 無 生息環境は保全される。 

 20 マダラコガシラミズムシ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 21 キベリマメゲンゴロウ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 22 ゲンゴロウ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 23 コオナガミズスマシ 

大規模河川（土手･

水辺）、中規模河川

（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 24 コミズスマシ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 25 ヒメミズスマシ 農耕地（水田） - ● 無 生息環境は保全される。 

 26 ミズスマシ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 27 コガムシ 

樹林地（林内･林縁）、

農耕地（水田･水路･

疎林･草地）、大規模

河川（土手･樹林地･

水辺） 

● ● 無 生息環境は保全される。 

 28 ガムシ 

樹林地（林内･林縁･

疎林）、農耕地（水

田･水路･疎林･草

地）、大規模河川（土

手･樹林地･水辺） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 29 ヤマトモンシデムシ 
大規模河川（土手）、

中規模河川（草地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 30 オニヒラタシデムシ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 31 クロカナブン 大規模河川（樹林地） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 32 ゲンジボタル 

農耕地（水田･水路･

林縁）、大規模河川

（水辺･林縁）、中規

模河川（水辺･草地･

林縁） 

● ● 無 生息環境は保全される。 

 33 ヘイケボタル 

農耕地（水田･水路）、

大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺･

草地･林縁） 

- ● 無 生息環境は保全される。 
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表 16.1-2（22）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-56 

第12章12.9 

表12.9.1-27 

(5) 

分類群 種名 確認種の生息環境 

確認地点 
影響の 

有無 
生息環境への影響 計画路線

区域 

計画路線

区域周辺 

昆虫類 35 ジュウロクホシテントウ 
大規模河川（樹林地･

草地･水辺） 
△ △ 無 生息環境は保全される。 

 36 マルクビツチハンミョウ 
農耕地（畑地･水田･

水路･疎林･草地） 
- ● 無 

生息環境に変化は生じ

ない。 

 37 ヨツボシアカツツハムシ 

樹林地（林縁）、大

規模河川（土手･水

辺）、中規模河川（水

辺） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 38 ウマノオバチ 樹林地（林縁） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 39 トゲアリ 樹林地（林内･林縁） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 40 ニッポンハナダカバチ 中規模河川（樹林地） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 41 クズハキリバチ 
農耕地（水田）、大

規模河川（草地） 
- ● 無 

生息環境に変化は生じ

ない。 

 42 クロマルハナバチ 
大規模河川（土手）、

中規模河川（樹林地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 43 ハイイロマルハナバチ 
農耕地（水田）、大

規模河川（土手） 
● ● 無 生息環境は保全される。 

 44 キタガミトビケラ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 45 ヤホシホソマダラ 大規模河川（草地） - ● 無 生息環境は保全される。 

 46 スジグロチャバネセセリ 農耕地（水田） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 47 ヘリグロチャバネセセリ 
樹林地（林内）、中

規模河川（樹林地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 48 
ミヤマシジミ 

（保護･保全研究活動の場を含む） 

樹林地（林内･林縁･

疎林）、大規模河川

（土手･草地･樹林

地）、中規模河川（土

手･草地･樹林地） 

● ● 無 生息環境は保全される。 

 49 オオムラサキ 

樹林地（林内･林縁･

疎林）、農耕地（水

田･路傍）、大規模河

川（樹林地）、中規

模河川（樹林地） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 50 ホシヒメセダカモクメ 大規模河川（土手） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

  

分類群 種名 確認種の生息環境 

確認地点 
影響の 

有無 
生息環境への影響 計画路線

区域 

計画路線

区域周辺 

昆虫類 34 アイヌテントウ 
大規模河川（土手･

草地･樹林地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 35 ジュウサンホシテントウ 

農耕地（水田）、大

規模河川（土手･草

地･水辺）、中規模河

川（草地） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 36 ジュウロクホシテントウ 
大規模河川（樹林地･

草地･水辺） 
△ △ 無 生息環境は保全される。 

 37 マルクビツチハンミョウ 
農耕地（畑地･水田･

水路･疎林･草地） 
- ● 無 

生息環境に変化は生じ

ない。 

 38 ヨツボシアカツツハムシ 

樹林地（林縁）、大

規模河川（土手･水

辺）、中規模河川（水

辺） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 39 ウマノオバチ 樹林地（林縁） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 40 トゲアリ 樹林地（林内･林縁） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 41 ニッポンハナダカバチ 中規模河川（樹林地） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 42 クズハキリバチ 
農耕地（水田）、大

規模河川（草地） 
- ● 無 

生息環境に変化は生じ

ない。 

 43 クロマルハナバチ 
大規模河川（土手）、

中規模河川（樹林地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 44 ハイイロマルハナバチ 
農耕地（水田）、大

規模河川（土手） 
● ● 無 生息環境は保全される。 

 45 キタガミトビケラ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 46 ヤホシホソマダラ 大規模河川（草地） - ● 無 生息環境は保全される。 

 47 スジグロチャバネセセリ 農耕地（水田） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

 48 ヘリグロチャバネセセリ 
樹林地（林内）、中

規模河川（樹林地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 49 
ミヤマシジミ 

（保護･保全研究活動の場を含む） 

樹林地（林内･林縁･

疎林）、大規模河川

（土手･草地･樹林

地）、中規模河川（土

手･草地･樹林地） 

● ● 無 生息環境は保全される。 

  

P12.9-57 

第12章12.9 

表12.9.1-27 

(6) 

分類群 種名 確認種の生息環境 

確認地点 
影響の 

有無 
生息環境への影響 計画路線

区域 

計画路線

区域周辺 

クモ類 1 ニシキオニグモ 
樹林地（林縁）、 

農耕地（疎林･草地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

底生動物 1 アオハダトンボ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 2 アオサナエ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 3 コオイムシ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 4 タイコウチ 中規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 5 ゲンゴロウ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 6 コミズスマシ 中規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 7 ミズスマシ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 8 ガムシ 

樹林地（林内･林縁･

疎林）、農耕地（水

田･水路･疎林･草

地）、大規模河川（土

手･樹林地･水辺） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 9 ヘイケボタル 中規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 10 キタガミトビケラ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

  

分類群 種名 確認種の生息環境 

確認地点 
影響の 

有無 
生息環境への影響 計画路線

区域 

計画路線

区域周辺 

昆虫類 50 オオムラサキ 

樹林地（林内･林縁･

疎林）、農耕地（水

田･路傍）、大規模河

川（樹林地）、中規

模河川（樹林地） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 51 ホシヒメセダカモクメ 大規模河川（土手） - ● 無 
生息環境に変化は生じ

ない。 

クモ類 1 ニシキオニグモ 
樹林地（林縁）、 

農耕地（疎林･草地） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

底生動物 1 アオハダトンボ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 2 アオサナエ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 3 コオイムシ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 4 タイコウチ 中規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 5 ゲンゴロウ 大規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 6 コミズスマシ 中規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 7 ミズスマシ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 

 8 ガムシ 

樹林地（林内･林縁･

疎林）、農耕地（水

田･水路･疎林･草

地）、大規模河川（土

手･樹林地･水辺） 

- ● 無 生息環境は保全される。 

 9 ゲンジボタル 

農耕地（水田･水路･

林縁）、大規模河川

（水辺･林縁）、中規

模河川（水辺･草地･

林縁） 

● ● 無 生息環境は保全される。 

 10 ヘイケボタル 中規模河川（水辺） - ● 無 生息環境は保全される。 

 11 キタガミトビケラ 
大規模河川（水辺）、

中規模河川（水辺） 
- ● 無 生息環境は保全される。 
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表 16.1-2（23）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-114 

第12章12.9 

表12.9.1-33 

(32) 

（記載なし） ゲンジボタル  

一般生態 

幼虫は流水中、成虫はその岸辺などに生息する。成虫の体長は雄が約 16

㎜、雌が約 18 ㎜。体は黒色、前胸背は淡赤色で黒い十字形の紋がある。成

虫は 5 月～6月にかけて発生し、河岸のコケなどに 500個前後の卵を産み、

10 日程度で死亡する。卵は 30 日程度で孵化する。幼虫は短くて 10 ヶ月、

長いと 2 年間水中生活をし、カワニナなどの巻き貝を捕食して成長する。終

齢に達すると、一般に 4月中旬の降雨時に上陸し、土に潜って蛹となる。蛹

の時期は約 50日である。 

確認状況 現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

： 3箇所、合計 28個体 

：61箇所、合計182個体 

： 6箇所、合計 24個体 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

：大規模河川（水辺）、中規模河川（水辺･林縁） 

：農耕地（水田･水路･林縁）、大規模河川（水辺･林縁）、 

中規模河川（水辺･草地･林縁） 

：農耕地（水路）、大規模河川（水辺･林縁） 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置 

大規模河川の 2 箇所と中規模河川の 1 箇所の確認地点は計画路線区域内

に、農耕地の 2 箇所と大規模河川の 3 箇所及び中規模河川の 28 箇所の確認

地点は計画路線区域から 5～48m 程度の近傍等に位置するが、工事施工ヤー

ドは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用することに

より、改変面積を最小限に抑え、周囲に同様な河川環境が連続して広く又は

一定規模残ることから、人為的な撹乱による生息環境（成育･繁殖に係る環

境）の質的変化はほとんど生じないと考える。他の計画路線区域周辺の確認

地点（農耕地：5 箇所、大規模河川：11 箇所、中規模河川：16 箇所）は計

画路線区域から 50m以上離れ、同様な生息環境が連続して広く又は一定規模

存在することから、生息環境の質的変化はないと考える。また、工事濁水や

土砂等を公共用水域等へ直接流入させないように努め、河道の切り回しを行

う場所では改変面積の縮小及び早期復旧に努めることから、全ての確認地点

において生息環境の質的変化はほとんど生じないと考える。よって、本種及

びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

大規模河川は 2箇所の確認地点が計画路線区域内に、3 箇所の確認地点が

計画路線区域から 5～30m 程度の近傍等に位置し、河川内に橋脚を設置して

計画路線が通過することから、主な生息環境である水辺の一部が消失･縮小

する。しかし、周囲に同様な水辺環境が連続して広く又は一定規模残り、橋

脚による水際位置の移動や河床形状の変化があっても、河川流量が変化しな

いので現況の水辺と同質のものが再構築されると考えることから、生息地の

環境条件（水など）の変化は軽微であると考える。中規模河川は 1箇所の確

認地点が計画路線区域内に、28 箇所の確認地点が計画路線区域から 5～48m

程度の近傍等に位置するが、計画路線は橋脚を伴わない橋梁形式で通過し、

渡河部分の護岸改修部分周囲に流路の水域がないことから、生息地の環境条

件（水など）の変化はないと考える。計画路線区域の近傍の農耕地の確認地

点（2 箇所）は農耕地の水路であり、生息地の水路環境の消失･縮小がない

ことから、他の計画路線区域周辺の確認地点は（農耕地：5 箇所、大規模河

川：11 箇所、中規模河川：16 箇所）は計画路線区域から 50m 以上離れ、同

様な生息環境が連続して広く又は一定規模存在することから、生息地の環境

条件（水など）の変化はないと考える。また、橋梁は水面から十分な高さで

通過し、橋梁や交差点部などに設置する道路照明を極力外部に向けないよう

配慮するとともに、遮光板を設けるなどの光の漏れ出し防止に努めることか

ら、橋梁下及び計画路線区域から 5～85m程度の場所（42箇所）では生息地

の環境条件（光など）の変化は軽微であり、計画路線区域から 100m 以上離

れた他の場所（22 箇所）では道路照明の影響は少ないと考える。以上のこ

とから、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影響（質的変化）はほとん

ど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると

予測する。 

  

P12.9-115 

第12章12.9 

表12.9.1-33 

(33) 

ヘイケボタル  

一般生態 

平地から山地の水田、休耕田、湿地、池沼、用水路などに生息する。成虫

は 6月～8 月に見られ、幼虫は水田や池沼などの止水や用水中に生息し、モ

ノアラガイ類などの小型の水生貝類を食べる。 

確認状況 現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

：－ 

：2 箇所、合計 2個体 

：－ 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

：－ 

：大規模河川（水辺） 

：－ 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置 

確認地点（2 箇所）は、計画路線区域から 5～20m 程度の近傍に位置する

が、工事施工ヤードは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路

を利用することにより、改変面積を最小限に抑え、周囲に同様な水辺環境が

連続して広く又は一定規模残り、工事濁水や土砂等を公共用水域等へ直接流

入させないように努めることから、人為的な撹乱による生息環境（成育･繁

殖に係る環境）の質的変化はほとんど生じないと考える。よって、本種及び

その主な生息環境は、保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

確認地点（2 箇所）は、計画路線区域から 5～85m 程度の近傍等の大規模

河川に位置し、計画路線は大規模河川内に橋脚を設置して通過することか

ら、主な生息環境である水辺の一部が消失･縮小する。しかし、周囲に同様

な水辺環境が連続して広く又は一定規模残り、橋脚による水際位置の移動や

河床形状の変化があっても、河川流量が変化しないので現況の水辺と同質の

ものが再構築されると考えられ、橋梁は水面から十分な高さで通過し、橋梁

などに設置する道路照明を極力外部に向けないよう配慮するとともに、遮光

板を設けるなどの光の漏れ出し防止に努めることから、生息地の環境条件

（水･光など）の変化は軽微であり、道路の存在に伴う生息環境への間接的

な影響（質的変化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主

な生息環境は、保全されると予測する。 

  

ヘイケボタル  

一般生態 

平地から山地の水田、休耕田、湿地、池沼、用水路などに生息する。成虫

は 6 月～8月に見られ、幼虫は水田や池沼などの止水や用水中に生息し、モ

ノアラガイ類などの小型の水生貝類を食べる。 

確認状況 現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

：－ 

：13 箇所、合計 71 個体 

： 1 箇所、3個体 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

 

・その他 

：－ 

：農耕地（水田･水路）、大規模河川（水辺）、 

中規模河川（水辺･草地･林縁） 

：農耕地（水路） 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置 

農耕地の 1 箇所、大規模河川の 2箇所及び中規模河川の 5 箇所の確認地点

は、計画路線区域から 5～30m 程度の近傍等に位置するが、工事施工ヤード

は極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用することによ

り、改変面積を最小限に抑え、周囲に同様な河川環境等が連続して広く又は

一定規模残ることから、人為的な撹乱による生息環境（成育･繁殖に係る環

境）の質的変化はほとんど生じないと考える。他の計画路線区域周辺の確認

地点（農耕地：4箇所、中規模河川：1箇所）は計画路線区域から 265m 以上

離れ、同様な生息環境が連続して広く又は一定規模存在することから、生息

環境の質的変化はないと考える。また、工事濁水や土砂等を公共用水域等へ

直接流入させないように努め、、河道の切り回しを行う場所では改変面積の

縮小及び早期復旧に努めることから、全ての確認地点において生息環境の質

的変化はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、

保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

大規模河川の確認地点（2 箇所）は計画路線区域から 5～85m 程度の近傍

等に位置し、河川内に橋脚を設置して計画路線が通過することから、主な生

息環境である水辺の一部が消失･縮小する。しかし、周囲に同様な水辺環境

が連続して広く又は一定規模残り、橋脚による水際位置の移動や河床形状の

変化があっても、河川流量が変化しないので現況の水辺と同質のものが再構

築されると考えることから、生息地の環境条件（水など）の変化は軽微であ

ると考える。計画路線区域の近傍の農耕地の確認地点（1箇所）は周囲を集

落で囲まれ、生息地の消失･縮小がないことから、計画路線区域の近傍の中

規模河川の確認地点（5 箇所）は計画路線が橋脚を伴わない橋梁形式で通過

し、生息地の消失･縮小がないことから、他の計画路線区域周辺の確認地点

は（農耕地：4箇所、中規模河川：1箇所）は計画路線区域から 265m 以上離

れ、同様な生息環境が連続して広く又は一定規模存在することから、生息地

の環境条件（水など）の変化はないと考える。また、橋梁は水面から十分な

高さで通過し、橋梁や交差点部などに設置する道路照明を極力外部に向けな

いよう配慮するとともに、遮光板を設けるなどの光の漏れ出し防止に努める

ことから、計画路線区域から 5～85m 程度の場所（8 箇所）では、生息地の

環境条件（光など）の変化は軽微であり、計画路線区域から 265m 以上離れ

た他の場所（5箇所）では道路照明の影響は少ないと考える。以上のことか

ら、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影響（質的変化）はほとんど生

じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測

する。 

  



16-91 
 

 

表 16.1-2（24）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-128 

第12章12.9 

表12.9.1-33 

(50) 

オオムラサキ  

一般生態 

採草地、農地、河川敷、河川堤防などの人為的に管理されてきた草原や河

川の氾濫によって維持される河原などに生息する。成虫は 5～10 月に出現

し、2～4 回発生する。食草はコマツナギ、イワオウギなどが知られている。 

確認状況 現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

：－ 

：33箇所、合計 128個体 

： 1箇所、1 個体 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

 

 

・その他 

：－ 

：樹林地（落葉広葉樹林と常緑針葉樹林の林内･林縁）、 

農耕地（水田･路傍）、大規模河川（樹林地）、 

中規模河川（樹林地） 

：樹林地（落葉広葉樹林の疎林） 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置 

樹林地の 8箇所の確認地点と農耕地の 4 箇所の確認地点は、計画路線区域

から 8～50m 程度の近傍等に位置するが、工事施工ヤードは極力計画路線上

を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用することにより、改変面積を

最小限に抑え、農耕地は周囲に同様な生息環境が連続して一定規模残るこ

とから、樹林地は計画路線区域との間に既存道路又は中規模河川を挟み、

林縁環境が連続して広く存在することから、人為的な撹乱による生息環境

（成育･繁殖に係る環境）の質的変化はほとんど生じないと考える。他の計

画路線区域周辺の確認地点（樹林地：18 箇所、大規模河川：2 箇所、中規

模河川：1箇所）は、計画路線区域から 55m 以上離れ、同様な生息環境が連

続して広く又は一定規模残ることから、生息環境の質的変化はないと考え

る。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

樹林地の 14 箇所の確認地点と農耕地の 4 箇所の確認地点は、計画路線区

域から 8～80m 程度の近傍等に位置することから、エノキやエゾエナキなど

の生育が見られる主な生息環境ある樹林地と農耕地の一部が消失･縮小す

る。しかし、農耕地は周囲に同様な生息環境が連続して一定規模残ることか

ら、樹林地は計画路線区域との間に既存道路又は中規模河川を挟み、生息地

の樹林地の消失･縮小がない場所が多く、樹林及び林縁環境が連続して広く

残ることから、生息地の環境条件（光･水･風など）の変化は軽微であると考

える。他の計画路線区域周辺の確認地点（樹林地：12 箇所、大規模河川：2

箇所、中規模河川：1 箇所）は、計画路線区域から 100m 以上離れ、同様な

生息環境が連続して広く存在することから、生息地の環境条件の変化はない

と考える。以上のことから、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影響（質

的変化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境

は保全されると予測する。 

  

オオムラサキ  

一般生態 

主に丘陵地～低山地の落葉広葉樹林に生息し、里山の雑木林や河畔林でよ

く見られる。山地のブナ林でも見ることがある。成虫は 7～8 月に出現する。

食草はエノキ、エゾエノキが知られている。 

確認状況 現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

：－ 

：33 箇所、合計 128 個体 

： 1 箇所、1個体 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

 

 

・その他 

：－ 

：樹林地（落葉広葉樹林と常緑針葉樹林の林内･林縁）、 

農耕地（水田･路傍）、大規模河川（樹林地）、 

中規模河川（樹林地） 

：樹林地（落葉広葉樹林の疎林） 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置 

樹林地の 8 箇所の確認地点と農耕地の 4箇所の確認地点は、計画路線区域

から 8～50m程度の近傍等に位置するが、工事施工ヤードは極力計画路線上

を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用することにより、改変面積を

最小限に抑え、農耕地は周囲に同様な生息環境が連続して一定規模残るこ

とから、樹林地は計画路線区域との間に既存道路又は中規模河川を挟み、

林縁環境が連続して広く存在することから、人為的な撹乱による生息環境

（成育･繁殖に係る環境）の質的変化はほとんど生じないと考える。他の計

画路線区域周辺の確認地点（樹林地：18 箇所、大規模河川：2 箇所、中規

模河川：1 箇所）は、計画路線区域から 55m以上離れ、同様な生息環境が連

続して広く又は一定規模残ることから、生息環境の質的変化はないと考え

る。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

樹林地の 14 箇所の確認地点と農耕地の 4 箇所の確認地点は、計画路線区

域から 8～80m 程度の近傍等に位置することから、エノキやエゾエナキなど

の生育が見られる主な生息環境ある樹林地と農耕地の一部が消失･縮小す

る。しかし、農耕地は周囲に同様な生息環境が連続して一定規模残ることか

ら、樹林地は計画路線区域との間に既存道路又は中規模河川を挟み、生息地

の樹林地の消失･縮小がない場所が多く、樹林及び林縁環境が連続して広く

残ることから、生息地の環境条件（光･水･風など）の変化は軽微であると考

える。他の計画路線区域周辺の確認地点（樹林地：12箇所、大規模河川：2

箇所、中規模河川：1 箇所）は、計画路線区域から 100m 以上離れ、同様な

生息環境が連続して広く存在することから、生息地の環境条件の変化はない

と考える。以上のことから、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影響（質

的変化）はほとんど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境

は保全されると予測する。 

  

P12.9-131 

第12章12.9 

【1～3行目】 

底生動物の現地調査で未確認であるが、

昆虫類の現地調査で予測地域内におい

て確認され、底生動物の既存資料に確認

記録がある「ガムシ」の 1種は、本分類

群においても予測を行った。 

【1～3行目】 

底生動物の現地調査で未確認であるが、

昆虫類の現地調査で予測地域内におい

て確認され、底生動物の既存資料に確認

記録がある「ガムシ、ゲンジボタル」の

2 種は、本分類群においても予測を行っ

た。 

P12.9-138 

第12章12.9 

表12.9.1-35 

(9) 

（記載なし） ゲンジボタル  

一般生態 

幼虫は流水中、成虫はその岸辺などに生息する。成虫の体長は雄が約 16

㎜、雌が約 18 ㎜。体は黒色、前胸背は淡赤色で黒い十字形の紋がある。成

虫は 5 月～6月にかけて発生し、河岸のコケなどに 500個前後の卵を産み、

10 日程度で死亡する。卵は 30 日程度で孵化する。幼虫は短くて 10 ヶ月、

長いと 2 年間水中生活をし、カワニナなどの巻き貝を捕食して成長する。終

齢に達すると、一般に 4月中旬の降雨時に上陸し、土に潜って蛹となる。蛹

の時期は約 50日である。 

確認状況 現地調査 

※底生動物の調査では確認されていないが、昆虫類の調査で確認されている。 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

： 3箇所、合計 28個体 

：61箇所、合計182個体 

： 6箇所、合計 24個体 

確認地点の 

生息環境 
現地調査 

・計画路線区域 

・計画路線区域周辺 

・その他 

：大規模河川（水辺）、中規模河川（水辺･林縁） 

：農耕地（水田･水路･林縁）、大規模河川（水辺･林縁）、 

中規模河川（水辺･草地･林縁） 

：農耕地（水路）、大規模河川（水辺･林縁） 

影
響
予
測 

工
事
の
実
施 

工事施工ヤ

ードの設置

及び工事用

道路等の設

置 

大規模河川の 2 箇所と中規模河川の 1 箇所の確認地点は計画路線区域内

に、農耕地の 2 箇所と大規模河川の 3 箇所及び中規模河川の 28 箇所の確認

地点は計画路線区域から 5～48m 程度の近傍等に位置するが、工事施工ヤー

ドは極力計画路線上を利用し、工事用道路は極力既存道路を利用することに

より、改変面積を最小限に抑え、周囲に同様な河川環境が連続して広く又は

一定規模残ることから、人為的な撹乱による生息環境（成育･繁殖に係る環

境）の質的変化はほとんど生じないと考える。他の計画路線区域周辺の確認

地点（農耕地：5 箇所、大規模河川：11 箇所、中規模河川：16 箇所）は計

画路線区域から 50m以上離れ、同様な生息環境が連続して広く又は一定規模

存在することから、生息環境の質的変化はないと考える。また、工事濁水や

土砂等を公共用水域等へ直接流入させないように努め、河道の切り回しを行

う場所では改変面積の縮小及び早期復旧に努めることから、全ての確認地点

において生息環境の質的変化はほとんど生じないと考える。よって、本種及

びその主な生息環境は、保全されると予測する。 

存
在･

供
用 

道路の存在 

大規模河川は 2箇所の確認地点が計画路線区域内に、3 箇所の確認地点が

計画路線区域から 5～30m 程度の近傍等に位置し、河川内に橋脚を設置して

計画路線が通過することから、主な生息環境である水辺の一部が消失･縮小

する。しかし、周囲に同様な水辺環境が連続して広く又は一定規模残り、橋

脚による水際位置の移動や河床形状の変化があっても、河川流量が変化しな

いので現況の水辺と同質のものが再構築されると考えることから、生息地の

環境条件（水など）の変化は軽微であると考える。中規模河川は 1箇所の確

認地点が計画路線区域内に、28 箇所の確認地点が計画路線区域から 5～48m

程度の近傍等に位置するが、計画路線は橋脚を伴わない橋梁形式で通過し、

渡河部分の護岸改修部分周囲に流路の水域がないことから、生息地の環境条

件（水など）の変化はないと考える。計画路線区域の近傍の農耕地の確認地

点（2 箇所）は農耕地の水路であり、生息地の水路環境の消失･縮小がない

ことから、他の計画路線区域周辺の確認地点は（農耕地：5 箇所、大規模河

川：11 箇所、中規模河川：16 箇所）は計画路線区域から 50m 以上離れ、同

様な生息環境が連続して広く又は一定規模存在することから、生息地の環境

条件（水など）の変化はないと考える。また、橋梁は水面から十分な高さで

通過し、橋梁や交差点部などに設置する道路照明を極力外部に向けないよう

配慮するとともに、遮光板を設けるなどの光の漏れ出し防止に努めることか

ら、橋梁下及び計画路線区域から 5～85m程度の場所（42箇所）では生息地

の環境条件（光など）の変化は軽微であり、計画路線区域から 100m 以上離

れた他の場所（22 箇所）では道路照明の影響は少ないと考える。以上のこ

とから、道路の存在に伴う生息環境への間接的な影響（質的変化）はほとん

ど生じないと考える。よって、本種及びその主な生息環境は、保全されると

予測する。 
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表 16.1-2（25）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.9-150 

第12章12.9 

【7～9行目】 

(1)事後調査の必要性 

今後、繁殖時の営巣中心等を事業の実施

（工事施工）の影響が及ぶ範囲に変え、

当該種･個体の繁殖に支障が生じるおそ

れがあることから、より適切に環境影響

を回避･低減するために事後調査を実施

することとする。 

【7～9行目】 

(1)事後調査の必要性 

今後、繁殖時の営巣中心等を事業の実施

（工事施工）の影響が及ぶ範囲に変えた

場合、当該種･個体の繁殖に支障が生じ

るおそれがあることから、より適切に環

境影響を回避･低減するために環境影響

評価法に基づく事後調査を実施するこ

ととする。 

P12.10-7 

第12章12.10 

表12.10.1-4 

調査項目 調査期間 

植物相 任意観察調査 【維管束植物】 

初夏季：平成28年 7月19日～21日 

秋季 ：平成28年 9月26日～28日 

春季 ：平成29年 5月 8日～10日 

晩春季：平成29年 6月21日～23日 

夏季 ：平成29年 8月 2日～ 4日 

初秋季：平成29年 9月 4日～ 6日 

【非維管束植物（大型菌類）】 

秋季 ：平成28年10月 5日～ 7日、11日～13日 

春季 ：平成29年 4月10日～12日、17日～19日 

 定量採集調査 【非維管束植物（付着藻類）】 

秋季 ：平成28年10月19日～21日 

春季 ：平成29年 4月26日～28日 

夏季 ：平成29年 6月14日～16日 

植生 現存植生図の作成 

(現存植生の素図の確認補正) 

秋季 ：平成28年 9月26日～28日 

初夏季：平成29年 6月21日～23日 

 群落組成調査 秋季 ：平成28年 9月26日～10月 1日 

初夏季：平成29年 6月22日～23日 

 重要な群落等の生育状況調査 

（記念物、巨樹･巨木林） 
初夏季：平成29年 6月22日 

  

調査項目 調査期間 

植物相 任意観察調査 【維管束植物】 

初夏季：平成28年 7月19日～21日 

秋季 ：平成28年 9月26日～28日 

春季 ：平成29年 5月 8日～10日 

晩春季：平成29年 6月21日～23日 

夏季 ：平成29年 8月 2日～ 4日 

初秋季：平成29年 9月 4日～ 6日 

【非維管束植物（大型菌類）】 

秋季 ：平成28年10月 5日～ 7日、11日～13日 

春季 ：平成29年 4月10日～12日、17日～19日 

 定量採集調査 【非維管束植物（付着藻類）】 

秋季 ：平成28年10月19日～21日 

春季 ：平成29年 4月26日～28日 

夏季 ：平成29年 6月14日～16日 

植生 現存植生図の作成 

(現存植生の素図の確認補正) 

秋季 ：平成28年 9月26日～28日 

初夏季：平成29年 6月21日～23日 

   ：平成30年 6月18日～19日 

 群落組成調査 秋季 ：平成28年 9月26日～10月 1日 

初夏季：平成29年 6月22日～23日 

 重要な群落等の生育状況調査 

（記念物、巨樹･巨木林） 
初夏季：平成29年 6月22日 

  

P12.10-21 

第12章12.10 

図12.10.1-2 

－ 【図の修正】 

現存植生図の修正 

P12.10-22 

第12章12.10 

表

12.10.1-11 

－ 【写真の修正】 

「中越の榧の木」の写真の修正 

P12.10-49 

第12章12.10 

【3～5行目】 

(1) 事後調査の必要性 

環境保全措置は、既存の知見及び事例、

専門家等の意見を参考に実施するが、

「移植」については、環境保全措置の効

果の内容をより詳細なものにするため、

事後調査を実施することとする。 

【3～5行目】 

(1) 事後調査の必要性 

環境保全措置は、既存の知見及び事例、

専門家等の意見を参考に実施するが、

「移植」については、環境保全措置の効

果の内容をより詳細なものにするため、

環境影響評価法に基づく事後調査を実

施することとする。 

P12.11-4 

第12章12.11 

図12.11.1-1 

－ 【図の修正】 

生態系区分図の修正 
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表 16.1-2（26）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.11-11 

第12章12.11 

表12.11.1-6 

(3) 

地域と特

徴づける

生態系 
区分 分類 注目種･群集 項目 内容 

農耕地 典型性 魚類 ドジョウ（ドジ

ョウ類） 

一般生態 ・河川中･下流域、用水路などの流れの緩やかな泥

底に生息する。 

・初夏に水田など浅い湿地に進入して産卵する。 

    基盤の利用状況 ・秋季、春季、夏季に確認。 

・大規模河川の水辺及び農地地内を流れる中規模

河川の水辺の環境を利用。 

  昆虫類 アジアイトトン

ボ 

一般生態 ・主に平地～丘陵地の水生植物の多い池沼や湿地、

水田などで、4-11 月に見られる。 

    基盤の利用状況 ・秋季に確認。 

・大規模河川の水辺（農耕地より流れ込む樋門周

囲の水辺）の環境を利用。 

   ヘイケボタル 一般生態 ・平地から山地の水田、休耕田、湿地、池沼、用

水路などに生息する。 

・成虫は 6月～8月に見られ、幼虫は水田や池沼な

どの止水や用水中に生息し、モノアラガイ類な

どの小型の水生貝類を食べる。 

    基盤の利用状況 ・春季と初夏季に確認。 

・大規模河川の水辺及び農地地内を流れる中規模

河川の水辺の環境を利用。 

河川 

（疎林･草地） 

上位性 鳥類 ノスリ 一般生態 ・平地～山地の森林に生息する。群れは形成せず、

単独若しくはペアで生活する。 

・食性は動物食で、昆虫類、節足動物、陸棲の貝

類、ミミズ、両生類、爬虫類、鳥類、小型哺乳

類等を食べる。 

・繁殖期には縄張りを形成する。樹上や断崖の上

に木の枝を組み合わせた巣を作り、5 月に 2–4

個の卵を産み、抱卵期間は 33–35 日である。雛

は孵化後 50–55 日で飛翔できるようになり、そ

の 40–55 日後に独立する。 

    基盤の利用状況 ・秋季～夏季に確認。 

・樹林地、農耕地、大規模河川及び中規模河川の

環境を利用。 

  哺乳類 ホンドキツネ 一般生態 ・里山から高山までの森林に住み、森林に接する

草原や農耕地も利用する。狩りをする時は、決

まったルートを通り獲物を単独で探す。 

・食性は季節や生息環境により変化する。肉食の

傾向の強い雑食性で、主にネズミ類、鳥類、昆

虫類などを捕食するが、果物など植物質のもの

も食べる。 

    基盤の利用状況 ・足跡、糞、姿を確認。 

・樹林地、農耕地、大規模河川及び中規模河川の

水辺･草地･樹林地の環境を利用。 

  

地域と特

徴づける

生態系 
区分 分類 注目種･群集 項目 内容 

農耕地 典型性 魚類 ドジョウ類（ド

ジョウ） 

一般生態 ・河川中･下流域、用水路などの流れの緩やかな泥

底に生息する。 

・初夏に水田など浅い湿地に進入して産卵する。 

    基盤の利用状況 ・秋季、春季、夏季に確認。 

・大規模河川の水辺及び農地地内を流れる中規模

河川の水辺の環境を利用。 

  昆虫類 アジアイトトン

ボ 

一般生態 ・主に平地～丘陵地の水生植物の多い池沼や湿地、

水田などで、4～11 月に見られる。 

    基盤の利用状況 ・秋季に確認。 

・大規模河川の水辺（農耕地より流れ込む樋門周

囲の水辺）の環境を利用。 

   ヘイケボタル 一般生態 ・平地から山地の水田、休耕田、湿地、池沼、用

水路などに生息する。 

・成虫は 6～8月に見られ、幼虫は水田や池沼など

の止水や用水中に生息し、モノアラガイ類など

の小型の水生貝類を食べる。 

    基盤の利用状況 ・春季と初夏季に確認。 

・農耕地の水田･水路、大規模河川の水辺及び農地

地内を流れる中規模河川の水辺･草地･林縁の環

境を利用。 

河川 

（疎林･草地） 

上位性 鳥類 ノスリ 一般生態 ・平地～山地の森林に生息する。群れは形成せず、

単独若しくはペアで生活する。 

・食性は動物食で、昆虫類、節足動物、陸棲の貝

類、ミミズ、両生類、爬虫類、鳥類、小型哺乳

類等を食べる。 

・繁殖期には縄張りを形成する。樹上や断崖の上

に木の枝を組み合わせた巣を作り、5 月に 2～4

個の卵を産み、抱卵期間は 33～35 日である。雛

は孵化後 50～55 日で飛翔できるようになり、そ

の 40～55 日後に独立する。 

    基盤の利用状況 ・秋季～夏季に確認。 

・樹林地、農耕地、大規模河川及び中規模河川の

環境を利用。 

  哺乳類 ホンドキツネ 一般生態 ・里山から高山までの森林に住み、森林に接する

草原や農耕地も利用する。狩りをする時は、決

まったルートを通り獲物を単独で探す。 

・食性は季節や生息環境により変化する。肉食の

傾向の強い雑食性で、主にネズミ類、鳥類、昆

虫類などを捕食するが、果物など植物質のもの

も食べる。 

    基盤の利用状況 ・足跡、糞、姿を確認。 

・樹林地、農耕地、大規模河川及び中規模河川の

水辺･草地･樹林地の環境を利用。 

  

P12.11-35 

第12章12.11 

【7～9行目】 

(1)事後調査の必要性 

今後、繁殖時の営巣中心等を事業の実施

（工事施工）の影響が及ぶ範囲に変え、

当該種･個体の繁殖に支障が生じるおそ

れがあることから、より適切に環境影響

を回避･低減するために事後調査を実施

することとする。 

【7～10 行目】 

(1)事後調査の必要性 

今後、繁殖時の営巣中心等を事業の実施

（工事施工）の影響が及ぶ範囲に変えた

場合、当該種･個体の繁殖に支障が生じ

るおそれがあることから、より適切に環

境影響を回避･低減するために環境影響

評価法に基づく事後調査を実施するこ

ととする。 

P12.12-2 

第12章12.12 

図12.12.1-1 

－ 【図の修正】 

16 太田切川堤防上の修正 

21 伊那市下殿島地区の修正 

P12.12-4 

第12章12.12 

表12.12.1-2 

(2) 

【表の修正】 

20 宮田村大久保地区 

（眺望点の状況） 

村道上の地点であり、周辺には水田が広

がる。 

【表の修正】 

20 宮田村大久保地区 

（眺望点の状況） 

宮田村景観計画における田園区域を表

す写真に示される地区で、通行が多い県

道付近である。村道上の地点であり、周

辺には水田が広がる。 
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表 16.1-2（27）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.12-14 

第12章12.12 

図12.12.1-2 

【図の修正】 

左下予測地点 F 大久保いきいき交流セ

ンター 

 

 

【図の修正】 

左下予測地点 F高烏谷山山頂 

No.11 の削除 

A 太田切川堤防上の修正 

L 伊那市下殿島地区の修正 

 【図の出典】 

「ホームページ」（平成 27 年 12 月確

認 八十二文化財団、たびネット信州、

伊那谷観光情報、国土交通省、駒ヶ根市、

宮田村）他 

【図の出典】 

「ホームページ」（平成 30 年 7 月確

認 国土交通省、駒ヶ根市） 

P12.12-37 

第12章12.12 

K 宮田村大久保地区  

本眺望景観は、宮田村大久保地区から東

方向に景観資源である河岸段丘を眺望

する生活上の眺望点である。計画路線の

うち盛土部が眺望の中央部で視野に含

まれる。なお、物理指標による解析結果

によると、計画路線は近景に位置してお

り、水平見込角は 51.7 度と構造物は目

立つ値となっている。また、俯角は 0.3

度と俯瞰景観の中心領域から外れてお

り、スカイラインの切断も生じていな

い。このため、景観資源の眺望を阻害し

ないと予測される。物理指標による解析

結果を表 12.12.1-7(11)に示す。 

K 宮田村大久保地区  

本眺望景観は、宮田村大久保地区から東

方向を望む生活上の眺望景観であり、水

田・集落を眺望できる。計画路線のうち

盛土部が眺望の中央部で視野に含まれ

る。なお、物理指標による解析結果によ

ると、計画路線は近景に位置しており、

水平見込角は 51.7 度と構造物は目立つ

値となっている。また、俯角は 0.3 度と

俯瞰景観の中心領域から外れており、ス

カイラインの切断も生じていない。フォ

トモンタージュからは、構造物が水田・

集落の眺望で一部重なる状況が見られ

る。フォトモンタージュおよび物理的指

標による解析結果からは、構造物は目立

つものと予測され、一部景観資源と重な

る部分があることから、景観の構造に変

化が生じると予測される。物理指標によ

る解析結果を表 12.12.1-7 (11)に示す。 
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表 16.1-2（28）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.12-39 

第12章12.12 

L 伊那市下殿島地区  

本眺望景観は、伊那市下殿島地区から東

方向を望む生活上の眺望景観であり、河

岸段丘を眺望できる。計画路線のうち盛

土部が眺望の中央部で視野に含まれる。

なお、物理指標による解析結果による

と、計画路線は近景に位置しており、水

平見込角は179.3度と構造物は目立つ値

となっている。また、仰角は 3.0 度と圧

迫感が生じない角度となっており、スカ

イラインの切断も生じない。フォトモン

タージュからは、構造物は河岸段丘を分

断しないが、段丘下部に一部重なる状況

が見られる。フォトモンタージュおよび

物理的指標による解析結果からは、構造

物は目立つものと予測され、一部景観資

源と重なる部分があることから、景観の

構造に変化が生じると予測される。物理

指標による解析結果を 12.12.1-7(12)に

示す。 

L 伊那市下殿島地区  

本眺望景観は、伊那市下殿島地区から東

方向を望む生活上の眺望景観であり、水

田・集落を眺望できる。計画路線のうち

盛土部が眺望の中央部で視野に含まれ

る。なお、物理指標による解析結果によ

ると、計画路線は近景に位置しており、

水平見込角は 179.3度と構造物は目立つ

値となっている。また、仰角は 3.0 度と

圧迫感が生じない角度となっており、ス

カイラインの切断も生じない。フォトモ

ンタージュからは、構造物が水田・集落

の眺望で一部重なる状況が見られる。フ

ォトモンタージュおよび物理的指標に

よる解析結果からは、構造物は目立つも

のと予測され、一部景観資源と重なる部

分があることから、景観の構造に変化が

生じると予測される。物理指標による解

析結果を表 12.12.1-7 (12)に示す。 

P12.12-41 

第12章12.12 

M 伊那市原新田地区  

本眺望景観は、伊那市原新田地区から東

方向に景観資源である河岸段丘を眺望

する生活上の眺望点である。計画路線の

うち盛土部が眺望の中央部で視野に含

まれる。なお、物理指標による解析結果

によると、計画路線は近景に位置してお

り、水平見込角は 125.9 度と構造物は目

立つ値となっているが、フォトモンター

ジュによる結果から確認すると、景観資

源である河岸段丘を分断せず、眺望にも

ほとんど変化はない。また、俯角は 0.4

度と俯瞰景観の中心領域から外れてお

り、スカイラインの切断も生じていな

い。このため、景観資源の眺望を阻害し

ないと予測される。物理指標による解析

結果を表 12.12.1-7(13)に示す。 

M 伊那市原新田地区  

本眺望景観は、伊那市原新田地区から東

方向を望む生活上の眺望景観であり、水

田を眺望できる。計画路線のうち盛土部

が眺望の中央部で視野に含まれる。な

お、物理指標による解析結果によると、

計画路線は近景に位置しており、水平見

込角は 125.9度と構造物は目立つ値とな

っているが、フォトモンタージュによる

結果から確認すると、景観資源である水

田の眺望にほとんど変化はない。また、

俯角は 0.4度と俯瞰景観の中心領域から

外れており、スカイラインの切断も生じ

ていない。このため、景観資源の眺望を

阻害しないと予測される。物理指標によ

る解析結果を表 12.12.1-7(13)に示す。 

P12.12-45 

第12章12.12 

表12.12.1-8 

対象とした眺望点 視距離 

大久保ダム  約 180ｍ 

伊那市下殿島地区  約 70ｍ 

  

対象とした眺望点 視距離 

大久保ダム 約 180m 

宮田村大久保地区 約 130m 

伊那市下殿島地区 約 70m 
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表 16.1-2（29）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.12-45 

第12章12.12 

表12.12.1-9 

環境保全措置 対象とした眺望点 実施の適否 適否の理由 

ラウンディングによる周辺地

形との調和 

特定の眺望点を想

定していない 
否 

周辺景観に調和させるこ

とが可能であり、効果が確

実に見込めるが、動物・植

物・生態系への影響を考慮

し、本環境保全措置を採用

しない。 

法面等の緑化 

（各市村景観計画に沿った樹

種等の検討） 

大久保ダム 

伊那市下殿島地区 
適 

周辺景観に調和させるこ

とが可能であり、効果が確

実に見込めることから、本

環境保全措置を採用する。 

道路付属物（照明ポール、立入

防止柵等）の形状、デザイン、

色彩の検討（近景域における影

響の場合） 

（各市村景観計画に沿った色

彩等の検討） 

大久保ダム 

伊那市下殿島地区 
適 

周辺景観に調和させるこ

とが可能であり、効果が確

実に見込めることから、本

環境保全措置を採用する。 

  

環境保全措置 対象とした眺望点 実施の適否 適否の理由 

ラウンディングによる周辺地

形との調和 

特定の眺望点を想

定していない 
否 

周辺景観に調和させるこ

とが可能であり、効果が確

実に見込めるが、動物・植

物・生態系への影響を考慮

し、本環境保全措置を採用

しない。 

法面等の緑化 

（各市村景観計画に沿った樹

種等の検討） 

大久保ダム 

宮田村大久保地区 

伊那市下殿島地区 

適 

周辺景観に調和させるこ

とが可能であり、効果が確

実に見込めることから、本

環境保全措置を採用する。 

道路付属物（照明ポール、立入

防止柵等）の形状、デザイン、

色彩の検討（近景域における影

響の場合） 

（各市村景観計画に沿った色

彩等の検討） 

大久保ダム 

宮田村大久保地区 

伊那市下殿島地区 

適 

周辺景観に調和させるこ

とが可能であり、効果が確

実に見込めることから、本

環境保全措置を採用する。 

  

P12.12-46 

第12章12.12 

表

12.12.1-10 

(2) 

実施主体 長野県 

実施内容 
種類 

道路付属物（照明ポール、立入防止柵等）の形状、デザイン、色彩の検

討（近景域における影響の場合） 

位置 対象眺望点（大久保ダム・伊那市下殿島地区）付近 

環境保全措置の効果 周辺景観に調和させることが可能である。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

実施主体 長野県 

実施内容 
種類 

道路付属物（照明ポール、立入防止柵等）の形状、デザイン、色彩の検

討（近景域における影響の場合） 

位置 対象眺望点（大久保ダム・宮田村大久保地区・伊那市下殿島地区）付近 

環境保全措置の効果 周辺景観に調和させることが可能である。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

P12.13-3 

第12章12.13 

図12.13.1-1 

－ 【図の修正】 

No.7 三峰川サイクリング・ジョギングロ

ードの修正 

P12.13-15 

第12章12.13 

図12.13.1-2 

－ 【図の修正】 

No.7 三峰川サイクリング・ジョギングロ

ードの修正 

P12.13-22 

第12章12.13 

表12.13.1-6 

(7) 

－ 【表の修正】 

No.7 三峰川サイクリング・ジョギングロ

ードの修正 

P12.14-4 

第12章12.14 

図12.14.1-2 

－ 【図の修正】 

No.3 中越の榧の木の修正 

P12.14-7 

第12章12.14 

表12.14.1-3 

(3) 

－ 【表の修正】 

写真と位置の修正 

P12.14-15 

第12章12.14 

表12.14.1-4 

【表の出典】 

「駒ヶ根市遺跡分布図」（平成 25 年 6

月 長野県駒ヶ根市教育委員会） 

「宮田村文化財マップ」（平成 24 年 3

月 宮田村教育委員会）  

「埋蔵文化財包蔵地地図」（平成 26 年 4

月現在 伊那市教育委員会生涯学習課） 

【表の出典】 

「駒ヶ根市遺跡分布図」（平成 25 年 6月 

長野県駒ヶ根市教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地（遺跡）分布図」（平

成 27 年 3月現在 宮田村教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地地図」（平成 28年 3

月現在 伊那市教育委員会生涯学習課） 
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表 16.1-2（30）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P12.14-16 

第12章12.14 

図12.14.1-3 

 

 

 

【図の出典】 

「駒ヶ根市遺跡分布図」（平成 25 年 6

月 長野県駒ヶ根市教育委員会） 

「宮田村文化財マップ」（平成 24 年 3

月 宮田村教育委員会）  

「埋蔵文化財包蔵地地図」（平成 26 年 4

月現在 伊那市教育委員会生涯学習課） 

【図の修正】 

7 下の城跡の修正 

 

【図の出典】 

「駒ヶ根市遺跡分布図」（平成 25 年 6月 

長野県駒ヶ根市教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地（遺跡）分布図」（平

成 27 年 3月現在 宮田村教育委員会） 

「埋蔵文化財包蔵地地図」（平成 28年 3

月現在 伊那市教育委員会生涯学習課） 

P13-1 

第13章 

【10～12 行目】 

さらに、「水質」「水象」「動物」「植

物」及び「生態系」については、環境影

響が著しいものとなるおそれがあるた

め、事後調査を実施し、専門家等の指

導・助言を得ながら適切な措置を講ずる

こととする。 

【10～12 行目】 

さらに、「水質」「水象」「動物」「植

物」及び「生態系」については、環境影

響が著しいものとなるおそれがあるた

め、環境影響評価法に基づく事後調査を

実施し、専門家等の指導・助言を得なが

ら適切な措置を講ずることとする。 

P13-6 

第13章 

表13-1(5) 

●二酸化窒素の評価結果 

【表の注釈】 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）の

地上 1.5m における値である。 

注 2：参考値は、「道路環境影響評価の

技術手法 国土技術政策総合研究所資

料第 714 号」（平成 25 年 3 月 国土技

術政策総合研究所）である。 

注 3：環境基準は、「二酸化窒素に係る

環境基準について」（昭和 53 年 7月 11

日、環境庁告示第 38号）である。 

●二酸化窒素の評価結果 

【表の注釈】 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）の

地上 1.5m における値である。 

注 2：保全措置後の予測結果を示す。 

注 3：参考値は、「道路環境影響評価の

技術手法 国土技術政策総合研究所資

料第 714 号」（平成 25年 3 月 国土技

術政策総合研究所）である。 

注 4：環境基準は、「二酸化窒素に係る

環境基準について」（昭和 53 年 7月 11

日、環境庁告示第 38 号）である。 

 ●浮遊粒子状物質の評価結果 

【表の注釈】 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）の

地上 1.5m における値である。 

注 2：参考値は、「道路環境影響評価の

技術手法 国土技術政策総合研究所資

料第 714 号」（平成 25 年 3 月 国土技

術政策総合研究所）である。 

注 3：環境基準は、「大気の汚染に係る

環境基準について」（昭和 48 年 5月 8

日、環境庁告示第 25号）の環境基準で

ある。 

●浮遊粒子状物質の評価結果 

【表の注釈】 

注 1：工事敷地境界（道路敷地境界）の

地上 1.5m における値である。 

注 2：保全措置後の予測結果を示す。 

注 3：参考値は、「道路環境影響評価の

技術手法 国土技術政策総合研究所資

料第 714 号」（平成 25年 3 月 国土技

術政策総合研究所）である。 

注 4：環境基準は、「大気の汚染に係る

環境基準について」（昭和 48 年 5月 8

日、環境庁告示第 25 号）の環境基準で

ある。 
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表 16.1-2（31）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-9 

第13章 

表13-1(8) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価 ＞

評価結果より、自動車の走行に係る騒音

の予測値は、環境保全措置実施後には全

ての予測地点及び時間区分において基

準値を下回っており、基準等との整合は

図られているものと評価する。既存道路

の影響を考慮した騒音の予測値は、伊那

市原新田では、基準値を下回っており、

基準等との整合は図られているものと

評価する。工事実施にあたっては、地元

への工事の説明を十分に行い、建設機械

稼働時間等に関する要求があった場合

は、可能な限り応じて周辺住民の負担に

ならないように努力する。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価 ＞

評価結果より、自動車の走行に係る騒音

の予測値は、環境保全措置実施後には全

ての予測地点及び時間区分において基

準値以下であり、基準等との整合は図ら

れているものと評価する。既存道路の影

響を考慮した騒音の予測値は、伊那市原

新田では、基準値以下であり、基準等と

の整合は図られているものと評価する。 

P13-13 

第13章 

表13-1(12) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

評価結果より、資材及び機械の運搬に用

いる車両の運行に係る騒音の予測値は、

全ての予測地点で基準値を下回ってお

り、基準等との整合は図られているもの

と評価する。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価＞ 

評価結果より、資材及び機械の運搬に用

いる車両の運行に係る騒音の予測値は、

全ての予測地点で基準値以下であり、基

準等との整合は図られているものと評

価する。 

P13-21 

第13章 

表13-1(20) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞ 

●環境保全措置の検討結果 
実施主体 長野県 

実施内容 
種類 通水工対策の実施 

位置 トンネル部及び切土箇所 

環境保全措置の効果 

通水工対策を行うことに

より、地下水流動環境の

変化を防ぐことで、地下

水への影響を低減でき

る。 

効果への不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞ 

●環境保全措置の検討結果 
実施主体 長野県 

実施内容 
種類 通水工法の採用 

位置 トンネル部及び切土箇所 

環境保全措置の効果 

通水工法を採用すること

により、地下水流動環境

の変化を防ぐことで、地

下水への影響を低減でき

る。 

効果への不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

P13-24 

第13章 

表13-1(23) 

【予測結果】 

●日照阻害の予測結果 
予測地域 

予測 

高さ 

地形による 

日影時間 

高架構造物設置後の 

日影時間※ 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
4.0m 地形の影響なし 1時間以内 

宮田村大田切 4.0m 地形の影響なし 1時間以内 

  

【予測結果】 

●日照阻害の予測結果 
予測地域 

予測 

高さ 

地形による 

日影時間 

予測値 

高架構造物設置後の 

日影時間※ 

駒ヶ根市赤穂 

（大田切） 
4.0m 地形の影響なし 1～2時間 

宮田村大田切 4.0m 地形の影響なし 1時間以内 
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表 16.1-2（32）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-25 

第13章 

表13-1(24) 

【調査結果】 

＜重要な種等の状況＞  

●動物相の状況の調査結果 
項目 確認種数 

哺乳類 6目 012科  0018種 

鳥類（一般） 15目 037科  0102種 

鳥類（猛禽類） 3目   4科    14種 

両生類 2目   4科 0 008種 

爬虫類 1目 003科 0 008種 

魚類 6目 009科 0 024種 

昆虫類 24目 281科 1,509種 

クモ類 1目 023科  0132種 

底生動物 22目 083科  0192種 

陸産貝類 3目 015科  0054種 

  

【調査結果】 

＜重要な種等の状況＞  

●動物相の状況の調査結果 
項目 確認種数 

哺乳類 6目 012科  0018種 

鳥類（一般） 15目 037科  0102種 

鳥類（猛禽類） 3目   4科    14種 

両生類 2目   4科 0 008種 

爬虫類 1目 003科 0 008種 

魚類 6目 009科 0 024種 

昆虫類 24目 281科 1,510種 

クモ類 1目 023科  0132種 

底生動物 22目 083科  0192種 

陸産貝類 3目 015科  0054種 

  

 【調査結果】 

＜重要な種等の状況＞  

●重要な種等の状況の調査結果 
項目 確認種 

哺 乳 類 1種 カヤネズミ 

鳥 類 

16種 

【一般鳥類調査】 
オシドリ、チュウサギ、イカル

チドリ、オオジシギ、ミサゴ、

ハチクマ、ツミ、ハイタカ、オ

オタカ、サシバ、チゴハヤブサ、

ハヤブサ、サンショウクイ、サ

ンコウチョウ、ノビタキ、ホオ

アカ 

9種 

【猛禽類調査】 
ミサゴ、ハチクマ、ツミ、ハイ

タカ、オオタカ、サシバ、クマ

タカ、アオバズク、ハヤブサ 

両 生 類 3種 
アカハライモリ、ツチガエ

ル、トノサマガエル 

爬 虫 類 2種 タカチホヘビ、ヒバカリ 

魚 類 8種 

スナヤツメ類、ゲンゴロウブ

ナ、ドジョウ、アユ、サクラ

マス（ヤマメ）、サツキマス

（アマゴ）、ミナミメダカ、

カジカ大卵型、カジカ属の一

種 

昆 虫 類 53種 

ホソミイトトンボ、モートン

イトトンボ、アオハダトンボ 

ノギカワゲラ、ウスバカマキ

リ、エゾエンマコオロギ、ク

ロハサミムシ、クギヌキハサ

ミムシ、エノキカイガラキジ

ラミ、コオイムシ、タイコウ

チ、ベニモンマキバサシガ

メ、ヒラタハナカメムシ、シ

ロヘリツチカメムシ、ナカボ

シカメムシ、ヒメカメムシ、 

  

【調査結果】 

＜重要な種等の状況＞  

●重要な種等の状況の調査結果 
項目 確認種 

哺 乳 類 1種 カヤネズミ 

鳥 類 

16種 

【一般鳥類調査】 
オシドリ、チュウサギ、イカル

チドリ、オオジシギ、ミサゴ、

ハチクマ、ツミ、ハイタカ、オ

オタカ、サシバ、チゴハヤブサ、

ハヤブサ、サンショウクイ、サ

ンコウチョウ、ノビタキ、ホオ

アカ 

9種 

【猛禽類調査】 
ミサゴ、ハチクマ、ツミ、ハイ

タカ、オオタカ、サシバ、クマ

タカ、アオバズク、ハヤブサ 

両 生 類 3種 
アカハライモリ、ツチガエ

ル、トノサマガエル 

爬 虫 類 2種 タカチホヘビ、ヒバカリ 

魚 類 8種 

スナヤツメ類、ゲンゴロウブ

ナ、ドジョウ、アユ、サクラ

マス（ヤマメ）、サツキマス

（アマゴ）、ミナミメダカ、

カジカ大卵型、カジカ属の一

種 

昆 虫 類 54種 

ホソミイトトンボ、モートン

イトトンボ、アオハダトン

ボ、ノギカワゲラ、ウスバカ

マキリ、エゾエンマコオロ

ギ、クロハサミムシ、クギヌ

キハサミムシ、エノキカイガ

ラキジラミ、コオイムシ、タ

イコウチ、ベニモンマキバサ

シガメ、ヒラタハナカメム

シ、シロヘリツチカメムシ、

ナカボシカメムシ 

  

 【予測結果】 

予測の結果、予測対象とした哺乳類 1種、

鳥類 21種、両生類 3種、爬虫類 2 種、

魚類 6種、昆虫類 50種、クモ類 1 種、

底生動物 10 種のうち、20種で生息環境

を改変しないなどにより種の生息及び

その主な生息環境に変化は生じない。ま

た、82 種で生息環境の一部が消失・縮小、

分断されるが、周辺に同質の生息環境が

広く又は一定規模分布するなどにより、

種及びその主な生息環境が保全される

と予測される。 

【予測結果】 

予測の結果、予測対象とした哺乳類1種、

鳥類 21 種、両生類 3種、爬虫類 2 種、

魚類 6種、昆虫類 51 種、クモ類 1 種、

底生動物 11 種、陸産貝類 8 種のうち、

20 種で生息環境を改変しないなどによ

り種の生息及びその主な生息環境に変

化は生じない。また、84 種で生息環境の

一部が消失・縮小、分断されるが、周辺

に同質の生息環境が広く又は一定規模

分布するなどにより、種及びその主な生

息環境が保全されると予測される。 
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表 16.1-2（33）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-26 

第13章 

表13-1(25) 

【調査結果】 

＜重要な種等の状況＞  

●重要な種等の状況の調査結果 

昆 虫 類 52種 

ヒメカメムシ、フトハサミツ

ノカメムシ、コハンミョウ、

オオクロナガオサムシ天竜

川個体群、オサムシモドキ、

マダラコガシラミズムシ、キ

ベリマメゲンゴロウ、コオナ

ガミズスマシ、コミズスマ

シ、ヒメミズスマシ、コガム

シ、ガムシ、ヤマトモンシデ

ムシ、ベッコウヒラタシデム

シ、オニヒラタシデムシ、ク

ロカナブン、ヘイケボタル、

カタキンイロジョウカイ、ア

イヌテントウ、ジュウサンホ

シテントウ、マルクビツチハ

ンミョウ、ヨツボシアカツツ

ハムシ、ウマノオバチ、オオ

セイボウ、トゲアリ、ニッポ

ンハナダカバチ、クズハキリ

バチ、クロマルハナバチ、ハ

イイロマルハナバチ、ヤホシ

ホソマダラ、ベニモンマダ

ラ、スジグロチャバネセセ

リ、ヘリグロチャバネセセ

リ、クロツバメシジミ東日本

亜種、ミヤマシジミ、オオム

ラサキ、ホシヒメセダカモク

メ  

【調査結果】 

＜重要な種等の状況＞  

●重要な種等の状況の調査結果 

昆 虫 類 54種 

ヒメカメムシ、フトハサミツ

ノカメムシ、コハンミョウ、

オオクロナガオサムシ天竜

川個体群、オサムシモドキ、

カタアカアトキリゴミムシ、

マダラコガシラミズムシ、キ

ベリマメゲンゴロウ、コオナ

ガミズスマシ、コミズスマ

シ、ヒメミズスマシ、コガム

シ、ガムシ、ヤマトモンシデ

ムシ、ベッコウヒラタシデム

シ、オニヒラタシデムシ、ク

ロカナブン、ゲンジボタル、

ヘイケボタル、カタキンイロ

ジョウカイ、アイヌテント

ウ、ジュウサンホシテント

ウ、マルクビツチハンミョ

ウ、ヨツボシアカツツハム

シ、ウマノオバチ、オオセイ

ボウ、トゲアリ、ニッポンハ

ナダカバチ、クズハキリバ

チ、クロマルハナバチ、ハイ

イロマルハナバチ、ヤホシホ

ソマダラ、ベニモンマダラ、

スジグロチャバネセセリ、ヘ

リグロチャバネセセリ、クロ

ツバメシジミ東日本亜種、ミ

ヤマシジミ、オオムラサキ、

ホシヒメセダカモクメ  

P13-28 

第13章 

表13-1(27) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について事後調査を実施す

る。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について環境影響評価法に

基づく事後調査を実施する。 

P13-30 

第13章 

表13-1(29) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について事後調査を実施す

る。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について環境影響評価法に

基づく事後調査を実施する。 

P13-33 

第13章 

表13-1(32) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について事後調査を実施す

る。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について環境影響評価法に

基づく事後調査を実施する。 

P13-34 

第13章 

表13-1(33) 

【調査結果】 

＜主要な眺望点の状況＞  

都市計画対象道路事業実施区域及びそ

の周辺において、主要な眺望点は 22 箇

所存在する。 

【調査結果】 

＜主要な眺望点の状況＞  

都市計画対象道路事業実施区域及びそ

の周辺において、主要な眺望点は 23 箇

所存在する。 



16-101 
 

 

表 16.1-2（34）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P13-34 

第13章 

表13-1(33) 

【予測結果】 

＜主要な眺望景観からの景観の変化＞ 

主要な眺望景観からの景観の変化の予

測地点として、13 地点を選定した。フォ

トモンタージュと視角の物理的指標に

よる解析結果から、大久保ダム及び伊那

市下殿島地区からの景観を眺望点とす

る景観は、解析の結果、景観の構造に変

化が生じると予測される。その他の地点

は、眺望点から視認される景観資源の中

心領域より外れているか、可視の程度が

小さい。このため、景観資源の眺望を阻

害しないと予測される。 

【予測結果】 

＜主要な眺望景観からの景観の変化＞ 

主要な眺望景観からの景観の変化の予

測地点として、14 地点を選定した。フォ

トモンタージュと視角の物理的指標に

よる解析結果から、大久保ダム、宮田村

大久保地区及び伊那市下殿島地区から

の景観を眺望点とする景観は、解析の結

果、景観の構造に変化が生じると予測さ

れる。その他の地点は、眺望点から視認

される景観資源の中心領域より外れて

いるか、可視の程度が小さい。このため、

景観資源の眺望を阻害しないと予測さ

れる。 

 【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞ 

●環境保全措置の検討結果 
実施主体 長野県 

実施内容 

種類 

道路付属物（照明ポール、

立入防止柵等）の形状、

デザイン、色彩の検討（近

景域における影響の場

合） 

位置 

対象眺望点（大久保ダ

ム・伊那市下殿島地区）

付近 

環境保全措置の効果 
周辺景観に調和させるこ

とが可能である。 

効果への不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞ 

●環境保全措置の検討結果 
実施主体 長野県 

実施内容 

種類 

道路付属物（照明ポール、

立入防止柵等）の形状、

デザイン、色彩の検討（近

景域における影響の場

合） 

位置 

対象眺望点（大久保ダ

ム・宮田村大久保地区・

伊那市下殿島地区）付近 

環境保全措置の効果 
周辺景観に調和させるこ

とが可能である。 

効果への不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

P14-1 

第14章 

表14.1-1(1) 

環境 

要素 

の大 

区分 

項目 

実施理由 
調査 

項目 
調査内容 

実施 

主体 
環 境 

要素の 

区 分 

影響要因 

の 区 分 

水質 

水の濁り 

切土工等

又は既存

の工作物

の除去、工

事施工ヤ

ードの設

置、工事用

道路等の

設置、水底

の掘削 

環境保全措置

は、効果に係る

知見が十分に把

握されていると

判断できるが、

「仮締切工の実

施」については、

環境保全措置の

効果の内容をよ

り詳細にするた

め、必要に応じ

て実施 

水の濁り及

び水の汚れ 

○調査時期 

工事中 

○調査地域 

都市計画対象道路事業

実施区域が渡河する河

川の上流部及び下流部 

○調査方法 

浮遊物質量（SS）、水素

イオン濃度（ph）及び

水温の測定 

長野県 

水の汚れ 
水底の掘

削 

水象 

河川 

道路（地表

式又は掘

削式）の存

在及び切

土工等又

は既存の

工作物の

除去 

採用した予測手

法は事業計画及

び調査結果に基

づいて予測して

おり、予測の不

確実性は小さい

と考えられる

が、予測結果を

検証するため、

必要に応じて実

施 

河川の流量 

○調査時期 

供用後及び工事中を基

本とすることを考えて

いるが、状況に応じて

別途検討する。 

○調査地域 

都市計画対象道路事業

実施区域が渡河する河

川の上流部及び下流部 

○調査方法 

河川の流量の測定 

長野県 

地下水 

環境保全措置に

採用した「通水

工対策の実施」

及び「工事に伴

う改変区域をで

きる限り小さく

する」内容をよ

り詳細なものに

するため、必要

に応じて実施 

地下水位 

○調査時期 

供用後及び工事中を基

本とすることを考えて

いるが、状況に応じて

別途検討する。 

○調査地域 

地下水への影響がある

と予測される地域 

○調査方法 

地下水位の観測 

長野県 

  

環境 

要素 

の大 

区分 

項目 

実施理由 
調査 

項目 
調査内容 

実施 

主体 
環 境 

要素の 

区 分 

影響要因 

の 区 分 

水質 

水の濁り 

切土工等

又は既存

の工作物

の除去、工

事施工ヤ

ードの設

置、工事用

道路等の

設置、水底

の掘削 

環境保全措置

は、効果に係る

知見が十分に把

握されていると

判断できるが、

「仮締切工の実

施」については、

環境保全措置の

効果の内容をよ

り詳細にするた

め、必要に応じ

て実施 

水の濁り及

び水の汚れ 

○調査時期 

供用後及び工事中を基

本とすることを考えて

いるが、状況に応じて

別途検討する。 

○調査地域 

都市計画対象道路事業

実施区域が渡河する河

川の上流部及び下流部 

○調査方法 

浮遊物質量（SS）、水素

イオン濃度（pH）及び

水温の測定 

長野県 

水の汚れ 
水底の掘

削 

水象 

河川 

道路（地表

式又は掘

割式）の存

在及び切

土工等又

は既存の

工作物の

除去 

採用した予測手

法は事業計画及

び調査結果に基

づいて予測して

おり、予測の不

確実性は小さい

と考えられる

が、予測結果を

検証するため、

必要に応じて実

施 

河川の流量 

○調査時期 

供用後及び工事中を基

本とすることを考えて

いるが、状況に応じて

別途検討する。 

○調査地域 

都市計画対象道路事業

実施区域が渡河する河

川の上流部及び下流部 

○調査方法 

河川の流量の測定 

長野県 

地下水 

環境保全措置に

採用した「通水

工法の採用」及

び「工事に伴う

改変区域をでき

る限り小さくす

る」内容をより

詳細なものにす

るため、必要に

応じて実施 

地下水位 

○調査時期 

供用後及び工事中を基

本とすることを考えて

いるが、状況に応じて

別途検討する。 

○調査地域 

地下水への影響がある

と予測される地域 

○調査方法 

地下水位の観測 

長野県 
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表 16.1-2（35）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

P14-3 

第14章14.2 

長野県環境影響評価条例に基づく事後

調査手続きを実施する。事後調査の実施

主体は長野県である。なお、事後調査の

調査項目及び手法については、関係機関

と連携しながら事業実施段階で検討す

る。事後調査の実施にあたっては、詳細

計画確定後に事後調査の項目及び手法

を示した事後調査計画書を作成する。 

長野県環境影響評価条例に基づく事後

調査手続きを実施する。事後調査及び知

事意見による調査の実施主体は長野県

である。調査等の項目及び手法について

は、関係機関と連携しながら事業実施段

階で検討する。実施に当たっては、詳細

計画確定後に条例に基づく事後調査計

画書を作成する。 

資料編 

表紙 

（仮称）都市計画道路 伊駒アルプスロ

ード 

都市計画道路 伊駒アルプスロード線 

資料編

P1.2-4 

第1章 

表1.2-2 

地点 道路名 

工事用車両の 

最大日交通量 

（総台数/日） 

運搬資機材及び 

土量発生量 

（m3） 

宮田村 村道 12 号線 140 約 60,000 

宮田村 一般国道 153 号 800 約 340,000 

宮田村 一般県道栗林宮田停車場線  60 約 30,000 

宮田村 村道 16 号線 340 約 150,000 

伊那市西春近 取付道路 340 約 350,000 

伊那市東春近 一般県道車屋大久保線  60 約 61,000 

伊那市東春近 市道南部線 200 約 210,000 

伊那市東春近 主要地方道伊那生田飯田線 400 約 410,000 

伊那市美篶 市道ナイスロード 200 約 210,000 

  

地点 道路名 

工事用車両の 

最大日交通量 

（総台数/日） 

運搬資機材及び 

土量発生量 

（m3） 

宮田村 村道 12号線 140 約 60,000 

宮田村 一般国道 153 号 800 約 340,000 

宮田村 一般県道栗林宮田停車場線  60 約 30,000 

宮田村 村道 16号線 340 約 150,000 

伊那市西春近 取付道路 340 約 350,000 

伊那市東春近 一般県道車屋大久保線  60 約 61,000 

伊那市東春近 市道南部線 200 約 210,000 

伊那市東春近 主要地方道伊那生田飯田線 400 約 410,000 

伊那市東春近 一般県道沢渡高遠線 200 約 210,000 

伊那市美篶 市道ナイスロード 200 約 210,000 

  

資料編

P1.2-5 

第1章 

図1.2-3 

－ 【図の修正】 

一般県道沢渡高遠線の修正 

一般県道沢渡高遠線の工事用車両台数

の追加 

資料編 

P2.1-2 

第2章 

図2.1-1 

 

 

（左下表） 

一般国道 153 号（伊駒アルプスロード） 

【図の修正】 

一般県道沢渡高遠線の修正 

（左下表） 

一般国道153号（伊駒アルプスロード線） 

 （記載なし） 【図の注釈】 

注：点線区間は、未整備区間を示す。 

資料編 

P2.1-3 

第2章 

表2.1-1(1) 

表 2.1-1（1）時間変動係数及び大型車混

入率（一般国道 153 号（伊駒アルプスロ

ード及び現道）） 

表 2.1-1（1）時間変動係数及び大型車混

入率（一般国道 153 号（伊駒アルプスロ

ード線及び現道）） 

資料編 

P2.1-3 

第2章 

図2.1-2(1) 

図 2.1-2（1）時間変動係数及び大型車混

入率（一般国道 153 号（伊駒 AR 及び現

道）） 

図 2.1-2（1）時間変動係数及び大型車混

入率（一般国道 153 号（伊駒アルプスロ

ード線及び現道）） 

資料編

P3.1-19 

第3章 

図3.1-1(18) 

－ 

 

【図の修正】 

等音線の修正 
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表 16.1-2（36）その他、準備書からの主な修正内容 

評価書の頁 準備書 補正前の評価書 

資料編

P3.3-4 

第3章 

図3.3-1 

－ 

 

【図の修正】 

等音線の修正 

資料編

P10.1-5 

第10章 

表10.1-1(7) 

－ 【図の修正】 

下の城跡の修正 
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16.2  補正前の評価書から評価書への修正 

環境影響評価法第二十三条に基づく環境大臣の意見を勘案して述べられた同法第二十四

条に基づく環境保全の見地からの国土交通省関東地方整備局長意見及び都市計画同意権者

意見を勘案して補正前の環境影響評価書の記載事項について検討を加え、補正後の評価書に

おいて行った修正等を表16.2-1（P16-104～108）及び表16.2-2（P16-109～131）に示す。な

お、表現の適正化及び誤字、脱字等の訂正については適宜行った。 

 

表 16.2-1（1）国土交通省関東地方整備局長意見及び都市計画同意権者意見を踏まえた 

補正前の評価書の記載事項の修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P3-35 

第3章 

(4)盛土材 

計画路線は、全長約 11.6 ㎞に対して盛

土区間が約 9.4 ㎞であり、域外から盛土

材の搬入が必要となる。盛土材の搬入に

あたっては、盛土材に含まれる汚染物質

によって計画路線周辺の土壌が汚染さ

れることがないように、以下の事項を厳

守する。 

 

(4)盛土材 

計画路線は、全長約 11.6 ㎞に対して盛

土区間が約 9.4 ㎞であり、域外から盛土

材の搬入が必要となる。盛土材の搬入に

当たっては、盛土材に含まれる汚染物質

によって計画路線周辺の土壌が汚染さ

れることがないよう、盛土材の確認に関

する以下の事項を厳守するとともに、調

達・運搬時の配慮事項に留意する。 
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表 16.2-1（2）国土交通省関東地方整備局長意見及び都市計画同意権者意見を踏まえた 

補正前の評価書の記載事項の修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P3-35 

第3章 

・土壌汚染対策法における指定区域から

の盛土材搬入はしない。 

・盛土材の搬入にあたっては各事業者が

土壌汚染有無の確認を行い、汚染物質が

含まれている場合は、学識経験者等から

意見聴収して必要な措置を講じる。 

・盛土材の品質管理は、事業の発注者が

責任を持って行う。 

a)盛土材の確認 

・土壌汚染対策法における指定区域から

の盛土材搬入はしない。 

・盛土材の搬入に当たっては、土壌汚染

対策法に基づき搬出側の各事業者が土

壌汚染有無の確認を行い、汚染物質が含

まれている場合は、学識経験者等から意

見聴収して必要な措置を講じる。 

・盛土材に含まれる汚染物質の確認は、

土壌汚染対策法に基づき搬出側の各事

業者が実施した調査結果により事業者

が責任を持って行う。 

 

b)調達・運搬時の配慮 

盛土材の調達に当たって、以下の点に留

意する。 

・詳細設計を早期に行い、必要となる土

砂量を可能な限り早期に把握する。 

・山等から土砂を掘削する等、新たな改

変を行わない。 

・土砂の長距離輸送が少なくなるよう、

長野県や市町村等から情報を入手し、近

隣の公共工事における建設発生土等を

可能な限り活用する。 

・土砂の仮置量が少なくなるよう、調達

先の工事スケジュールを確認する。ま

た、土砂の仮置場を設置する場合は、周

辺の生活環境及び自然環境への影響が

懸念される区域を回避するとともに、現

場条件に応じて、防塵ネットやカバーシ

ート等の設置による盛土材の飛散・流出

防止等を行い、適正な管理を図る。 

・「外来種被害防止行動計画」（環境省、

農林水産省、国土交通省 平成 27 年）

等のガイドラインを参考に、埋土種子や

侵略的外来種の付着・混入などに留意す

る。また、工事用車両のタイヤ洗浄等を

検討し、外来種により地域の生態系に影

響が生じないよう留意する。 

また、運搬に当たって、環境に配慮した

車両の使用やエコドライブを実施する

ための教育実施に努める。 
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表 16.2-1（3）国土交通省関東地方整備局長意見及び都市計画同意権者意見を踏まえた 

補正前の評価書の記載事項の修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P3-35 

第3章 

(5) 法面の緑化  

法面の保護及び景観の保全の観点から

法面は植生による緑化を行う。緑化にあ

たっては、在来種の使用や必要に応じた

工事用車両のタイヤ洗浄等を検討し、外

来種により地域の生態系に影響が生じ

ないよう留意する。 

(5) 法面の緑化  

法面の保護及び景観の保全の観点から

法面は植生による緑化を行う。緑化に当

たっては、在来種の使用により地域の生

態系に影響が生じないよう留意する。ま

た、住民との意見交換等を行い、農地や

周辺環境への影響を極力低減する。 

P3-36 

第3章 

（記載なし） (7) 温室効果ガス 

・工事中の温室効果ガス排出量の低減を

図るため、効率的な施工計画の策定に努

めるとともに、市場性、安定供給、性能、

品質の確保にも留意しつつ、「国等によ

る環境物品等の調達の推進等に関する

法律」（平成 12 年法律第 100 号）に基

づく特定調達品目等の使用に努める。 

・事業実施に当たっては、省エネ設備の

導入等により、供用後における温室効果

ガス排出量の低減に努める。 

P12.2-35 

第12章12.2 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「遮音壁の設

置」の効果、実施位置、他の環境への影

響について整理した結果を表 12.2.1-16

に、遮音壁の設置位置図を図 12.2.1-9

（P12.2-36）に示す。 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「遮音壁の設

置」の効果、実施位置、他の環境への影

響について整理した結果を表 12.2.1-16

に、遮音壁の設置位置図を図 12.2.1-9

（P12.2-36）に示す。 なお、環境保全

措置の実施に当たっては、事業実施段階

において、事業による環境影響を把握す

るための調査を行い、当該路線の環境基

準の達成に必要な区間及び設計とする。 

P12.7-12 

第12章12.7 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「改変区域をで

きる限り小さくしたルート及び道路構

造の選定」及び「工事に伴う改変区域を

できる限り小さくする」の効果、実施位

置、他の環境への影響について整理した

結果を表 12.7.1-6（P12.7-12～13）に示

す。 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「改変区域をで

きる限り小さくしたルート及び道路構

造の選定」及び「工事に伴う改変区域を

できる限り小さくする」の効果、実施位

置、他の環境への影響について整理した

結果を表 12.7.1-6（P12.7-12～13）に示

す。なお、事業実施段階において、改変

量をできる限り小さくする措置の実施

に当たって、専門家等の意見を聴取す

る。 



16-107 
 

 

表 16.2-1（4）国土交通省関東地方整備局長意見及び都市計画同意権者意見を踏まえた 

補正前の評価書の記載事項の修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.15-4 

第12章12.15 

 

(3) 検討結果の整理 

環境保全措置に採用した「工事間流用の

促進」及び「再資源化施設への搬入等に

よる他事業等での利用」の効果、実施位

置、他の環境への影響について整理した

結果を表 12.15.1-4 に示す。 

(3) 検討結果の整理 

環境保全措置に採用した「工事間流用の

促進」及び「再資源化施設への搬入等に

よる他事業等での利用」の効果、実施位

置、他の環境への影響について整理した

結果を表 12.15.1-4 に示す。環境保全措

置の実施に当たっては、廃棄物の種類や

発生量に応じた処理方法及び処分先を

工事着手までに決定するよう努める。 

P13-1 

第13章 

【10～12 行目】 

さらに、「水質」「水象」「動物」「植

物」及び「生態系」については、環境影

響が著しいものとなるおそれがあるた

め、環境影響評価法に基づく事後調査を

実施し、専門家等の指導・助言を得なが

ら適切な措置を講ずることとする。 

【10～12 行目】 

さらに、「動物」「植物」及び「生態系」

については、環境影響が著しいものとな

るおそれがあるため、環境影響評価法に

基づく事後調査を実施し、専門家等の指

導・助言を得ながら適切な措置を講ずる

こととする。 

 （記載なし） 【12～15 行目】 

また、「水質」「水象」については、専

門家等の意見を聞き、環境影響が著しい

ものとなるおそれがあるときに、環境影

響評価法に基づく事後調査を実施し、専

門家等の指導・助言を得ながら適切な措

置を講ずることとする。 

 【13～16 行目】 

また、今後の本事業における詳細な計画

検討にあたっては、環境影響評価の結果

に基づき環境保全に十分配慮して行う

こととし、本環境影響評価の段階におい

て予測し得なかった著しい環境への影

響が生じた場合には、必要に応じて専門

家等の指導・助言を得ながら調査を実施

し、適切な措置を講ずることとする。 

【16～23 行目】 

また、今後の本事業における詳細な計画

検討に当たっては、環境影響評価の結果

に基づき環境保全に十分配慮して行う。

内容を詳細なものにする必要がある環

境保全措置については、詳細な設計及び

事後調査等の結果を踏まえ、これまでの

調査結果や専門家等の意見を踏まえて

措置の内容を十分検討する。本事業の実

施に伴う環境影響及び環境保全措置の

内容について、工事説明会等の場を活用

して、地域住民等に対し丁寧な説明に努

める。 

なお、本環境影響評価の段階において予

測し得なかった著しい環境への影響が

生じた場合には、必要に応じて専門家等

の指導・助言を得ながら調査を実施し、

適切な措置を講ずることとする。 
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表 16.2-1（5）国土交通省関東地方整備局長意見及び都市計画同意権者意見を踏まえた 

補正前の評価書の記載事項の修正内容 

 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P13-9 

第13章 

表13-1(8) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

環境保全措置の実施に当たっては、事業

実施段階において、事業による環境影響

を把握するための調査を行い、当該路線

の環境基準の達成に必要な区間及び設

計とする。 

P13-24 

第13章 

表13-1(23) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

事業実施段階において、改変量をできる

限り小さくする措置の実施に当たって、

専門家等の意見を聴取する。 

P13-38 

第13章 

表13-1(37) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

環境保全措置の実施に当たっては、廃棄

物の種類や発生量に応じた処理方法及

び処分先を工事着手までに決定するよ

う努める。 
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表 16.2-2（1）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

全体 － 誤記を修正した。 

P3-3 

第3章 

【10～11 行目】 

2) 地域の救急車両の交通網の状況 

しかし、過去の大雪時には国道 153 号と

広域農道は大渋滞となり、中央自動車道

の代替道路としての機能は果たしてい

ない。 

【10～12 行目】 

2) 地域の救急車両の交通網の状況 

しかし、平成 26 年 2 月などの過去の大

雪時には、国道 153 号と広域農道は大渋

滞となり、中央自動車道の代替道路とし

ての機能は果たしていない。 

P3-10 

第3章 

3.2.11 都市計画対象道路事業に係る道

路の計画交通量  

都市計画対象道路事業に係る道路の計

画交通量は「平成 17年度 全国道路・街

路交通情勢調査」（国土交通省）を基に

幹線道路ネットワークの整備が概ね完

了した平成 42 年について推計した。推

計結果を図 3.2.11-2（P3-11）に示す。  

  

1) 推計手順  

計画交通量の推計は、以下の考え方で行

った。推計手順を図 3.2.11-1 に示す。  

  

(1) 将来の道路ネットワーク  

将来の道路ネットワークは、「現況の道

路ネットワーク」に、各推計年次までに

整備が見込まれる路線を加え作成した。 

  

(2) 将来の自動車 OD  

将来の自動車 OD は、平成 17 年度全国道

路・街路交通情勢調査を用いて作成され

た将来の自動車 OD を基に、「現況の自

動車 OD」と同様の考え方により作成し

た。  

  

(3) 計画交通量の推計  

計画交通量の推計は、「（1）将来の道

路ネットワーク」に対して、「（2）将

来の自動車 OD」を行い、「現況交通量の

推計」と同様の考え方により推計した。 

3.2.11 都市計画対象道路事業に係る道

路の計画交通量 

都市計画対象道路事業に係る道路の計

画交通量は「平成 17 年度 全国道路・街

路交通情勢調査」（国土交通省）を基に

以下の推計手順により算出した。推計結

果を図 3.2.11-2（P3-12）に示す。推計

年次は、交通が定常状態になると見込ま

れる平成 42 年とした。 

 

1) 推計手順 

計画交通量の推計は、以下の考え方で行

った。推計手順を図 3.2.11-1 に示す。 

 

(1) 将来の道路ネットワーク 

将来の道路ネットワークは、「現況の道

路ネットワーク」に、推計年次までに整

備が見込まれる路線を加え作成した。 

 

(2) 将来の自動車 OD 

将来の自動車 OD は、平成 17 年度全国

道路・街路交通情勢調査を用いて作成さ

れた将来の自動車 OD を基に、計画路線

周辺地域についてゾーニングの分割を

行い、将来の自動車 OD を作成した。 

 

(3) 計画交通量の推計 

計画交通量の推計は、「（1）将来の道

路ネットワーク」に対して、「（2）将

来の自動車 OD」を配分することにより、

将来の計画交通量を推計した。 

P3-11 

図3.2.11-2 

－ 【図の修正】 

伊南バイパス及び伊那バイパスの修正 

伊駒アルプスロード線の線色の修正 

P3-17 

第3章 

表3.2.13-1 

【表の修正】 

（トンネル部） 

掘削工、カルバート工、埋戻工 

【表の修正】 

（トンネル部） 

掘削工、土留工、カルバート工、埋戻工 
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表 16.2-2（2）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P3-21 

第3章 

d) トンネル部 

準備工として工事用道路の建設、工事施

工ヤードの整備及び機材の搬入を終え

た後、掘削工を施工した後に、コンクリ

ートポンプ車でボックスカルバートを

打設し、最後に土で埋め戻して完成とな

る。トンネル部の施工順序を、図

3.2.13-4 に示す。 

d) トンネル部 

準備工として工事用道路の建設、工事施

工ヤードの整備及び機材の搬入を終え

た後、掘削・土留工を施工した後に、コ

ンクリートポンプ車でボックスカルバ

ートを打設し、最後に土で埋め戻して完

成となる。トンネル部の施工順序を、図

3.2.13-4 に示す。 

P3-21 

第3章 

図3.2.13-4 

【図の追加】 

（記載なし） 

【図の追加】 

掘削・土留工の追加 

カルバート工に土留壁の追加 

P3-26 

第3章 

表3.2.13-4 

【表の修正】 

工事準備 

土工 

橋梁・高架 

【表の修正】 

工事準備※1 

土工※2 

橋梁・高架※3 

 【表の注釈】 

（記載なし） 

【表の注釈】 

※1：工事準備：測量設計、幅杭設置、

用地買収、地質調査等 

※2：土工：掘削工、盛土工、法面工、

土留工、擁壁工、舗装工、カルバート工、

埋戻工 

※3：橋梁・高架：基礎杭工、土留工、

掘削工、橋台・橋脚工、橋桁架設工、床

版工、橋梁舗装工 

P3-28 

第3章 

 

【1～7行目】 

（記載なし） 

【1～7行目】 

準備書の手続きは、平成 30 年 8 月に

知事意見が述べられたことをもって完

了した。 

長野県知事意見を勘案するとともに、

一般の環境保全の見地からの意見に配

意して準備書の記載事項について検討

を加えて作成した環境影響評価書（以

下、「評価書」という。）を、平成 30

年 9 月に国土交通省関東地方整備局長

へ送付した。その後、平成 30 年 12 月

に国土交通省関東地方整備局から評価

書に対して意見が述べられた。評価書

は、当該意見を勘案して、記載事項につ

いて検討を加えて補正した。 

P3-29 

第3章 

図3.3.1-1 

（記載なし） 【図の修正】 

環境影響評価書の手続きの追加 



16-111 
 

 

表 16.2-2（3）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P3-36 

第3章 

 

（記載なし） (6)排水等 

・タイヤ洗浄等を行うことにより生じる

排水及び汚泥等は、事業実施段階におい

て、関係機関と協議して適切に処理す

る。 

・濁水の発生に留意した工法及び濁水を

河川等に流さない方法を検討する。 

・濁水、アルカリ排水が発生する場合、

濁水処理や中和処理等、事業実施段階に

おいて、関係機関と協議して適切に処理

する。 

P4-1 

第4章 

第 4 章 都市計画対象道路事業実施区

域及びその周囲の概況 

都市計画対象道路事業実施区域及びそ

の周囲の概況（以下、「地域特性」とい

う。）について、既存の文献又は資料に

基づきとりまとめた。 

 

地域特性をとりまとめるにあたって、都

市計画対象道路事業実施区域を含むそ

の周囲の範囲を「調査区域」とし、都市

計画対象道路事業実施区域が存在する

市村（駒ヶ根市、宮田村、伊那市）を「調

査対象地域」とした。 

地域特性については、原則として「調査

区域」（ただし、南箕輪村は除く）で把

握し、統計資料等が行政単位による場合

は「調査対象地域」とした。「調査区域」

及び「調査対象地域」を図 4-1 に示す。

なお、「調査区域」は、地域特性を把握

する上で必要となる都市計画対象道路

事業実施区域の周囲約3㎞を包括する範

囲とした。調査区域の設定根拠を図 4-2

（P4-2）に示す。 

第 4 章 都市計画対象道路事業実施区

域及びその周囲の概況 

都市計画対象道路事業実施区域及びそ

の周囲の概況（以下、「地域特性」とい

う。）について、既存の文献又は資料に

基づきとりまとめた。 

 

地域特性をとりまとめるに当たって、都

市計画対象道路事業実施区域を含むそ

の周囲の範囲を「調査区域」とし、都市

計画対象道路事業実施区域が存在する

市村（駒ヶ根市、宮田村、伊那市）を「調

査対象地域」とした。 

地域特性については、原則として「調査

区域」（ただし、南箕輪村は除く）で把

握し、統計資料等が行政単位による場合

は「調査対象地域」とした。「調査区域」

及び「調査対象地域」を図 4-1 に示す。

なお、「調査区域」は、地域特性を把握

する上で必要となる都市計画対象道路

事業実施区域の周囲約 3㎞を包括する範

囲とした。調査区域の設定根拠を図 4-2

（P4-2）に示す。南箕輪村は、一部が都

市計画対象道路事業実施区域の周囲約 3

㎞に含まれるものの、南箕輪村の端部の

みであること、調査区域とした約 3km は

項目で最大となる景観の調査地域を目

安としており、当該区域に景観資源等の

予測評価すべき対象が存在しないこと

から、調査対象地域から除外した。 

P12.1-34 

第12章12.1 

図12.1.1-9 

－ 【図の修正】 

伊南バイパス及び伊那バイパスの修正 

伊駒アルプスロード線の線色の修正 
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表 16.2-2（4）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.1-36 

第12章12.1 

(d) 走行速度  

予測に用いた走行速度は、設計速度又は

規制速度とした。予測に用いた走行速度

を表 12.1.1-14 に示す。 

(d) 走行速度  

予測に用いた走行速度は、法定速度又は

規制速度とした。予測に用いた走行速度

を表 12.1.1-14 に示す。 

P12.1-74 

第12章12.1 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「工事用車両の

洗車」及び「工事の分散」の効果、実施

位置、他の環境への影響について整理し

た結果を表 12.1.3-8 に示す。 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「工事用車両の

洗車」及び「工事の分散」の効果、実施

位置、他の環境への影響について整理し

た結果を表 12.1.3-8 に示す。なお、事

業実施段階において、現地条件等を勘案

して既存道路の交通量等を考慮した運

行ルートを選定する等、具体的な対応を

検討する。 

P12.2-69 

第12章12.2 

3) 環境保全措置の検討 

(3) 検討結果の整理 

環境保全措置に採用した「工事の分散」

の効果、実施位置、他の環境への影響に

ついて整理した結果を表 12.2.3-6 に示

す。 

3) 環境保全措置の検討 

(3) 検討結果の整理 

環境保全措置に採用した「工事の分散」

の効果、実施位置、他の環境への影響に

ついて整理した結果を表 12.2.3-6 に示

す。なお、事業実施段階において、現地

条件等を勘案して既存道路の交通量等

を考慮した運行ルートを選定する等、具

体的な対応を検討する。 

P12.5-12 

第12章12.5 

3) 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討 

予測結果より、切土工等又は既存の工作

物の除去、工事施工ヤードの設置、工事

用道路等の設置及び水底の掘削に伴い

濁水及び水の汚れが発生するものと予

測されたため、水の濁り及び水の汚れの

影響を低減するための環境保全措置と

して、2 案の環境保全措置を検討した。

検討の結果、「仮締切工の実施」及び「水

路等の切回しの実施」を採用する。検討

した環境保全措置を表 12.5.1-10 に示

す。 

3) 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討 

予測結果より、切土工等又は既存の工作

物の除去、工事施工ヤードの設置、工事

用道路等の設置及び水底の掘削に伴い

濁水及び水の汚れが発生するものと予

測されたため、水の濁り及び水の汚れの

影響を低減するための環境保全措置と

して、4 案の環境保全措置を検討した。

検討の結果、「仮締切工の実施」、「水

路等の切回しの実施」、「速やかな転圧

及び法面整形」及び「シートによる被覆

等の実施」を採用する。検討した環境保

全措置を表 12.5.1-10 に示す。 

P12.5-12 

第12章12.5 

表12.5.1-10 

環境保全措置 実施の適否 適否の理由 

仮締切工の実施 適 

河川内の工事に際し止水性の高い仮締切工を行うことによ

り、改変により巻き上げられる浮遊物質及びコンクリート打

設により発生するアルカリ排水の周辺河川への流出を防止

することで、水の濁り及び水の汚れに係る影響を低減できる

ことから、本環境保全措置を採用する。 

水路等の切回しの実施 適 

河川内の工事に際し水路等の切回しを行うことにより、改変

により巻き上げられる浮遊物質及びコンクリート打設によ

り発生するアルカリ排水の周辺河川への流出を防止するこ

とで、水の濁りに係る影響を低減できることから、本環境保

全措置を採用する。 

  

環境保全措置 実施の適否 適否の理由 

仮締切工の実施 適 

河川内の工事に際し止水性の高い仮締切工を行うことによ

り、改変により巻き上げられる浮遊物質及びコンクリート打

設により発生するアルカリ排水の周辺河川への流出を防止

することで、水の濁り及び水の汚れに係る影響を低減できる

ことから、本環境保全措置を採用する。 

水路等の切回しの実施 適 

河川内の工事に際し水路等の切回しを行うことにより、改変

により巻き上げられる浮遊物質及びコンクリート打設によ

り発生するアルカリ排水の周辺河川への流出を防止するこ

とで、水の濁りに係る影響を低減できることから、本環境保

全措置を採用する。 

速やかな転圧及び法

面整形 
適 

土工部の速やかな転圧及び法面整形により、降雨時に発生す

る濁水の周辺河川への流出を防止することで、水の濁りに係

る影響を低減できることから、本環境保全措置を採用する。 

シートによる被覆等

の実施 
適 

法面等のシートによる被覆等の実施により、速やかに裸地を

解消し、降雨時に発生する濁水の周辺河川への流出を防止す

ることで、水の濁りに係る影響を低減できることから、本環

境保全措置を採用する。 
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表 16.2-2（5）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.5-13 

第12章12.5 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「仮締切工の実

施」及び「水路等の切回しの実施」の効

果、実施位置、他の環境への影響につい

て 整 理 し た 結 果 を 表 12.5.1-11

（P12.5-12～13）に示す。  

 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「仮締切工の実

施」、「水路等の切回しの実施」、「速

やかな転圧及び法面整形」及び「シート

による被覆等の実施」の効果、実施位置、

他の環境への影響について整理した結

果を表 12.5.1-11（P12.5-13～14）に示

す。仮締切工及び水路等の切り回しに当

たって、濁水の発生に留意した工法及び

濁水を河川等に流さない方法を検討す

る。なお、濁水、アルカリ排水が発生す

る場合、濁水処理、中和処理など、事業

実施段階において、関係機関と協議して

適切な排水水質の目標値を設定の上、適

切に処理する。 

P12.5-13 

第12章12.5 

表12.5.1-11 

(1) 

【表の修正】 

（効果の不確実性） 

浮遊物質及びアルカリ排水の流出の防

止に不確実性が残る。 

【表の修正】 

（効果の不確実性） 

なし 

P12.5-13 

第12章12.5 

表12.5.1-11 

(3) 

（記載なし） 【表の追加】 

表 12.5.1-11（3）検討結果の整理 
実施主体 長野県 

実施内容 
種類 速やかな転圧及び法面整形 

位置 工事により出現する法面 

環境保全措置の効果 

土工部の速やかな転圧及び法面整形により、降雨時に発生する濁水の

周辺河川への流出を防止することで、水の濁りに係る影響を低減でき

ることから、本環境保全措置を採用する。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

P12.5-14 

第12章12.5 

表12.5.1-11 

(4) 

（記載なし） 【表の追加】 

表 12.5.1-11（4）検討結果の整理 
実施主体 長野県 

実施内容 
種類 シートによる被覆等の実施 

位置 工事により出現する裸地 

環境保全措置の効果 

法面等のシートによる被覆等の実施により、速やかに裸地を解消し、

降雨時に発生する濁水の周辺河川への流出を防止することで、水の濁

りに係る影響を低減できることから、本環境保全措置を採用する。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 
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表 16.2-2（6）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.5-14 

第12章12.5 

 

4) 事後調査  

(1) 事後調査の必要性  

採用した予測手法は、事業計画及び調査

結果に基づいて予測しており、予測の不

確実性は小さいと考えられる。環境保全

措置は、効果に係る知見が十分に把握さ

れていると判断できるが、「仮締切工の

実施」については、環境保全措置の効果

の内容をより詳細にするため、詳細な工

事計画策定後、関係機関及び専門家等の

意見指導を得ながら、必要に応じて環境

影響評価法に基づく事後調査を実施す

ることとする。実施する事後調査の概要

を表 12.5.1-12 に示す。 

4) 事後調査  

(1) 事後調査の必要性  

採用した予測手法は、事業計画及び調査

結果に基づいて予測しており、予測の不

確実性は小さいと考えられる。環境保全

措置は、効果に係る知見が十分に把握さ

れていると判断できるが、「仮締切工の

実施」については、環境保全措置の効果

の内容をより詳細にするため、詳細な工

事計画策定後、関係機関及び専門家等の

意見指導を得ながら、環境影響が著しい

ものとなるおそれがあるときは環境影

響評価法に基づく事後調査を実施する

こととする。実施する事後調査の概要を

表 12.5.1-12 に示す。 

P12.5-14 

第12章12.5 

表12.5.1-12 

【表の修正】 

○調査方法 

浮遊物質量（SS）、水素イオン濃度（pH）

及び水温の測定 

【表の修正】 

○調査方法 

浮遊物質量（SS）及び水素イオン濃度

（pH）の測定 

P12.5-15 

第12章12.5 

5) 評価  

(1) 回避又は低減に係る評価 

計画路線は道路の計画段階において、改

変量を極力抑えた計画としており、水質

への影響に配慮し、環境負荷の回避・低

減を図っている。また、環境保全措置と

して「仮締切工の実施」及び「水路等の

切回しの実施」を実施し、環境負荷を低

減する。なお、環境保全措置の効果の内

容をより詳細にするため、詳細な工事計

画策定後、関係機関及び専門家等の意見

指導を得ながら、必要に応じて環境影響

評価法に基づく事後調査を実施する。ま

た、予測し得ない影響が生じた場合は、

別途対策を講ずるものとする。このこと

から、環境影響は事業者の実行可能な範

囲でできる限り回避又は低減されてい

るものと評価する。 

5) 評価  

(1) 回避又は低減に係る評価 

計画路線は道路の計画段階において、改

変量を極力抑えた計画としており、水質

への影響に配慮し、環境負荷の回避・低

減を図っている。また、環境保全措置と

して「仮締切工の実施」、「水路等の切

回しの実施」、「速やかな転圧及び法面

整形」及び「シートによる被覆等の実施」

を実施し、環境負荷を低減する。なお、

環境保全措置の効果の内容をより詳細

にするため、詳細な工事計画策定後、関

係機関及び専門家等の意見指導を得な

がら、環境影響が著しいものとなるおそ

れがあるときは環境影響評価法に基づ

く事後調査を実施する。また、予測し得

ない影響が生じた場合は、別途対策を講

ずるものとする。このことから、環境影

響は事業者の実行可能な範囲でできる

限り回避又は低減されているものと評

価する。 
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表 16.2-2（7）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.6-15 

第12章12.6 

4) 事後調査  

(1) 事後調査の必要性  

採用した予測手法は事業計画及び調査

結果に基づいて予測しており、予測の不

確実性は小さいと考えられるが、予測結

果を検証するため、詳細な工事計画策定

後、関係機関及び専門家等の意見指導を

得ながら、必要に応じて環境影響評価法

に基づく事後調査を実施する。実施する

事後調査の概要を表 12.6.1-10 に示す。 

4) 事後調査  

(1) 事後調査の必要性  

採用した予測手法は事業計画及び調査

結果に基づいて予測しており、予測の不

確実性は小さいと考えられるが、予測結

果を検証するため、詳細な工事計画策定

後、関係機関及び専門家等の意見指導を

得ながら、環境影響が著しいものとなる

おそれがあるときは環境影響評価法に

基づく事後調査を実施する。実施する事

後調査の概要を表 12.6.1-10 に示す。 

P12.6-16 

第12章12.6 

【5～7行目】 

5) 評価  

(1) 回避又は低減に係る評価 

なお、予測結果を検証するため、詳細

な工事計画策定後、関係機関及び専門家

等の意見指導を得ながら、必要に応じて

環境影響評価法に基づく事後調査を実

施する。 

【5～7行目】 

5) 評価  

(1) 回避又は低減に係る評価 

なお、予測結果を検証するため、詳細

な工事計画策定後、関係機関及び専門家

等の意見指導を得ながら、環境影響が著

しいものとなるおそれがあるときは環

境影響評価法に基づく事後調査を実施

する。 

P12.6-33 

第12章12.6 

4) 事後調査  

(1) 事後調査の必要性  

採用した予測手法は、事業計画及び調査

結果に基づいて予測しており、予測の不

確実性は小さいと考えられる。また、採

用した環境保全措置についても効果に

係る知見が十分に蓄積されていると判

断でき、効果の不確実性は小さいと考え

られるが、環境保全措置に採用した「通

水工法の採用」及び「工事に伴う改変区

域をできる限り小さくする」内容をより

詳細なものにするため、詳細な工事計画

策定後、関係機関及び専門家等の意見指

導を得ながら、必要に応じて環境影響評

価法に基づく事後調査を実施する。実施

する事後調査の概要を表12.6.2-10に示

す。 

4) 事後調査  

(1) 事後調査の必要性  

採用した予測手法は、事業計画及び調査

結果に基づいて予測しており、予測の不

確実性は小さいと考えられる。また、採

用した環境保全措置についても効果に

係る知見が十分に蓄積されていると判

断でき、効果の不確実性は小さいと考え

られるが、環境保全措置に採用した「通

水工法の採用」及び「工事に伴う改変区

域をできる限り小さくする」内容をより

詳細なものにするため、詳細な工事計画

策定後、関係機関及び専門家等の意見指

導を得ながら、環境影響が著しいものと

なるおそれがあるときは環境影響評価

法に基づく事後調査を実施する。実施す

る事後調査の概要を表 12.6.2-10 に示

す。 

P12.6-33 

第12章12.6 

表12.6.2-10 

【表の修正】 

（調査項目）地下水位 

（調査内容） 

○調査方法 

地下水位の観測 

【表の修正】 

（調査項目）地下水位及び地下水質 

（調査内容） 

○調査方法 

地下水位及び地下水質の観測 
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表 16.2-2（8）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.6-34 

第12章12.6 

5) 評価  

(1) 回避又は低減に係る評価  

計画路線は、路線選定段階で地下水に影

響を与える可能性がある切土及びトン

ネル区間を抑制し、事業全体として影響

低減に努めることによる改変量を極力

抑えた計画としており、地下水への影響

に配慮し、環境負荷の回避・低減を図っ

ている。また、切土及びトンネル区間で

は、環境保全措置として「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」を実施し、環境負荷の

回避・低減を図っている。なお、環境保

全措置の内容をより詳細なものにする

ため、詳細な工事計画策定後、関係機関

及び専門家等の意見指導を得ながら、必

要に応じて環境影響評価法に基づく事

後調査を実施する。  

なお、都市計画対象道路事業実施区域周

辺の個別の井戸等については、工事着手

以前に井戸分布等の詳細な調査を、工事

中及び工事終了段階で影響の有無の確

認を行う。各段階において影響が認めら

れる場合は、必要に応じて適切な対策を

講じる。また、トンネル部及び切土箇所

の掘削工事による地下水の低下等の影

響が懸念される箇所において、設計段階

で構造物設置位置でのボーリング調査

を実施するなど、詳細なデータ収集を行

い、それを利用した検討を行うことで、

確実に対策を実施する。このことから、

環境影響は事業者の実行可能な範囲で

できる限り回避又は低減されるものと

評価する。 

5) 評価  

(1) 回避又は低減に係る評価  

計画路線は、路線選定段階で地下水に影

響を与える可能性がある切土及びトン

ネル区間を抑制し、事業全体として影響

低減に努めることによる改変量を極力

抑えた計画としており、地下水への影響

に配慮し、環境負荷の回避・低減を図っ

ている。また、切土及びトンネル区間で

は、環境保全措置として「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」を実施し、環境負荷の

回避・低減を図っている。なお、環境保

全措置の内容をより詳細なものにする

ため、詳細な工事計画策定後、関係機関

及び専門家等の意見指導を得ながら、環

境影響が著しいものとなるおそれがあ

るときは環境影響評価法に基づく事後

調査を実施する。  

なお、都市計画対象道路事業実施区域周

辺の個別の井戸等については、工事着手

以前に井戸分布等の詳細な調査を、工事

中及び工事終了段階で影響の有無の確

認を行う。各段階において影響が認めら

れる場合は、適切な対策を講じる。また、

トンネル部及び切土箇所の掘削工事に

よる地下水の低下等の影響が懸念され

る箇所において、設計段階で構造物設置

位置でのボーリング調査を実施するな

ど、詳細なデータ収集を行い、それを利

用した検討を行うことで、確実に対策を

実施する。このことから、環境影響は事

業者の実行可能な範囲でできる限り回

避又は低減されるものと評価する。 

P12.9-1 

第12章12.9 

(b) 現地調査  

動物相の状況の現地調査の調査手法を

表 12.9.1-1（P12.9-2～6）に示す。 

(b) 現地調査 

動物相の状況の現地調査の調査手法を

表 12.9.1-1（P12.9-2～7）に示す。調査

地点及び踏査ルートを公表することに

より、希少種が確認された地点がより限

定され、採集により種の減少が懸念され

るため、調査位置図及び踏査ルート図は

非公表とする。 
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表 16.2-2（9）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.9-2 

第12章12.9 

表12.9.1-1 

(1) 

【表の修正】 

（哺乳類／フィールドサイン・任意観察

調査） 

調査地域内を任意に踏査し、確認した足

跡、糞、食痕等のフィールドサイン等を

記録したほか、目視確認した種も記録し

た。確認したフィールドサイン（生活痕）

は可能な限り写真撮影に努めた。なお、

コウモリ類については、目視及びバット

ディテクター（コウモリ探知機）により

種の特定に努めた。 

 

（鳥類（一般鳥類）／任意観察調査） 

調査地域内を任意に踏査し、目視及び鳴

き声より確認した種を記録した。なお、

夜間調査も実施し、野外で鳴き声テープ

の再生等を行うコールバック法でフク

ロウ等の夜行性動物の確認も行った。 

【表の修正】 

（哺乳類／フィールドサイン・任意観察

調査） 

哺乳類は、生態的な特性、周辺の地形状

況、植生の連続性を踏まえ、調査地域内

の樹林地、農耕地、河川（疎林・草地、

開放水域）及び市街地・集落の一部を網

羅できる位置やルートにより踏査し、確

認した足跡、糞、食痕等のフィールドサ

イン等を記録したほか、目視確認した種

も記録した。確認したフィールドサイン

（生活痕）は可能な限り写真撮影に努め

た。なお、コウモリ類については、目視

及びバットディテクター（コウモリ探知

機）により種の特定に努めた。 

 

（鳥類（一般鳥類）／任意観察調査） 

鳥類は、生態的な特性、周辺の地形状況、

植生の連続性を踏まえ、調査地域内の樹

林地、農耕地、河川（疎林・草地）及び

市街地・集落の一部を網羅できる位置や

ルートにより踏査し、目視及び鳴き声よ

り確認した種を記録した。なお、夜間調

査も実施し、野外で鳴き声テープの再生

等を行うコールバック法でフクロウ等

の夜行性動物の確認も行った。 

P12.9-3 

第12章12.9 

表12.9.1-1 

(2) 

【表の修正】 

（鳥類（猛禽類）／人工構造物確認調査

[ワシ・タカ類]） 

調査地域及びその周辺において、ワシ･

タカ類の繁殖の可能性のある「人工構造

物（鉄塔･橋梁）や岩場」を任意に踏査

し、営巣地としての適正等の確認を行っ

た。調査対象は、天竜川、三峰川、太田

切川にかかる橋梁を主対象とした。 

【表の修正】 

（鳥類（猛禽類）／人工構造物確認調査

[ワシ・タカ類]） 

調査地域及びその周辺において、生態的

な特性、周辺の地形状況、植生の連続性

を踏まえ、ワシ･タカ類の繁殖の可能性

のある「人工構造物（鉄塔･橋梁）や岩

場」等、網羅できる位置やルートにより

踏査し、営巣地としての適正等の確認を

行った。調査対象は、天竜川、三峰川、

太田切川にかかる橋梁を主対象とした。 
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表 16.2-2（10）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.9-4 

第12章12.9 

表12.9.1-1 

(3) 

【表の修正】 

（両生類／任意観察調査） 

調査地域内を任意に踏査し、目視確認し

た個体を識別し、確認場所の状況と合わ

せて記録した。確認した種は、可能な限

り写真撮影に努めた。なお、時期によっ

ては、夜間の鳴き声による識別調査を実

施した。 

【表の修正】 

（両生類／任意観察調査） 

両生類は、生態的な特性、周辺の地形状

況、植生の連続性を踏まえ、調査地域内

の樹林地、農耕地、河川（疎林・草地）

及び市街地・集落の一部を網羅できる位

置やルートにより踏査し、目視確認した

個体を識別し、確認場所の状況と合わせ

て記録した。確認した種は、可能な限り

写真撮影に努めた。なお、時期によって

は、夜間の鳴き声による識別調査を実施

した。 

 【表の修正】 

（爬虫類／任意観察調査） 

調査地域内を任意に踏査し、目視確認し

た個体を識別し、確認場所の状況と合わ

せて記録した。確認した種は、可能な限

り写真撮影に努めた。なお、夜間調査も

実施し、夜行性の種の確認に努めた。 

【表の修正】 

（爬虫類／任意観察調査） 

爬虫類は、生態的な特性、周辺の地形状

況、植生の連続性を踏まえ、調査地域内

の樹林地、農耕地、河川（疎林・草地）

及び市街地・集落の一部を網羅できる位

置やルートにより踏査し、目視確認した

個体を識別し、確認場所の状況と合わせ

て記録した。確認した種は、可能な限り

写真撮影に努めた。なお、夜間調査も実

施し、夜行性の種の確認に努めた。 

P12.9-5 

第12章12.9 

表12.9.1-1 

(4) 

【表の修正】 

（魚類／トラップ調査） 

調査地域内の河川域の 8地点において、

魚類の通り道となるような場所を中心

に定置網を設置し、個体の捕獲を行っ

た。捕獲した個体は、種の同定及び「平

成18年度版 河川水辺の国勢調査基本調

査マニュアル ［河川版］（魚類調査編）」

に沿った計測等の記録を行い、写真撮影

した。定置網は 1地点で実施し、1晩設

置した。 

【表の修正】 

（魚類／トラップ調査） 

調査地域内の河川域の 1地点において、

魚類の通り道となるような場所を中心

に定置網を設置し、個体の捕獲を行っ

た。捕獲した個体は、種の同定及び「平

成 18年度版 河川水辺の国勢調査基本調

査マニュアル ［河川版］（魚類調査編）」

に沿った計測等の記録を行い、写真撮影

した。定置網は 1地点で 1晩設置した。 



16-119 
 

 

表 16.2-2（11）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.9-5 

第12章12.9 

表12.9.1-1 

(4) 

【表の修正】 

（昆虫類／任意観察調査） 

調査地域内を任意に踏査し、見つけ採

り、石おこし採集、スウィーピング法な

どで個体を捕獲し、確認位置及び種名を

記録したほか、目視確認した種も記録し

た。なお、夜間調査も実施し、スズムシ、

ホタルなどを鳴き声や目視で種の確認

を行った。 

【表の修正】 

（昆虫類／任意観察調査） 

昆虫類は、生態的な特性、周辺の地形状

況、植生の連続性を踏まえ、調査地域内

の樹林地、農耕地、河川（疎林・草地）

及び市街地・集落の一部を網羅できる位

置やルートにより踏査し、見つけ採り、

石おこし採集、スウィーピング法などで

個体を捕獲し、確認位置及び種名を記録

したほか、目視確認した種も記録した。

なお、夜間調査も実施し、スズムシ、ホ

タルなどを鳴き声や目視で種の確認を

行った。 

P12.9-6 

第12章12.9 

表12.9.1-1 

(5) 

【表の修正】 

（昆虫類／オオムラサキ･ゴマダラチョ

ウ本土亜種調査［特定種の調査］） 

調査地域内の当該種の幼虫が食草とす

るエノキまたはエゾエノキが混成する

群落（オニグルミ群落、クリ-コナラ群

集、ケヤキ二次林、ニセアカシア群落）

の分布地において、冬季に分布地内を任

意に踏査し、当該種の幼虫を捕獲し、個

体数を記録したほか、食草樹木の本数を

記録した。また、冬季の調査後に、上記

の群落の分布地以外に食草の分布地の

情報を得たため、この場所において、オ

オムラサキの成虫を対象とした補足調

査を夏季に実施した。補足調査は、本種

の食草が生育する場所を中心にその周

辺を任意に踏査し、本種の採取及び目視

確認を行い、位置と個体数を記録したほ

か、食草樹木の本数を記録した。 

【表の修正】 

（昆虫類／オオムラサキ･ゴマダラチョ

ウ本土亜種調査［特定種の調査］） 

調査地域内の当該種の幼虫が食草とす

るエノキまたはエゾエノキが混成する

群落（オニグルミ群落、クリ-コナラ群

集、ケヤキ二次林、ニセアカシア群落）

の分布地において、冬季に分布地内でエ

ノキ周辺の落ち葉の集積する場所など、

網羅できる位置やルートにより踏査し、

当該種の幼虫を捕獲し、個体数を記録し

たほか、食草樹木の本数を記録した。ま

た、冬季の調査後に、上記の群落の分布

地以外に食草の分布地の情報を得たた

め、この場所において、オオムラサキの

成虫を対象とした補足調査を夏季に実

施した。補足調査は、本種の食草が生育

する場所を中心に生息環境を網羅でき

る位置やルートにより踏査し、本種の採

取及び目視確認を行い、位置と個体数を

記録したほか、食草樹木の本数を記録し

た。 

 （昆虫類／ミヤマシジミ調査［特定種の

調査］） 

調査地域内の河川及びその周辺の7箇所

において、本種の主な食草であるコマツ

ナギが生育する場所を中心にその周辺

を任意に踏査し、本種の採取及び目視確

認を行い、位置と個体数を記録した。 

（昆虫類／ミヤマシジミ調査［特定種の

調査］） 

ミヤマシジミは、生態的な特性、周辺の

地形状況、植生の連続性を踏まえ、調査

地域内の河川及びその周辺の 7 箇所に

おいて、本種の主な食草であるコマツナ

ギが生育する場所など、生息環境を網羅

できる位置やルートにより踏査し、本種

の採取及び目視確認を行い、位置と個体

数を記録した。 
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表 16.2-2（12）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.9-6 

第12章12.9 

表12.9.1-1 

(5) 

（昆虫類／ホタル調査［特定種の調査］） 

調査地域内を日没から3時間程度の夜間

に任意に踏査し、発光するゲンジボタル

及びヘイケボタルの成虫の目視確認を

行い、位置と数量を記録したほか、夜間

調査の翌日に植生などの確認地点の状

況を記録した。 

（昆虫類／ホタル調査［特定種の調査］） 

ホタル類は、調査地域内を日没から 3時

間程度の夜間に、調査地域内の樹林地、

農耕地、河川（疎林・草地）及び市街地・

集落の一部等、生息環境を網羅できる位

置やルートにより踏査し、発光するゲン

ジボタル及びヘイケボタルの成虫の目

視確認を行い、位置と数量を記録したほ

か、夜間調査の翌日に植生などの確認地

点の状況を記録した。 

P12.9-7 

第12章12.9 

表12.9.1-1 

(6) 

【表の修正】 

（クモ類／任意観察調査） 

調査地域内を任意に踏査し、見つけ採

り、石おこし採集、スウィーピング法な

どで個体を捕獲し、確認位置及び種名を

記録したほか、目視確認した種も記録し

た。なお、夜間調査も実施し、鳴き声や

目視で種の確認を行った。 

【表の修正】 

（クモ類／任意観察調査） 

クモ類は、生態的な特性、周辺の地形状

況、植生の連続性を踏まえ、調査地域内

の樹林地、農耕地、河川（疎林・草地）

及び市街地・集落の一部を網羅できる位

置やルートにより踏査し、見つけ採り、

石おこし採集、スウィーピング法などで

個体を捕獲し、確認位置及び種名を記録

したほか、目視確認した種も記録した。

なお、夜間調査も実施し、鳴き声や目視

で種の確認を行った。 

 （陸産貝類／任意採取調査） 

調査地域内を任意に踏査し、見つけ採

り、石おこし採集、シフティング法など

によって個体を捕獲し、確認位置及び種

名等を記録した。なお、現地で同定でき

ない個体は、室内に持ち帰って同定を行

った。 

（陸産貝類／任意採取調査） 

陸産貝類は、生態的な特性、周辺の地形

状況、植生の連続性を踏まえ、調査地域

内の樹林地、農耕地、河川（疎林・草地）、

河川（開放水域）の一部及び市街地・集

落の一部を網羅できる位置やルートに

より踏査し、見つけ採り、石おこし採集、

シフティング法などによって個体を捕

獲し、確認位置及び種名等を記録した。

なお、現地で同定できない個体は、室内

に持ち帰って同定を行った。 
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表 16.2-2（13）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.9-148 

第12章12.9 

 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「工事施工ヤー

ド及び工事用道路の計画路線区域内利

用」、「移動経路の確保」、「照明の漏

れ出しの抑制」、「工事工程の検討及び

段階的な土地の改変」、「低騒音型・低

振動型機械の使用」及び「締切・沈砂地

等の濁水処理の実施」の効果、実施位置、

他の環境への影響等について整理した

結果を表 12.9.1-38（P12.9-147～148）

に示す。なお、環境保全措置の実施にあ

たっては、専門家等の意見を聴取しなが

ら適切に行うものとする。 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「工事施工ヤー

ド及び工事用道路の計画路線区域内利

用」、「移動経路の確保」、「照明の漏

れ出しの抑制」、「工事工程の検討及び

段階的な土地の改変」、「低騒音型・低

振動型機械の使用」及び「締切・沈砂地

等の濁水処理の実施」の効果、実施位置、

他の環境への影響等について整理した

結果を表 12.9.1-38（P12.9-148～149）

に示す。なお、環境保全措置の実施に当

たっては、専門家等の意見を聴取しなが

ら適切に行うものとする。締切・沈砂池

から排水する場合、事業実施段階におい

て、関係機関と協議して適切な排水水質

の目標値を設定の上、適切に処理する。 

P12.9-150 

第12章12.9 

【11～14 行目】 

4) 事後調査  

(1) 事後調査の必要性 

なお、ナゴヤダルマガエル、クロツバメ

シジミ、ミヤマシジミ及びオオムラサキ

については、地元保護団体や研究機関に

よる研究対象等により、地域で注目され

ている種であることから、必要に応じて

工事中及び供用後に専門家の意見を聞

きながら別途調査を行うものとする。 

【11～14 行目】 

4) 事後調査  

(1) 事後調査の必要性 

なお、ナゴヤダルマガエル、クロツバメ

シジミ、ミヤマシジミ及びオオムラサキ

については、地元保護団体や研究機関に

よる研究対象等により、地域で注目され

ている種であることから、別途、工事中

及び供用後に専門家の意見を聞きなが

ら調査を行うものとする。 

P12.9-150 

第12章12.9 

表12.9.1-39 

【表の修正】 

○調査時期 

工事中の調査対象の繁殖期間を基本と

することを考えているが、状況に応じて

別途検討する。 

【表の修正】 

○調査時期 

工事中（着工前含む）の調査対象の繁殖

期間を基本とする。 

P12.10-2 

第12章12.10 

(b) 現地調査  

植物相及び植生の状況の現地調査の調

査手法を表 12.10.1-1 に示す。 

(b) 現地調査 

植物相及び植生の状況の現地調査の調

査手法を表 12.10.1-1 に示す。調査地点

及び踏査ルートを公表することにより、

希少種が確認された地点がより限定さ

れ、採集により種の減少が懸念されるた

め、調査地点図及び踏査ルート図は非公

表とする。 
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表 16.2-2（14）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.10-2 

第12章12.10 

表12.10.1-1 

【表の修正】 

（植物相／任意観察調査） 

維管束植物及び大型菌類を対象に、任意

踏査により、目視確認した個体を識別

し、種名を記録した。現地で同定困難な

個体は、室内に持ち帰って同定を行い、

標本を作成した。また、重要な種の確認

時は、写真撮影及び GPS 等を用いた位置

情報の記録を行った。 

【表の修正】 

（植物相／任意観察調査） 

維管束植物は調査地域内の樹林地、農耕

地、河川（疎林・草地、開放水域）及び

一部の市街地・集落を網羅できるよう

に、大型菌類は調査地域内の樹林地、発

生しやすい環境状況の農耕地及び河川

（疎林・草地）の一部を網羅できるよう

に踏査した。目視確認した個体を識別

し、種名を記録した。現地で同定困難な

個体は、室内に持ち帰って同定を行い、

標本を作成した。また、重要な種の確認

時は、写真撮影及び GPS 等を用いた位置

情報の記録を行った。 

P12.10-47 

第12章12.10 

 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「工事施工ヤー

ド及び工事用道路の計画路線区域内利

用」、「照明の漏れ出しの抑制」、「締

切･沈砂地等の濁水処理の実施」及び代

償措置の「移植」の効果、実施位置、他

の環境への影響等について整理した結

果を表 12.10.1-17（P12.10-46～47）に

示す。なお、環境保全措置の実施にあた

っては、専門家等の意見を聴取しながら

適切に行うものとする。 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「工事施工ヤー

ド及び工事用道路の計画路線区域内利

用」、「照明の漏れ出しの抑制」、「締

切･沈砂地等の濁水処理の実施」及び代

償措置の「移植」の効果、実施位置、他

の環境への影響等について整理した結

果を表 12.10.1-17（P12.10-47～48）に

示す。なお、環境保全措置の実施に当た

っては、専門家等の意見を聴取しながら

適切に行うものとする。締切・沈砂池か

ら排水する場合、事業実施段階におい

て、関係機関と協議して適切な排水水質

の目標値を設定の上、適切に処理する。 

P12.10-49 

第12章12.10 

表

12.10.1-18 

【表の修正】 

○調査時期  

供用後及び工事中を基本とし、各種の生

活史及び生育特性等に応じて設定する

ことを考えているが、状況に応じて別途

検討する。 

【表の修正】 

○調査時期  

供用後及び工事中を基本とし、各種の生

活史及び生育特性等に応じて設定する。 
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表 16.2-2（15）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P12.11-33 

第12章12.11 

 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「工事施工ヤー

ド及び工事用道路の計画路線区域内利

用」、「移動経路の確保」、「照明の漏

れ出しの抑制」、「工事工程の検討及び

段階的な土地の改変」、「低騒音型・低

振動型機械の使用」及び「締切・沈砂地

等の濁水処理の実施」の効果、実施位置、

他の環境への影響等について整理した

結果を表 12.11.1-12（P12.11-33～34）

に示す。なお、環境保全措置の実施に当

たっては、専門家等の意見を聴取しなが

ら適切に行うものとする。 

(3) 検討結果の整理  

環境保全措置に採用した「工事施工ヤー

ド及び工事用道路の計画路線区域内利

用」、「移動経路の確保」、「照明の漏

れ出しの抑制」、「工事工程の検討及び

段階的な土地の改変」、「低騒音型・低

振動型機械の使用」及び「締切・沈砂地

等の濁水処理の実施」の効果、実施位置、

他の環境への影響等について整理した

結果を表 12.11.1-12（P12.11-33～34）

に示す。なお、環境保全措置の実施に当

たっては、専門家等の意見を聴取しなが

ら適切に行うものとする。締切・沈砂池

から排水する場合、事業実施段階におい

て、関係機関と協議して適切な排水水質

の目標値を設定の上、適切に処理する。 

P12.11-35 

第12章12.11 

表

12.11.1-13 

【表の修正】 

○調査時期 

工事中の調査対象の繁殖期間を基本と

することを考えているが、状況に応じて

別途検討する。 

【表の修正】 

○調査時期 

工事中（着工前含む）の調査対象の繁殖

期間を基本とする。 

P12.14-8 

第12章12.14 

表12.14.1-3 

(4) 

【表の修正】 

（文化財の分布、状態及び特性） 

下の城は、都市計画対象道路事業実施区

域内に位置しており、計画路線から約

150ｍ離れた位置に存在している。 

【表の修正】 

（文化財の分布、状態及び特性） 

下の城は、都市計画対象道路事業実施区

域外に位置しており、計画路線から約

150ｍ離れた位置に存在している。 

P13-5 

第13章 

表13-1(4) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

事業実施段階において、現地条件等を勘

案して既存道路の交通量等を考慮した

運行ルートを選定する等、具体的な対応

を検討する。 
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表 16.2-2（16）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P13-6 

第13章 

表13-1(5) 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価

＞ 

評価結果より、二酸化窒素の建設機械に

よる寄与濃度及び日平均値の年間 98%

値、浮遊粒子状物質の建設機械による寄

与濃度及び日平均値の年間 2％除外値

は、全ての予測地点で基準値を下回って

おり、基準等との整合は図られているも

のと評価する。 

【評価結果】 

＜基準又は目標との整合性に係る評価

＞ 

評価結果より、二酸化窒素の建設機械に

よる寄与濃度及び日平均値の年間 98%

値、浮遊粒子状物質の建設機械による寄

与濃度及び日平均値の年間 2％除外値

は、全ての予測地点で基準値を下回って

おり、基準等との整合は図られているも

のと評価する。工事実施に当たっては、

地元への工事の説明を十分に行い、建設

機械稼働時間等に関する要求があった

場合は、可能な限り応じて周辺住民の負

担にならないように努力する。 

P13-8 

第13章 

表13-1(7) 

－ 【評価結果】 

●二酸化窒素の評価結果 

●浮遊粒子状物質の評価結果 

寄与率の削除 

P13-13 

第13章 

表13-1(12) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

事業実施段階において、現地条件等を勘

案して既存道路の交通量等を考慮した

運行ルートを選定する等、具体的な対応

を検討する。 

P13-18 

第13章 

表13-1(17) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

仮締切工及び水路等の切り回しに当た

って、濁水の発生に留意した工法及び濁

水を河川等に流さない方法を検討する。

なお、濁水、アルカリ排水が発生する場

合、濁水処理、中和処理など、事業実施

段階において、関係機関と協議して適切

な排水水質の目標値を設定の上、適切に

処理する。 

 【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞ 

（仮締切工の実施／効果への不確実性） 

浮遊物質の流出の防止に不確実性が残

る。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞ 

（仮締切工の実施／効果の不確実性） 

なし 
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表 16.2-2（17）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P13-18 

第13章 

表13-1(17) 

【評価結果】 

＜回避又は低減に係る評価＞ 

計画路線は道路の計画段階において、改

変量を極力抑えた計画としており、水質

への影響に配慮し、環境負荷の回避・低

減を図っている。また、環境保全措置と

して「仮締切工の実施」及び「水路等の

切回しの実施」を実施し、環境負荷を低

減する。なお、環境保全措置の効果の内

容をより詳細にするため、詳細な工事計

画策定後、関係機関及び専門家等の意見

指導を得ながら、必要に応じて環境影響

評価法に基づく事後調査を実施する。ま

た、予測し得ない影響が生じた場合は、

別途対策を講ずるものとする。このこと

から、環境影響は事業者の実行 

可能な範囲でできる限り回避又は低減

されているものと評価する。 

【評価結果】 

＜回避又は低減に係る評価＞ 

計画路線は道路の計画段階において、改

変量を極力抑えた計画としており、水質

への影響に配慮し、環境負荷の回避・低

減を図っている。また、環境保全措置と

して「仮締切工の実施」、「水路等の切

回しの実施」、「速やかな転圧及び法面

整形」及び「シートによる被覆等の実施」

を実施し、環境負荷を低減する。なお、

環境保全措置の効果の内容をより詳細

にするため、詳細な工事計画策定後、関

係機関及び専門家等の意見指導を得な

がら、環境影響が著しいものとなるおそ

れがあるときは環境影響評価法に基づ

く事後調査を実施する。また、予測し得

ない影響が生じた場合は、別途対策を講

ずるものとする。このことから、環境影

響は事業者の実行可能な範囲でできる

限り回避又は低減されているものと評

価する。 

P13-19 

第13章 

表13-1(18) 

（記載なし） 
実施主体 長野県 

実施内容 
種類 

速やかな転圧及び法面整

形 

位置 工事により出現する法面 

環境保全措置の効果 

土工部の速やかな転圧及

び法面整形により、降雨

時に発生する濁水の周辺

河川への流出を防止する

ことで、水の濁りに係る

影響を低減できることか

ら、本環境保全措置を採

用する。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

  
実施主体 長野県 

実施内容 
種類 

シートによる被覆等の実

施 

位置 工事により出現する裸地 

環境保全措置の効果 

法面等のシートによる被

覆等の実施により、速や

かに裸地を解消し、降雨

時に発生する濁水の周辺

河川への流出を防止する

ことで、水の濁りに係る

影響を低減できることか

ら、本環境保全措置を採

用する。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

  

P13-20 

第13章 

表13-1(19) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について、詳細な工事計画策

定後、関係機関及び専門家等の意見指導

を得ながら、必要に応じて環境影響評価

法に基づく事後調査を実施する。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について、詳細な工事計画策

定後、関係機関及び専門家等の意見指導

を得ながら、環境影響が著しいものとな

るおそれがあるときは環境影響評価法

に基づく事後調査を実施する。 

 ○調査方法  

浮遊物質量（SS）、水素イオン濃度（pH）

及び水温の測定 

○調査方法  

浮遊物質量（SS）及び水素イオン濃度

（pH）の測定 
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表 16.2-2（18）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P13-21 

第13章 

表13-1(20) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について、詳細な工事計画策

定後、関係機関及び専門家等の意見指導

を得ながら、必要に応じて環境影響評価

法に基づく事後調査を実施する。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について、詳細な工事計画策

定後、関係機関及び専門家等の意見指導

を得ながら、環境影響が著しいものとな

るおそれがあるときは環境影響評価法

に基づく事後調査を実施する。 

 【8～11行目】 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜回避又は低減に係る評価＞ 

なお、予測結果を検証するため、詳細な

工事計画策定後、関係機関及び専門家等

の意見指導を得ながら、必要に応じて環

境影響評価法に基づく事後調査を実施

する。 

【8～11 行目】 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜回避又は低減に係る評価＞ 

なお、予測結果を検証するため、詳細な

工事計画策定後、関係機関及び専門家等

の意見指導を得ながら、環境影響が著し

いものとなるおそれがあるときは環境

影響評価法に基づく事後調査を実施す

る。 

P13-22 

第13章 

表13-1(21) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について、詳細な工事計画策

定後、関係機関及び専門家等の意見指導

を得ながら、必要に応じて環境影響評価

法に基づく事後調査を実施する。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について、詳細な工事計画策

定後、関係機関及び専門家等の意見指導

を得ながら、環境影響が著しいものとな

るおそれがあるときは環境影響評価法

に基づく事後調査を実施する。 

 【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

○調査時期 

供用後及び工事中 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

○調査時期 

供用後及び工事中を基本とすることを

考えているが、状況に応じて別途検討す

る。 

 （調査項目） 

地下水位 

○調査方法  

地下水位の観測 

（調査項目） 

地下水位及び地下水質 

○調査方法  

地下水位及び地下水質の観測 
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表 16.2-2（19）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P13-22 

第13章 

表13-1(21) 

【評価結果】  

＜回避又は低減に係る評価＞ 

計画路線は、路線選定段階で地下水に影

響を与える可能性がある切土及びトン

ネル区間を抑制し、事業全体として影響

低減に努めることによる改変量を極力

抑えた計画としており、地下水への影響

に配慮し、環境負荷の回避・低減を図っ

ている。また、切土及びトンネル区間で

は、環境保全措置として「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」を実施し、環境負荷の

回避・低減を図っている。なお、環境保

全措置の内容をより詳細なものにする

ため、詳細な工事計画策定後、関係機関

及び専門家等の意見指導を得ながら、必

要に応じて環境影響評価法に基づく事

後調査を実施する。  

なお、都市計画対象道路事業実施区域周

辺の個別の井戸等については、工事着手

以前に井戸分布等の詳細な調査を、工事

中及び工事終了段階で影響の有無の確

認を行う。各段階において影響が認めら

れる場合は、必要に応じて適切な対策を

講じる。また、トンネル部及び切土箇所

の掘削工事による地下水の低下等の影

響が懸念される箇所において、設計段階

で構造物設置位置でのボーリング調査

を実施するなど、詳細なデータ収集を行

い、それを利用した検討を行うことで、

確実に対策を実施する。このことから、

環境影響は事業者の実行可能な範囲で

できる限り回避又は低減されるものと

評価する。 

【評価結果】  

＜回避又は低減に係る評価＞ 

計画路線は、路線選定段階で地下水に影

響を与える可能性がある切土及びトン

ネル区間を抑制し、事業全体として影響

低減に努めることによる改変量を極力

抑えた計画としており、地下水への影響

に配慮し、環境負荷の回避・低減を図っ

ている。また、切土及びトンネル区間で

は、環境保全措置として「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」を実施し、環境負荷の

回避・低減を図っている。なお、環境保

全措置の内容をより詳細なものにする

ため、詳細な工事計画策定後、関係機関

及び専門家等の意見指導を得ながら、環

境影響が著しいものとなるおそれがあ

るときは環境影響評価法に基づく事後

調査を実施する。  

なお、都市計画対象道路事業実施区域周

辺の個別の井戸等については、工事着手

以前に井戸分布等の詳細な調査を、工事

中及び工事終了段階で影響の有無の確

認を行う。各段階において影響が認めら

れる場合は、適切な対策を講じる。また、

トンネル部及び切土箇所の掘削工事に

よる地下水の低下等の影響が懸念され

る箇所において、設計段階で構造物設置

位置でのボーリング調査を実施するな

ど、詳細なデータ収集を行い、それを利

用した検討を行うことで、確実に対策を

実施する。このことから、環境影響は事

業者の実行可能な範囲でできる限り回

避又は低減されるものと評価する。 

P13-26 

第13章 

表13-1(25) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

環境保全措置の実施に当たっては、専門

家等の意見を聴取しながら適切に行う

ものとする。締切・沈砂池から排水する

場合、事業実施段階において、関係機関

と協議して適切な排水水質の目標値を

設定の上、適切に処理する。 
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表 16.2-2（20）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P13-28 

第13章 

表13-1(27) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について環境影響評価法に

基づく事後調査を実施する。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

以下の項目について環境影響評価法に

基づく事後調査を実施する。なお、ナゴ

ヤダルマガエル、クロツバメシジミ、ミ

ヤマシジミ及びオオムラサキについて

は、地元保護団体や研究機関による研究

対象等により、地域で注目されている種

であることから、別途、工事中及び供用

後に専門家の意見を聞きながら調査を

行うものとする。 

 ○調査時期 

工事中の調査対象の繁殖期間を基本と

することを考えているが、状況に応じて

別途検討する。 

○調査時期 

工事中（着工前含む）の調査対象の繁殖

期間を基本とする。 

P13-29 

第13章 

表13-1(28) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

環境保全措置の実施に当たっては、専門

家等の意見を聴取しながら適切に行う

ものとする。締切・沈砂池から排水する

場合、事業実施段階において、関係機関

と協議して適切な排水水質の目標値を

設定の上、適切に処理する。 

P13-30 

第13章 

表13-1(29) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞ 

○調査時期  

供用後及び工事中を基本とし、各種の生

活史及び生育特性等に応じて設定する

ことを考えているが、状況に応じて別途

検討する。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞ 

○調査時期  

供用後及び工事中を基本とし、各種の生

活史及び生育特性等に応じて設定する。 

P13-31 

第13章 

表13-1(30) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

（記載なし） 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜環境保全措置＞  

環境保全措置の実施に当たっては、専門

家等の意見を聴取しながら適切に行う

ものとする。締切・沈砂池から排水する

場合、事業実施段階において、関係機関

と協議して適切な排水水質の目標値を

設定の上、適切に処理する。 
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表 16.2-2（21）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P13-33 

第13章 

表13-1(32) 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

○調査時期 

工事中の調査対象の繁殖期間を基本と

することを考えているが、状況に応じて

別途検討する。 

【環境保全措置及び事後調査】 

＜事後調査＞ 

○調査時期 

工事中（着工前含む）の調査対象の繁殖

期間を基本とする。 

P13-37 

第13章 

表13-1(36) 

（記載なし） 【予測結果】 

●史跡名勝天然記念物の予測結果 
名称 直接改変の有無 

御座石 - 

六地蔵石幢 - 

中越の榧の木 - 

下の城 - 

中越遺跡 - 

春近社本殿 - 

御殿場遺跡 - 

ヤエヤマツツジ - 

宮ノ花八幡社本殿 - 

宝篋印塔（洞泉寺） - 

  
注：「○」は直接改変のおそれがあるこ

とを示す。「‐」は直接改変がないこと

を示す。 

 

●埋蔵文化財の予測結果 
名称 直接改変の有無 

駒ヶ原南遺跡 - 

西垣外遺跡 - 

大久保遺跡 ○ 

つつじが丘遺跡 - 

狐塚遺跡 ○ 

狐塚上遺跡 ○ 

下の城跡 - 

城南遺跡 - 

中越下館跡 ○ 

北の城跡 - 

駒ヶ原 ○ 

瀬戸古墳群 - 

宮ノ上古墳群 - 

古寺上古墳群 - 

阿原古墳群 - 

洞古墳群 ○ 

  
注：「○」は直接改変のおそれがあるこ

とを示す。「‐」は直接改変がないこと

を示す。 

P14-1 

第14章 

表14.1-1(1) 

【表の修正】 

（水質／実施理由） 

環境保全措置は、効果に係る知見が十分

に把握されていると判断できるが、「仮

締切工の実施」については、環境保全措

置の効果の内容をより詳細にするため、

必要に応じて実施 

【表の修正】 

（水質／実施理由） 

環境保全措置は、効果に係る知見が十分

に把握されていると判断できるが、「仮

締切工の実施」については、環境保全措

置の効果の内容をより詳細にするため、

環境影響が著しいものとなるおそれが

あるときに実施 

 （水象／河川／実施理由） 

採用した予測手法は事業計画及び調査

結果に基づいて予測しており、予測の不

確実性は小さいと考えられるが、予測結

果を検証するため、必要に応じて実施 

（水象／河川／実施理由） 

採用した予測手法は事業計画及び調査

結果に基づいて予測しており、予測の不

確実性は小さいと考えられるが、予測結

果を検証するため、環境影響が著しいも

のとなるおそれがあるときに実施 
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表 16.2-2（22）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

P14-1 

第14章 

表14.1-1(1) 

【表の修正】 

（水質／調査内容） 

○調査方法  

浮遊物質量（SS）、水素イオン濃度（pH）

及び水温の測定 

【表の修正】 

（水質／調査内容） 

○調査方法  

浮遊物質量（SS）及び水素イオン濃度

（pH）の測定 

P14-2 

第14章 

表14.1-1(2) 

（水象／地下水／調査項目） 

地下水位 

 

（水象／地下水／実施理由） 

環境保全措置に採用した「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」内容をより詳細なもの

にするため、必要に応じて実施 

 

（水象／地下水／調査項目） 

地下水位及び地下水質 

 

（水象／地下水／実施理由） 

環境保全措置に採用した「通水工法の採

用」及び「工事に伴う改変区域をできる

限り小さくする」内容をより詳細なもの

にするため、環境影響が著しいものとな

るおそれがあるときに実施 

 （水象／地下水／調査内容） 

○調査方法 

地下水位の観測 

（水象／地下水／調査内容） 

○調査方法 

地下水位及び地下水質の観測 

 【表の修正】 

（動物／調査内容） 

○調査時期  

工事中の調査対象の繁殖期間を基本と

することを考えているが、状況に応じて

別途検討する。 

【表の修正】 

（動物／調査内容） 

○調査時期  

工事中（着工前含む）の調査対象の繁殖

期間を基本とする。 

 【表の修正】 

（植物／調査内容） 

○調査時期  

供用後及び工事中を基本とし、各種の生

活史及び生育特性等に応じて設定する

ことを考えているが、状況に応じて別途

検討する。 

【表の修正】 

（植物／調査内容） 

○調査時期  

供用後及び工事中を基本とし、各種の生

活史及び生育特性等に応じて設定する。 

P14-3 

第14章 

表14.1-1(3) 

【表の修正】 

（生態系／調査内容） 

○調査時期  

工事中の調査対象の繁殖期間を基本と

することを考えているが、状況に応じて

別途検討する。 

【表の修正】 

（生態系／調査内容） 

○調査時期  

工事中（着工前含む）の調査対象の繁殖

期間を基本とする。 
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表 16.2-2（23）その他、補正前の評価書からの主な修正内容 

 

評価書の頁 補正前の評価書 評価書 

資料編 

P1.2-2 

第1章 

2) 計画交通量推計結果  

計画交通量は、以上の将来の社会的な変

化及び将来の道路ネットワークを踏ま

えた上で、「平成 17年度 全国道路・街

路交通情勢調査」（国土交通省）を基に

幹線道路ネットワークの整備が概ね完

了した平成 42年について推計した。  

将来の道路網は、現在の道路ネットワー

クに、平成 42年までに整備が見込まれ

る路線を加え作成した。計画路線周辺の

交通量推計結果を、図 1.2-2 に示す。  

2) 計画交通量推計結果 

計画交通量は、将来の社会的な変化及び

将来の道路ネットワークを踏まえた上

で、「平成 17 年度 全国道路・街路交

通情勢調査」（国土交通省）を基に算出

した。推計年次は、交通が定常状態にな

ると見込まれる平成 42年とした。 

将来の道路網は、現在の道路ネットワー

クに、推計年次までに整備が見込まれる

路線を加え作成した。計画路線周辺の交

通量推計結果を、図 1.2-2 に示す。 

資料編 

P1.2-2 

第1章 

図1.2-2 

－ 【図の修正】 

伊南バイパス及び伊那バイパスの修正 

伊駒アルプスロード線の線色の修正 


